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ま え が き  

 

本 論 文 の 基 礎 と な っ た 大 紀 町 で の 研 究 は 三 重 大 学 大

学 院  福 山 薫  名 誉 教 授 の 指 導 の 下 、2008 年 よ り 開 始 し

ま し た 。 ち ょ う ど 、 こ の 年 に 文 部 科 学 省 の 科 学 技 術 試

験 研 究 委 託 事 業 で あ る 「 安 全 ・ 安 心 科 学 技 術 プ ロ ジ ェ

ク ト 」 の 研 究 グ ル ー プ に 参 加 す る 機 会 を 得 る こ と が で

き ま し た 。 そ こ で 、 福 山 先 生 の 厳 し く も 暖 か い ご 指 導

の 下 、 研 究 活 動 は 順 調 に 進 み 様 々 な 成 果 を 出 す こ と が

で き ま し た 。 研 究 の 成 果 が ま と ま り 始 め て か ら は 、 本

論 文 の 骨 子 お よ び 草 稿 作 成 に 非 常 に 丁 寧 な ご 指 導 ご 鞭

撻 を い た だ き 、 執 筆 も 開 始 し ま し た 。 し か し 、 残 念 な

が ら 論 文 作 成 途 中 の 2012 年 10 月 12 日 に 福 山 先 生 が ご

逝 去 さ れ ま し た 。 本 論 文 の 完 成 に あ た り 、 改 め て 心 よ

り 追 悼 の 意 を 表 し 、 ま た 、 亡 く な ら れ る ま で ご 指 導 い

た だ い た こ と 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

そ の 後 、 指 導 い た だ い た 福 山 先 生 が 不 在 と い う 大 変

な 状 況 で の 論 文 執 筆 の 継 続 に あ た り 、 以 前 か ら 指 導 い

た だ き 、 本 研 究 に も 早 い 段 階 か ら 協 力 い た だ い て い た

大 阪 産 業 大 学 の 吉 川 耕 司 教 授 お よ び 東 京 工 業 大 学 の 角

本 繁 特 別 研 究 員 に 御 協 力 い た だ き ま し た 。 両 先 生 は 福

山 先 生 や 筆 者 の 本 研 究 へ の 意 思 を く み 取 り 、 筆 者 に た

い し て 辛 抱 強 く ご 指 導 い た だ き ま し た 。 こ の 場 を お 借

り し て 御 礼 申 し 上 げ ま す 。   

ま た 、 三 重 大 学 大 学 院 生 物 資 源 学 研 究 科 の 葛 葉 泰 久
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教 授 、 松 村 直 人 教 授 、 立 花 義 裕 教 授 に は 本 論 文 お よ び

研 究 内 容 に つ い て 、 高 い 見 識 に 基 づ い た 大 変 貴 重 な ご

意 見 を い た だ き ま し た 。 こ の 場 を お 借 り し て 御 礼 申 し

上 げ ま す 。  

そ の 他 の 先 生 ・ 学 生 ・ 住 民 の 方 か ら い た だ い た 貴 重

な ご 意 見 ・ ご 指 導 も 本 論 文 の 重 要 な 礎 と な っ て お り 、

協 力 い た だ き ま し た こ と 改 め て 感 謝 い た し ま す 。  

最 後 に 、 本 論 文 が 福 山 先 生 は じ め 、 御 協 力 い た だ い

た 皆 様 に 満 足 い た だ き 、 さ ら に 、 人 の 役 に 立 て る も の

で あ る こ と を 期 待 し ま す 。  

 

2013 年 6 月  記     
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1． 序 論  

 

1 . 1 研 究 背 景 と 目 的  

阪 神 淡 路 大 震 災 や 東 日 本 大 震 災 で は 、 地 震 や 津 波 、 そ れ に

伴 う 家 屋 倒 壊 な ど 直 接 的 な 被 害 で は な く 、 安 否 に 関 す る 情 報

把 握 が 不 十 分 な た め に 生 じ た 、 い わ ば 間 接 的 な 被 害 に よ り 亡

く な る 事 故 が あ っ た 。 自 然 現 象 に よ る 被 害 は 不 可 避 な 側 面 が

あ る が 、 間 接 的 な 要 因 に よ る 死 亡 事 故 は 防 ぐ こ と が 十 分 可 能

で あ る 。 災 害 時 に お い て 回 避 で き る 事 故 を 減 ら し 、 救 え る 可

能 性 の あ る 命 を 救 い た い と の 強 い 思 い が 本 研 究 の 動 機 で あ る 。 

被 災 直 後 に お い て は 、 避 難 し た こ と が 確 認 で き て い な い 住

民 の 居 場 所 が わ か れ ば 生 存 者 の 救 助 ・ 救 出 が 可 能 と な り 、 そ

の た め に は 、 安 否 に 関 す る 情 報 収 集 の 迅 速 性 、 救 助 ・ 救 出 に

役 立 つ 情 報 内 容 で あ る こ と 、 そ し て 情 報 の 網 羅 性 ・ 正 確 性 が

ポ イ ン ト と な ろ う 。 そ こ で 、 災 害 時 の 情 報 、 な か で も 安 否 情

報 に 着 目 し 、 こ う し た 条 件 を 満 た す た め の 社 会 的 ・ 技 術 的 な

し く み を 探 る こ と に し た 。  

東 日 本 大 震 災 の 被 災 地 に お い て も 安 否 確 認 が 行 わ れ た 。 避

難 所 で は 避 難 者 名 簿 も 作 成 さ れ て い た が 、 こ れ は 避 難 所 に 来

た 人 を リ ス ト 化 し 、 管 理 す る こ と が 主 な 目 的 で 安 否 確 認 に は

利 用 さ れ な か っ た 。 さ ら に 、 避 難 所 の 壁 に 張 り 出 さ れ た 紙 に

書 か れ た 安 否 に 関 す る 情 報 は 、 主 な 目 的 が 居 場 所 の 伝 達 で あ

り 安 否 確 認 と は 言 い に く い も の で あ っ た 。 こ の よ う に 、 安 否

に 関 す る 情 報 が 、 救 助 ・ 救 出 活 動 に 活 か さ れ て い な い の が 現

状 で あ る と 言 え る 。 災 害 発 生 時 に は 行 政 機 能 が 低 下 し 、 行 政
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の 力 だ け で は 救 助 ・ 支 援 活 動 を 十 分 に 行 う こ と が で き な い な

か で 、 安 否 情 報 の 収 集 や 救 出 作 業 を 被 災 者 自 ら が 行 う 必 要 が

あ り 、 地 域 共 同 体 に お い て 短 時 間 で 効 率 的 に 情 報 を 収 集 で き

る 体 制 を 持 つ こ と の 意 義 と 効 果 は 大 き い 。  こ の た め に は 、

情 報 シ ス テ ム の 地 域 共 同 体 へ の 導 入 と 地 域 住 民 の 手 に よ る 最

大 限 の 活 用 が 、 迅 速 性 ・ 網 羅 性 ・ 正 確 性 と い っ た 「 人 の 命 を

救 う た め の 安 否 情 報 」 の 条 件 を 満 た す 、 不 可 欠 な 技 術 的 手 段

で あ る と 考 え た わ け で あ る 。  

情 報 シ ス テ ム を 単 に 形 式 的 に 地 域 に「 導 入 」し た と こ ろ で 、

被 災 時 に 活 用 さ れ る は ず が な い 。 目 指 す べ き は 、 災 害 時 に 自

ら の 手 で 必 要 な 対 応 ・ 行 動 を と る こ と が で き る 地 域 力 の 向 上

で あ り 、 そ の た め 筆 者 は 、 住 民 主 体 の 地 域 活 動 に 着 目 し 、 地

域 の 持 続 可 能 な 発 展 と 安 全 の 実 現 に 必 要 な し く み を 探 る た め

の 研 究 活 動 を 従 来 か ら 行 っ て き た 。 筆 者 は こ の し く み を 「 地

域 管 理 シ ス テ ム 」 と 総 称 的 に 呼 ん で お り 、 情 報 シ ス テ ム や 住

民 活 動 な ど の 要 素 を 含 ん だ 概 念 と 位 置 付 け て い る 。  

本 論 文 は 、 地 域 管 理 シ ス テ ム と し て の 全 体 的 な 枠 組 み を 念

頭 に お き な が ら 、 そ の 中 で の 技 術 的 な 構 成 要 素 で あ る 情 報 シ

ス テ ム に 関 し 、 安 否 情 報 の 迅 速 な 収 集 と 人 命 救 助 へ の 効 果 的

な 活 用 を 実 現 さ せ る こ と を 目 指 し た 一 連 の 研 究 成 果 （ 以 下 、

「 本 研 究 」 と 呼 ぶ ） を と り 纏 め た も の で あ る 。  

本 研 究 は 、 課 題 分 析 、 概 念 構 築 、 導 入 と 定 着 に 関 す る 手 法

検 討 と 実 証 活 動 、 汎 用 化 の た め の 調 査 ・ 分 析 と い っ た 研 究 手

順 を 通 し て 、 災 害 に よ る 被 害 の 軽 減 に 最 大 限 に 寄 与 す る こ と

の で き る 地 域 共 同 体 の た め の 情 報 シ ス テ ム の 具 体 的 な 形 態 と
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導 入 手 法 を 提 案 し 、 社 会 実 装 の 実 現 可 能 性 と そ の 効 果 を 実 証

的 に 明 ら か に し よ う と す る も の で あ る 。  

 

1 . 2 関 連 分 野 に お け る 先 行 研 究 と 本 研 究 の 位 置 づ け  

 本 研 究 の 関 連 分 野 に つ い て 、 以 下 の よ う な 先 行 す る 研 究 や

技 術 が あ る 。  

（ １ ） 安 否 確 認 の 方 法 と し て NT T が 提 供 す る 災 害 用 伝 言 ダ

イ ヤ ル 171 や 携 帯 電 話 会 社 が 提 供 す る 災 害 用 伝 言 板 な ど 情 報

機 器 を 用 い た も の や 、 避 難 所 の 壁 に 掲 示 さ れ た リ ス ト や 台 帳

な ど に よ る 紙 を ベ ー ス に し た も の が あ る 。 東 日 本 大 震 災 で は

Twi tter な ど ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス（ S NS）と 呼 ば

れ る 情 報 シ ス テ ム も 活 用 さ れ た 。  

（ ２ ） 防 災 情 報 シ ス テ ム の 研 究 で は 、 畑 山 ら は 行 政 が 平 常

時 だ け で な く 非 常 時 に も 利 用 で き る 独 自 の 地 理 情 報 シ ス テ ム

を 開 発 し 、適 応 事 例 お よ び シ ス テ ム の 有 効 性 を 示 し た [1]。そ

の 後 、 佐 々 木 ら は 情 報 シ ス テ ム を 用 い て 実 際 の 住 民 に 対 し て

安 否 確 認 を 行 い こ の よ う な 仕 組 み の 可 能 性 に つ い て 有 効 性 を

示 し て い る [ 2][3 ]。  

（ ３ ） 市 民 参 加 型 の 地 理 情 報 シ ス テ ム に つ い て は 、 近 年 の

技 術 の 進 歩 や 住 民 の 意 識 向 上 も あ り 、 市 民 参 加 型 の 地 理 情 報

シ ス テ ム も 増 え て き た 。 特 に 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア を 中 心 と す る

被 災 地 に 関 す る 情 報 発 信 が 、 阪 神 淡 路 大 震 災 以 降 増 え つ つ あ

る [4]。瀬 戸 は 、市 民 が 参 加 す る 地 理 情 報 シ ス テ ム を 情 報 通 信

技 術 や イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 を 背 景 に Web に よ る 地 理 情 報 の

可 能 性 に つ い て 述 べ て い る [ 5]。実 際 の 地 理 情 報 シ ス テ ム と し
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て 、平 常 時 の 住 民 参 加 の シ ス テ ム に つ い て は 柳 沢 ら [6]や 窪 田

ら [7]の よ う な 研 究 が 行 わ れ て い る 。防 災 の 利 用 を 主 な 目 的 と

し た 地 理 情 報 シ ス テ ム と し て は 、 防 災 科 学 技 術 研 究 所 の e コ

ミ ュ ニ テ ィ ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム (通 称 e コ ミ マ ッ プ )が 代 表 的

で あ る [ 8]。東 日 本 大 震 災 で は e コ ミ マ ッ プ を 利 用 し た ALL3 11

東 日 本 大 震 災 協 働 情 報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム [9]や 、ボ ラ ン テ ィ ア

に よ り 立 ち 上 げ ら れ た sis ai .in fo[ 10 ]が 被 災 後 の 地 域 支 援

に 活 用 さ れ た こ と が 報 告 さ れ て い る [11 ][12 ]。  

先 行 研 究 に つ い て は そ れ ぞ れ 次 の よ う な 課 題 を 挙 げ ら れ る 。 

（ １ ） で 提 案 す る 安 否 確 認 方 法 は 、 救 助 対 象 と な る 安 否 不

明 の 住 民 を 特 定 す る こ と は 難 し い 。 さ ら に 、 救 助 対 象 者 の 家

屋 を 特 定 す る こ と も 難 し い 。 な お 、 住 民 情 報 を 携 帯 電 話 の 位

置 情 報 と 連 動 す る こ と が で き れ ば 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決

で き る が 、 個 人 情 報 保 護 に よ り 難 し い [ 13]。  

（ ２ ） に 関 す る 研 究 で は 、 行 政 や 自 治 会 役 員 な ど 特 定 の 人

が 作 業 を 行 っ て い る こ と か ら 、 住 民 主 体 の 活 動 と し て み る と

課 題 が あ る 。 そ の た め 、 災 害 時 に 上 記 に 該 当 し な い 一 般 の 住

民 が ど こ ま で 活 動 が で き る か 不 明 で あ る 。  

（ ３ ） に 関 す る 研 究 で は 、 こ れ ら の よ う な イ ン タ ー ネ ッ ト

が 使 え る 環 境 で あ れ ば い つ で も ど こ で も 利 用 可 能 で あ り 、 非

常 に 有 益 で あ る 。 し か し 、 東 日 本 大 震 災 の 際 、 通 信 シ ス テ ム

の 復 旧 に 相 当 時 間 が か か っ た こ と か ら [1 4]、 被 災 地 内 で シ ス

テ ム を 活 用 す る こ と は 難 し い 。 ま た 、 地 域 に よ っ て は そ も そ

も イ ン タ ー ネ ッ ト な ど の 通 信 環 境 が 整 備 さ れ て い な い 場 所 も

あ る こ と か ら 、 そ の よ う な 環 境 下 で の 活 動 も 考 慮 し な け れ ば
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な ら な い 。  

 以 上 に 列 挙 し た 先 行 研 究 の 成 果 と 比 較 し て 、 本 研 究 に お け

る 独 自 性 は 、 様 々 な 状 況 下 で 利 用 で き る 情 報 シ ス テ ム を 地 域

共 同 体 へ の 定 着 化 と 汎 用 性 を 示 す 点 に あ る 。 有 用 性 と し て 情

報 シ ス テ ム の 定 着 化 に よ り 地 域 で の 情 報 シ ス テ ム の 活 用 を 促

し 、 防 災 活 動 に 役 立 て る こ と に あ る 。 さ ら に 、 汎 用 性 に よ っ

て 、 様 々 な 地 域 で の 導 入 の 可 能 性 を 示 す 。  

本 研 究 の 結 果 、 住 民 に よ る 次 の よ う な 改 善 結 果 を 確 認 で き

た 。 情 報 シ ス テ ム の 定 着 化 に よ り 、 住 民 に よ る 安 否 確 認 作 業

の 実 現 、さ ら に 住 民 に よ る 自 発 的 な 住 民 情 報 の 活 用 。そ し て 、

災 害 発 生 前 の シ ス テ ム の 不 具 合 に 対 処 で き る な ど 、 過 去 に 住

民 だ け で は 困 難 で あ っ た 事 が 出 来 る よ う に な っ た 点 で あ る 。  

 

1 . 3 研 究 の 枠 組 み と 本 論 文 の 構 成  

 次 に 研 究 の 枠 組 み と 手 順 、 そ し て 本 論 文 の 構 成 に つ い て ま

と め た 。  

は じ め に 、 図 1- 1 に 研 究 の 枠 組 み と 手 順 を 示 す 。 研 究 の 目

的 を 明 確 に し た 後 、 ま ず 、「 地 域 共 同 体 」 や 「 情 報 シ ス テ ム 」

と い っ た 同 様 の 対 象 を 持 つ 防 災 活 動 に 関 す る 先 行 研 究 や 事 例

の 調 査 を 行 い 、現 状 を 整 理 す る と と も に 課 題 の 抽 出 を 行 っ た 。

そ し て 、 抽 出 さ れ た 課 題 の 解 決 を 図 る こ と が で き る 形 態 と な

る よ う 、 地 域 共 同 体 に お け る 情 報 シ ス テ ム の 基 本 概 念 構 築 を

行 い 、 導 入 の 方 法 も 合 わ せ て 提 案 の 形 で 取 り ま と め た 。  
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目的：自然災害で探されずに亡くなる住民の命を救う←目標：住民が安否情報を利用し救命←手段：安否情報の迅速・正確な収集と可視化

本研究の目的

住民への活動の支援→ 安否確認に着目→ 安否情報の可視化・図示の必要性→ 迅速・正確な情報処理が必要（情報システム・QR

コード）→ どのような状態でも稼働する情報システムが必要→ 住民が安全安心のために情報システムを導入し活用できること

解決すべき課題→ ・社会実装と定着化 ： １ ・命を救うための個人情報の扱い ： ２ ・ ３ ・命を救うための安否確認の内容 ： ２ ・ ３

地域共同体での情報システムの基本概念と導入構想

提案：住民だけで安否確認を行うには、
普段から同じ作業を行い、特別にしない事

1.地域コミュニティでの定着化

提案：命を救う安否確認では位置情報が
あれば、個人情報は必要ない

2.安否確認に必要な情報と機能

提案：住民は災害時の所在が不明。
避難情報を集約する体制を整える

3.避難情報の参照

住民による情報システムを用いた安否確認作業は可能、さらに行政と協力することで他地域への展開や活動中の地域の改善が可能

提案システムの評価と今後の展開

避難所毎に個人情報を含まない家族単位の安否情報を収集し、役所に集約することで、避難状況が不明で救助活動をすべき建物を
電子地図上で特定でき、人命救助に資するシステムを開発した。大紀町野原での防災訓練及び平常時運用により、有効性と継続性を
実証し、さらに遠軽や横浜などでも社会実装を行った。

住民の自主防災などの活動と防災活動への情報提供方法（IC・QR・命のバトン）について調査→両方の作業を繋ぐ部分に着目

地域共同体での防災活動および情報システムを用いた防災活動の事例と考察

地方部である、野原（高齢者多い・パソコン不慣れ・個人
情報の扱いに寛容）での継続的な観察からQRカードの
採用やげんき村での利用から、実装定着は可能。

システム実装・定着化の実証・評価

町部での展開への可能性の検討。個人情報が課題。
5章の検討結果とアンケートから最低限の情報利用
ができることから汎用性を提示

安否確認の汎用化への検証

課題の分析と提案

提案内容の実証と評価

独
自
性

課題への提案だけでは利用されることはない。定着化のための手法の提示と実証、これらの活動から提案方法を評価する

課題への提案と評価方法の確認

 

図 1-1 研 究 の 枠 組 み と 手 順  

 

さ ら に 、 現 実 の 地 域 に お い て 実 装 を 行 う 際 に は 様 々 な 問 題

・ 課 題 が 生 じ る 。 そ こ で 解 決 す べ き 課 題 を 明 確 に す る た め の

分 析 と 、 そ れ ら を 解 決 す る た め の 方 法 を 検 討 し た 。 こ こ ま で

が 、 総 括 的 に は 情 報 シ ス テ ム の 形 態 と 導 入 手 法 に 関 す る 提 案

部 分 と な る 。  

次 に 行 っ た の は 、 提 案 し た 情 報 シ ス テ ム の 定 着 化 を 目 指 し

た 実 証 作 業 と 、 汎 用 化 に 際 し て の 課 題 と な る 個 人 情 報 に 関 す

る 住 民 意 識 分 析 で あ る 。 筆 者 が 支 援 を 行 っ た 複 数 地 区 で の 運

用 事 例 か ら 得 た 知 見 を ま と め 、 提 案 シ ス テ ム の 有 効 性 と 実 現

性 を 明 ら か に す る と と も に 、 他 地 域 へ の 展 開 の 可 能 性 を 検 討

し た 。 そ し て 最 後 に 今 後 の 展 望 に つ い て ま と め た 。  
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他地域への普及（汎用化）について、考えられる課題（個人情報の取り扱い）を抽出する。解決法について提示を行い、
現状の検証とアンケートから、提示内容の汎用性について評価する

地域共同体での地域管理システムの基本概念と導入構想

地域共同体での定着化 安否確認に必要な情報と機能 避難情報の参照

提案システムの評価と今後の展開

地域共同体での防災活動および情報システムを用いた防災活動の事例と考察

システム実装・定着化の実証・評価

安否確認の汎用化への検証

課題への提案と評価方法の確認

2章・地域共同体における防災活動への地域管理システム活用のあり方に関する検討

3章・地域管理システム実現のための情報システムの課題に関する検討

4章・地域管理システム実現のための情報システムの導入と定着化に関する検討

6章・結論

地域住民が人命を救うための活動の支援に用いる地域住民の情報を管理するシステム（地域管理システム）の内容
（導入方法含む）と利用方法について先行事例と比較し、まとめる。

本研究活動の目的を満たすために地域管理システムを導入するにあたり、過去の事例や既出の課題をまとめる。
さらに、各課題に対して、提案方法と見込まれる改善成果について述べる
（※このあたりは先行事例・研究で提示・評価した報告もある）

地域管理システムを導入したのち、利用から活用の段階に進むにあたり、新しい課題が発生した。先行事例では継続
的な利用（定着化）について注目し、取り上げられたものがほとんどなかった。本論では「定着化」の視点から課題を抽
出し、その解決法を提案し、さらに、実際の地域での実証を通して評価を行う

提案する地域管理システムの導入・活用さらに普及展開の内容および防災訓練での住民行動の分析を踏まえ、本研
究の目的をみたすことが出来た。今後の展開として、近隣や広域での災害活動に備えた情報の連携の展開を期待

5章・地域管理システム実現のための情報システムの汎用化に関する検討

1章・序論

：重点項目研究の目的（自然災害で探されずに亡くなる住民の命を救う）

 

図 1 -2 論 文 の 章 構 成  

 

 こ う し た 研 究 の 流 れ に 基 本 的 に は 沿 う 形 と し な が ら も 、 内

容 上 の ま と ま り を 重 視 し て 、 本 論 文 の 章 構 成 は 図 1 - 2 に 示 す

も の と し た 。 以 下 は 各 章 の 概 要 で あ る 。  

本 章 に 続 く 第 2 章 で は 、 地 域 共 同 体 で の 情 報 シ ス テ ム を 用

い た 防 災 活 動 の あ り 方 に つ い て 述 べ る 。 災 害 時 に 備 え た 活 動

と し て 、 地 域 住 民 が 安 否 確 認 に 用 い る 地 域 の 情 報 の 収 集 活 動

や 情 報 の 提 供 方 法 、 さ ら に 情 報 シ ス テ ム の 現 状 に つ い て 調 査

し た 結 果 を ま と め 、 問 題 点 を 明 確 に し 、 課 題 の 抽 出 を 行 う 。

そ し て 、 本 研 究 で 提 案 す る 地 域 管 理 シ ス テ ム の ポ リ シ ー と 導

入 方 法 に つ い て の あ り 方 を ま と め る 。  

先 の 第 2 章 で 示 し た 地 域 管 理 シ ス テ ム の 基 本 概 念 を 実 現 す
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る た め に 様 々 な 課 題 を ク リ ア す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 第 3 章

で は 、 本 論 文 の 主 題 で あ る 情 報 シ ス テ ム の 導 入 か ら 定 着 に い

た る 観 点 よ り 、「 定 着 化 」「 安 否 確 認 の 方 法 」「 避 難 情 報 」の ３

つ の 課 題 を 分 析 し 、 よ り 詳 細 な 検 討 内 容 へ 整 理 し な が ら 、 課

題 解 決 の た め の 方 策 を 検 討 す る 。  

第 4 章 で は 、先 に 提 案 し た 課 題 解 決 に 必 要 な 活 動 に つ い て 、

実 証 結 果 を ま と め る 。特 に 他 地 域 へ の 普 及（ 汎 用 化 ）、個 人 情

報 の 取 り 扱 い の 対 応 に つ い て の 活 動 に つ い て 実 際 の 地 域 で の

活 動 を 元 に ま と め る 。 先 行 す る 防 災 活 動 や 情 報 シ ス テ ム の 運

用 に お い て 、 定 着 化 と 個 人 情 報 保 護 の 観 点 か ら そ の 取 り 扱 い

が 大 き な ネ ッ ク と な っ て い る 。 地 域 管 理 シ ス テ ム の 定 着 化 と

他 地 域 へ の 展 開 の 実 現 は 重 要 で あ る 。 そ こ で 、 こ の 章 で は ま

ず 定 着 化 に つ い て 地 域 で の 導 入 事 例 と 検 証 を 行 う 。 さ ら に 他

地 区 で 同 様 の 活 動 が 行 わ れ て い る 北 海 道 紋 別 郡 遠 軽 町 や 横 浜

市 青 葉 区 の 紹 介 を 行 う 。  

さ ら に 、第 5 章 で は 安 否 確 認 方 式 の 展 開 を 目 指 す に あ た り 、

こ の 方 式 に 適 し た 情 報 収 集 の 賛 同 を 得 や す い 住 民 情 報 の 項 目

に 関 す る 検 討 を 行 っ た 。 こ の 中 で 、 安 否 確 認 に 必 要 な 情 報 項

目 を 個 人 情 報 と み な す か 調 査 し 、 住 民 に ア ン ケ ー ト を 行 い 、

結 果 を 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 提 案 す る 方 法 に 必 要 な 情 報 は 個

人 情 報 に 該 当 す る が 、 住 民 か ら 利 用 の 賛 同 が 得 ら れ る こ と を

確 認 し た 。 ま た 、 本 研 究 の 応 用 と し て 三 重 県 松 阪 市 で の シ ス

テ ム 構 築 に つ い て 紹 介 す る 。  

第 6 章 で は 、 本 研 究 で 提 案 し て き た 地 域 管 理 シ ス テ ム に つ

い て ま と め 、 今 後 の 展 望 に つ い て 述 べ る 。  
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2. 地 域 共 同 体 に お け る 防 災 活 動 へ の 地 域 管 理 シ ス テ

ム 活 用 の あ り 方 に 関 す る 検 討  

 

2 . 1  概 説  

災 害 時 に 救 え る 可 能 性 の あ る 命 を 救 う こ と を 主 な 動 機 と し

て い る こ と を 冒 頭 で 述 べ た 。 そ の た め に は 地 域 共 同 体 の 住 民

に よ る 普 段 か ら の 自 助 ・ 共 助 の 備 え が 不 可 欠 で あ る 。 こ の 備

え が 地 域 住 民 に よ る 地 域 力 の 強 化 と な り 、 住 民 の 命 や 生 活 を

守 る 活 動 に つ な が る 。  

本 研 究 で 提 案 す る 地 域 管 理 シ ス テ ム は 、「 住 民 活 動 」と「 情

報 シ ス テ ム 」 の 二 つ の 要 素 か ら 成 り 、 こ れ ら の 有 機 的 な 連 携

と 相 互 作 用 に よ っ て 、 地 域 力 の 強 化 、 さ ら に は 地 域 の 安 全 安

心 の 実 現 に 寄 与 し よ う と し て い る 。  

本 章 は 大 き く 2 つ の 部 分 か ら 構 成 さ れ て い る 。  

前 半 に あ た る 2. 2 お よ び 2 .3 で は 、 地 域 管 理 シ ス テ ム の 2

つ の 要 素 （ 住 民 活 動 と 情 報 シ ス テ ム ） の そ れ ぞ れ に つ い て 、

先 行 す る 研 究 と 事 例 の 調 査 ・ 収 集 を 行 っ て い る 。 こ こ で は 、

そ れ ぞ れ の 研 究 お よ び 事 例 の 優 れ た 点 の 検 証 と 課 題 の 抽 出 を

行 い 、 筆 者 が 提 案 し て い る 方 法 が 、 抽 出 さ れ た 課 題 の 解 消 に

つ な が る も の か 否 か と い っ た 見 地 か ら 、 本 研 究 の 特 長 を 明 確

に す る 。  

本 章 の 後 半 で は 、 前 半 の 議 論 を 受 け て 構 成 し た 、 本 研 究 で

提 案 す る 地 域 管 理 シ ス テ ム の 概 要 を 示 す 。 具 体 的 に は 、 基 本

と な る 概 念 、 情 報 シ ス テ ム の 構 成 、 住 民 に よ る 活 用 と 定 着 化

を 図 る た め の 導 入 手 法 に 関 す る 説 明 を 行 う 。  
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2 . 2  地 域 共 同 体 に お け る 防 災 活 動 の 事 例 に 関 す る 検 討  

地 域 力 を 強 化 す る た め の 活 動 は 既 に 様 々 な 形 で 行 わ れ て い

る 。 と り わ け 阪 神 淡 路 大 震 災 以 降 、 自 助 ・ 共 助 の 重 要 性 が ク

ロ ー ズ ア ッ プ さ れ 、 100 人 か ら 1 000 人 程 度 の 小 規 模 な 地 域 共

同 体 で 自 主 防 災 組 織 が 結 成 さ れ 、 積 極 的 な 活 動 が 行 わ れ た 。

そ し て 、 新 潟 中 越 沖 地 震 や 東 日 本 大 震 災 な ど 大 災 害 が 発 生 す

る た び に 、 そ の 重 要 性 が 再 認 識 さ れ 、 活 動 事 例 は さ ら に 増 加

し て き て い る 。  

こ こ で は 、 安 否 確 認 に 関 わ る 情 報 提 供 ・ 収 集 方 法 の 観 点 か

ら 、 地 域 住 民 が 主 体 と な っ て お こ な う 特 徴 的 あ る い は 典 型 的

な 活 動 事 例 を 収 集 し た 。 具 体 的 に は 、 地 図 を 利 用 し た 試 み と

し て 、 要 援 護 者 を 対 象 と し た 石 川 県 輪 島 市 門 前 町 の 「 要 援 護

者 マ ッ プ 」と 事 前 教 育 の 手 段 と し て の「 防 災 ま ち あ る き 」、ユ

ニ ー ク な 情 報 提 供 手 段 と し て 「 救 急 医 療 情 報 キ ッ ト 」 に つ い

て 説 明 す る 。 こ れ ら は 全 て 、 地 域 管 理 シ ス テ ム に 取 り 入 れ る

事 の で き る 優 れ た 発 想 で あ る が 、 人 の 命 を 救 う こ と を 目 指 し

て 災 害 時 の 安 否 確 認 方 式 を 構 築 す る に は 、 い く つ か の 点 で 改

善 や 方 式 変 更 の 余 地 が 残 る 。 本 節 で は こ れ ら を 課 題 と し て 抽

出 し 、 本 章 の 後 半 で 示 す 筆 者 の 提 案 の 中 で 。 従 来 方 式 の 課 題

解 決 の 側 面 を 明 確 に 位 置 付 け る こ と に つ な げ る 。  

 

2 . 2 . 1 地 域 共 同 体 に お け る 防 災 活 動 の 事 例  

( 1 ) 災 害 時 要 援 護 者 マ ッ プ （ 石 川 県 輪 島 市 門 前 町 の 事 例 ）  

輪 島 市 門 前 町 で は 町 内 の 民 生 委 員 が 寝 た き り や 一 人 暮 ら

し の 高 齢 者 、 お よ び 高 齢 者 夫 婦 な ど を 住 宅 地 図 に 記 録 し た
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「 地 域 み ま も り マ ッ プ 」 を 作 成 し て い た 。 2 007 年 3 月 に 発

生 し た 能 登 半 島 地 震 の 際 に は 、 こ の マ ッ プ を 利 用 し 地 震 発

生 か ら 4 時 間 後 に は 高 齢 者 全 員 の 状 況 が 把 握 で き 、 行 方 不

明 者 が 0 で あ る こ と が 確 認 で き た [1][2 ][3]。図 2 - 1 に 、該

当 す る 新 聞 記 事 と 「 地 域 み ま も り マ ッ プ 」 の 例 を 示 す 。  

 

図 2-1 石 川 県 輪 島 市 門 前 町 で の 事 例  

 

こ の よ う な 災 害 時 要 援 護 者 の 情 報 を ま と め た 地 図 や リ ス ト

に つ い て は 、 次 の よ う な 課 題 が あ る 。 紙 に 記 入 す る 形 で の 情

報 管 理 は た や す く 災 害 時 に も 利 用 し や す い こ と は 門 前 町 の 事

例 か ら も 読 み 取 る こ と が で き 、 他 地 域 も 含 め 、 一 般 的 な 情 報

管 理 方 法 と な っ て い る 。 し か し 、 平 常 時 の 情 報 更 新 や 災 害 時

の 安 否 確 認 の 際 、 登 録 し て い る 人 数 が 多 く な る ほ ど 、 地 図 や

リ ス ト か ら 対 象 と な る 住 民 を 探 す 作 業 に 時 間 が か か り 、 ど う
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し て も 手 間 に な ら ざ る を 得 な い 。 ま た 、 同 じ 紙 の 地 図 や リ ス

ト を 使 い 続 け る 場 合 、 紙 に 負 担 が か か る た め 修 正 で き る 回 数

に 限 り が あ る 。 さ ら に 、 利 用 し て い る 紙 地 図 の 大 き さ 次 第 で

は 複 製 が 難 し く 、 持 ち 歩 い て 安 否 確 認 が で き な い な ど 用 途 が

限 ら れ て し ま う 。  

 

( 2 ) 防 災 ま ち あ る き  

「 防 災 ま ち あ る き 」 と は フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 通 し て 、 ま ち

の 防 災 と 減 災 を 考 え る 活 動 で あ る 。 防 災 を 考 え る 時 に 最 も 大

切 な こ と は 、 被 災 地 は 住 民 が 住 ん で い る 場 所 が 中 心 と い う こ

と で あ る 。 災 害 直 後 に 必 要 な 技 術 の 習 得 も 大 切 だ が 、 復 旧 ・

復 興 を 考 え た 時 、 技 術 だ け で な く 地 域 の 理 解 ・ 地 域 の つ な が

り が 最 も 重 要 な 要 素 に な る 。 そ こ で 、 住 民 が 普 段 か ら 自 分 達

の 地 域 が 災 害 に 強 い ま ち な の か 、 災 害 に 立 ち 向 か え る つ な が

り が あ る の か 、 災 害 が 起 こ る 前 に 地 域 で 点 検 を 行 う こ と を 目

的 と し て こ う し た 活 動 が 行 わ れ て い る 。写 真 2-1 は 、「 防 災 ま

ち あ る き 」 の 様 子 と 住 民 が 作 成 し た 防 災 マ ッ プ の 例 で あ る 。  

防 災 ま ち あ る き の 効 果 と し て 、 例 え ば 、 車 に よ る 移 動 が 中

心 の 住 民 が 普 段 利 用 す る 道 路 を 歩 き な が ら ゆ っ く り 確 認 す る

こ と で 、 普 段 は 気 づ か な か っ た 危 険 な 個 所 の 発 見 を す る こ と

が あ る 。 ま た 、 住 民 同 士 で 確 認 し な が ら 歩 く こ と で 、 互 い に

情 報 を 得 た り 共 有 し た り す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ま

ち あ る き に よ り 、 住 民 個 々 が 災 害 時 に 役 立 つ ま ち の 情 報 を 知

る だ け で な く 、 住 民 同 士 で 情 報 共 有 す る こ と で 地 域 全 体 の 防

災 意 識 向 上 に つ な が る 。  
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写 真 2- 1 防 災 ま ち あ る き と 住 民 作 成 の 防 災 マ ッ プ  

 

さ ら に 、 防 災 ま ち あ る き は 年 齢 や 性 別 が 異 な る 立 場 の 人 に

よ り 行 わ れ て い る 事 例 と 成 果 が 報 告 さ れ て い る 。 例 え ば 、 写

真 2-2 に 示 す よ う に 、 小 学 生 な ど 児 童 だ け で 同 様 の 活 動 を 行

う こ と で 、 通 学 路 を 徒 歩 で 移 動 す る 場 合 の 危 険 箇 所 や 安 全 な

場 所 な ど 、 大 人 と は 異 な る 視 点 か ら 災 害 時 に 備 え た 情 報 の 収

集 ・ 蓄 積 が で き て い る 。 条 件 が 異 な る 住 民 が も た ら す 情 報 を

重 層 的 に 蓄 積 し て い く こ と で 、 更 な る 地 域 の 防 災 力 向 上 に つ

な が っ て い く と 言 う こ と が で き る 。  

 

写 真 2-2 小 学 生 に よ る ま ち 歩 き と 防 災 マ ッ プ 作 成 の 様 子  

 

た だ し 、 こ れ ら の 情 報 は 、 紙 地 図 に 記 載 さ れ 、 地 域 の 集 会

所 や 行 政 機 関 で 保 管 さ れ る こ と が 多 い 。 こ の 場 合 、 情 報 更 新

の 際 は 、 新 し い 地 図 に 書 き 込 ま れ る な ど 、 既 存 の 情 報 を 有 効

利 用 し き れ て い な い と い っ た 課 題 が 残 る 。  
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( 3 ) 救 急 医 療 情 報 キ ッ ト  

救 急 医 療 情 報 キ ッ ト は 緊 急 時 に お け る 住 民 の 情 報 提 供 方 法

の 一 つ で あ る 。 か か り つ け 医 や 持 病 な ど の 救 急 情 報 を 専 用 の

用 紙 に 記 入 し 、 筒 状 の 容 器 に 入 れ て 冷 蔵 庫 に 保 管 し て お く こ

と で 、 119 番 通 報 に よ り 駆 け 付 け た 救 急 隊 の 迅 速 な 救 急 活 動

に 活 か す こ と を 主 な 目 的 と し て 利 用 さ れ て い る 。 図 2-2 に 、

東 京 都 の 2 つ の 区 に お け る 例 を 示 す 。  

こ の 情 報 は 災 害 時 の 避 難 ・ 救 命 活 動 に も 役 立 つ 。 こ の キ ッ

ト を 持 っ て 避 難 所 に 行 く こ と で 避 難 者 の 情 報 を 効 率 的 に 収 集

で き 、 救 命 活 動 の 場 合 、 救 助 さ れ た 被 災 者 の 意 識 が な い 場 合

の 対 応 に も 役 立 て る こ と が で き る 。  

ま た 、 救 急 医 療 情 報 キ ッ ト は 、 住 民 や 自 治 会 等 の 組 織 が 主

体 的 に 準 備 作 業 を 行 な う こ と が 想 定 さ れ て い る 。 こ の キ ッ ト

の 配 布 を 通 し て 、 自 治 会 等 の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 組 織 と 住 民 の

ネ ッ ト ワ ー ク 作 り の た め の 機 会 が 作 ら れ る こ と も 期 待 で き

る 。 地 域 の 防 災 力 の 向 上 を 図 る 上 で 、 住 民 個 人 の 意 識 向 上 は

も ち ろ ん の こ と 、 地 域 全 体 と し て 防 災 力 の 向 上 に 取 り 組 む こ

と に も つ な が る 。 ま た 、 個 人 情 報 を 提 供 せ ず 自 分 で 保 持 す る

形 態 と す る こ と で 、 個 人 情 報 保 護 の 観 点 か ら も 問 題 を 解 決 し

て い る 。  
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図 2-2  救 急 医 療 情 報 キ ッ ト  

（ 左 ： 東 京 都 港 区 、 右 ： 東 京 都 足 立 区 ）  

 

こ の キ ッ ト の 課 題 に つ い て 次 の よ う に 考 え る 。 本 キ ッ ト の

主 目 的 で あ る 急 病 人 の 搬 送 や 災 害 時 の 救 命 活 動 な ど 、 救 助 対

象 が 少 な い 場 合 に は 確 認 作 業 も 少 な い こ と か ら 有 効 で あ る 。

し か し 、 災 害 時 の 避 難 所 で の 安 否 確 認 の よ う に 大 量 の 確 認 作

業 を 行 う 場 合 、 紙 情 報 と い う こ と も あ り 判 読 や デ ー タ 作 成 な

ど 確 認 登 録 作 業 に 時 間 が か か っ て し ま う 。  

 

2 . 2. 2 地 域 共 同 体 に お け る 防 災 活 動 の 課 題  

前 項 の (1)～ (3)で も 少 し 触 れ た が 、 地 域 共 同 体 の 防 災 活 動

に つ い て は 、 紙 媒 体 の み を 利 用 し た 形 態 で あ る こ と が 、 被 災

時 に お け る 安 否 情 報 の 提 供 ・ 収 集 へ 有 効 活 用 し よ う と す る 観

点 か ら は 、 大 き な 課 題 で あ る と 言 う こ と が で き る 。  

も ち ろ ん 、 本 稿 で と り あ げ た 事 例 を は じ め と す る 多 く の 取

り 組 み は 、 地 域 住 民 の 防 災 意 識 を 高 め 、 避 難 時 の 隘 路 と な る

箇 所 の 情 報 を 共 有 す る こ と に 大 き な 役 割 を 果 た し 、 地 域 力 を
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高 め る こ と に 間 違 い な く 寄 与 し て お り 、 防 災 上 の 効 果 が 高 い

こ と は 言 う ま で も な い 。  

し か し な が ら 、 こ う し た 情 報 は 貴 重 で あ る か ら こ そ 、 被 災

時 に 可 能 な 限 り 有 効 に 活 用 さ れ る こ と が 望 ま し く 、 そ れ ぞ れ

の 取 り 組 み の 優 れ た 部 分 を 活 か し な が ら 、 よ り 効 果 的 な し く

み と し て い く 必 要 が あ る と 考 え て い る 。  

具 体 的 に は 、 紙 地 図 の 利 用 や 紙 媒 体 に よ る 住 民 情 報 の リ ス

ト 化 に は 、 情 報 管 理 上 の 課 題 と 、 情 報 収 集 時 の 課 題 の 二 つ が

存 在 す る と 言 え る 。  

 

①  情 報 管 理 に 関 す る 課 題 （ 平 常 時 ）  

被 災 時 の 混 乱 の 中 で は 行 政 か ら の 情 報 提 供 が 保 証 で き な い

た め 、 平 常 時 に 地 域 の 活 動 に お い て 収 集 さ れ た 情 報 が 安 否 確

認 の た め の 唯 一 の ソ ー ス と な る こ と も 想 定 せ ざ る を 得 な い 。

そ の た め に は 、 情 報 を 常 に 更 新 し 最 新 の も の と し て お く こ と

が 重 要 で あ る 。  

紙 地 図 や 帳 票 は 普 段 か ら 馴 染 み が あ り 扱 い や す い 媒 体 で あ

る が 、 登 録 や 削 除 、 修 正 な ど の 更 新 作 業 を 常 に 行 う に は 紙 媒

体 ゆ え の 限 界 が あ る 。  

 

②  情 報 収 集 時 の 課 題 （ 被 災 時 ）  

災 害 時 の 安 否 確 認 に お い て 、 紙 地 図 や 帳 票 に よ る チ ェ ッ ク

を 正 確 か つ 迅 速 に 行 う こ と は 難 し い 。 例 え ば 紙 地 図 は 複 製 が

難 し い た め 、 1 枚 の 地 図 前 に 行 列 が で き る 等 、 確 認 に 時 間 を

要 し て し ま う 。 一 方 、 帳 票 を 複 製 し て 受 付 を 複 線 化 し た 場 合
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に は 、 一 元 化 す る た め の 転 記 の 際 に 抜 け や 漏 れ が 生 じ る 危 険

が あ る 。 ま た 、 安 否 が 確 認 で き な い 住 民 を 抽 出 す る こ と が 安

否 確 認 の 重 要 な 目 的 で あ る が 、 抽 出 作 業 を 人 力 で 行 う こ と に

な る の で 、 も と も と 有 す る 抜 け ・ 漏 れ の 危 険 性 に 加 え 、 上 記

と 同 様 、 作 業 を 分 散 さ せ た 場 合 の 統 合 時 の 正 確 性 ・ 網 羅 性 の

リ ス ク と 、 費 や す こ と の で き る 時 間 と の ト レ ー ド オ フ が 生 じ

て し ま う 。 命 を 救 う こ と を 目 的 と す る 作 業 に お い て は 、 正 確

か つ 迅 速 で あ る こ と が 極 め て 重 要 で あ り 、 こ れ を 追 求 す る こ

と の 社 会 的 意 義 は 大 き い 。  

 

さ て 、 こ う し た 課 題 を 解 消 す る た め の 手 段 と し て 、 情 報 シ

ス テ ム を 地 域 共 同 体 に 導 入 す る こ と の 効 果 は 大 き い と 考 え る 。 

な か で も 、 紙 地 図 に 代 わ り 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 の 地 図 と し て

地 理 情 報 を 管 理 す る こ と に よ り 、 平 常 時 に お い て は 効 率 的 な

情 報 更 新 が 可 能 と な り 、 安 否 確 認 の 際 に も 情 報 の 入 力 ・ 収 集

・ 統 合 ・ 抽 出 と い っ た あ ら ゆ る 側 面 に お い て 正 確 性 と 迅 速 性

が 増 す こ と が 期 待 で き る 。 さ ら に 、 複 数 の 地 域 で 情 報 を 統 一

し て 管 理 す る こ と が で き れ ば 、災 害 時 の 救 助・支 援 活 動 に も 、

応 援 体 制 や 相 互 連 絡 の 面 で 効 果 を 発 揮 で き る 。 ま た 、 救 急 医

療 情 報 キ ッ ト で 見 ら れ た 、 必 要 な 情 報 を 住 民 自 身 が 所 有 し て

必 要 な 場 合 に 提 示 す る と い う 方 法 は 優 れ た ア イ デ ア で あ り 、

病 歴 等 の み な ら ず 、 安 否 確 認 の 際 の 住 民 情 報 チ ェ ッ ク 方 法 に

も 応 用 可 能 で あ る が 、 こ れ に つ い て も 情 報 シ ス テ ム を 導 入 す

る こ と に よ り 、I C カ ー ド や バ ー コ ー ド な ど 簡 単 に チ ェ ッ ク で

き る よ う な 技 術 を 同 時 に 用 い て 大 量 の 処 理 を 正 確 ・ 迅 速 に 行
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う こ と が で き る 。   

こ の よ う に 、 情 報 シ ス テ ム を 用 い る こ と で 、 本 研 究 の 対 象

と す る 安 否 確 認 情 報 の 収 集 ・ 管 理 に 関 す る 多 く の 問 題 が 解 決

す る と 言 え る 。 さ て 、 災 害 対 応 の た め の 情 報 シ ス テ ム の 利 用

は 既 に 行 わ れ て お り 、 次 節 に お い て 先 行 事 例 の 紹 介 と 課 題 を

示 す こ と と す る 。  

 

2 . 3  防 災 活 動 を 対 象 と し た 情 報 シ ス テ ム の 事 例 に 関 す る 検 討  

阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 以 降 、 情 報 シ ス テ ム を 利 用 し た 災 害 対 応

活 動 が 行 わ れ て い る 。  

こ の 震 災 が 発 生 し た 1995年 の 時 点 で は コ ン ピ ュ ー タ は 行 政

や 研 究 機 関 で の 業 務 の 支 援 へ の 利 用 が 主 で あ り 、 地 域 活 動 に

用 い ら れ る こ と は ほ と ん ど な か っ た 。 そ の 後 、 コ ン ピ ュ ー タ

の 低 価 格 化 に 伴 う 普 及 か ら 住 民 の 活 動 に も 利 用 さ れ る 機 会 が

増 え た 。 特 に 、 大 量 の 情 報 処 理 に 優 れ る こ と も あ り 、 近 年 で

は 地 域 の 平 常 時 の 活 動 や 防 災 活 動 に も 利 用 さ れ て い る 。 携 帯

電 話 や タ ブ レ ッ ト コ ン ピ ュ ー タ な ど 様 々 な 電 子 機 器 や 技 術 が

安 価 に な っ た こ と で 、 利 用 で き る 情 報 機 器 の 選 択 の 幅 が 広 が

り 、 さ ら に 、 通 信 網 の 発 達 に よ っ て イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し

た 情 報 シ ス テ ム の 運 用 も 可 能 と な っ て 、 一 層 利 用 し や す い 状

態 と な っ た 。  

一 方 、 地 理 情 報 を 扱 う シ ス テ ム に つ い て は 、 以 前 は 非 常 に

高 価 な も の で あ り 、 一 般 住 民 が 使 う こ と は で き な か っ た 。 し

か し 、 近 年 の オ ー プ ン ソ ー ス 化 の 流 れ に よ っ て 、 無 料 も し く

は 安 価 な ソ フ ト ウ ェ ア が 登 場 し 、 住 民 で も 容 易 に 利 用 で き る
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状 況 に な り つ つ あ る 。  

し た が っ て 現 在 で は 、 住 民 が 情 報 シ ス テ ム を 利 用 し て 地 域

活 動 を 行 う 形 態 を と る こ と は 十 分 に 可 能 で あ る 。 そ こ で 、 本

項 で は 本 研 究 で 対 象 と す る 情 報 シ ス テ ム を 用 い た 安 否 確 認 に

関 連 す る 先 行 事 例 に つ い て 、 考 察 と 課 題 の 抽 出 を 行 っ た 。  

 

2 . 3. 1  防 災 活 動 を 対 象 と し た 情 報 シ ス テ ム の 事 例  

 

( 1 ) 安 否 確 認 シ ス テ ム  

阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 以 降 、 安 否 確 認 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ た た

め 、 こ の た め の 様 々 な シ ス テ ム が 開 発 ・ 運 用 さ れ て い る 。 災

害 伝 言 ダ イ ヤ ル（ NTT 西 日 本 、 NT T 東 日 本 ）や 、携 帯 電 話 キ ャ

リ ア 別 の 災 害 用 伝 言 板 で あ る 。 さ ら に 、 過 去 に 運 用 が 行 わ れ

て い た シ ス テ ム と し て は 、 I AASy stem（ 2 002～ 200 7 年 3 月 稼

働 ） が あ っ た 。  

固 定 電 話 や 携 帯 電 話 を 利 用 し た 安 否 確 認 は 個 人 間 を 対 象 と

し 、 さ ら に そ の 安 否 情 報 は 無 事 を 示 す 「 安 」 に 関 す る 情 報 の

み で あ る 。 ま た 、 こ れ は 連 絡 を 取 る こ と を 念 頭 に 置 い た サ ー

ビ ス で あ り 、 連 絡 が 出 来 な い 被 災 地 内 へ の 安 否 確 認 は 行 え な

い 。 つ ま り 、 誰 が 「 安 」 か わ か ら ず 、 さ ら に そ の 情 報 は 被 災

地 内 に は 届 き に く い た め 、 救 助 活 動 に 役 立 つ 情 報 と は な り に

く い [4]。ま た 、行 政 や 企 業 を 対 象 に し た シ ス テ ム も 既 に 開 発

・運 用 さ れ て い る 。た だ し 、こ れ ら の シ ス テ ム は B CP（ Busin es s  

Continu ity  Pla n：事 業 継 続 計 画 ）や BCM（ B usine ss Continu ity  

Managem ent： 事 業 継 続 管 理 ） に 基 づ い て い る 。 つ ま り 、 主 な



 

  22 

利 用 目 的 は 災 害 に 遭 遇 し た 場 合 に お い て 、 事 業 の 継 続 あ る い

は 早 期 復 旧 の 計 画 管 理 を す る こ と で あ る 。 ゆ え に 安 全 が 確 認

で き た 人 が 把 握 で き れ ば 目 的 は 達 成 し た こ と に な る 。 よ っ て

こ の シ ス テ ム で は 人 命 救 助 の 計 画 を 立 て る こ と は 難 し い 。  

 

 ( 2)  安 否 確 認 に お け る 個 人 認 証 の 方 式 と 媒 体  

次 に 、 安 否 確 認 を 行 う た め に 利 用 す る 個 人 認 証 に 用 い る 情

報 技 術 に つ い て 述 べ る 。 先 の 救 急 医 療 情 報 キ ッ ト は 紙 に 書 か

れ た 情 報 で あ り 、 大 量 の 情 報 処 理 に 向 か な い こ と は 述 べ た 。

情 報 処 理 の 課 題 に つ い て は IC チ ッ プ や 、 本 研 究 で も 用 い る

QR コ ー ド を 利 用 し た 安 否 確 認 方 法 の 提 示 な ど 、様 々 な 技 術 が

既 に 提 供 さ れ て い る 。  

情 報 シ ス テ ム に よ る 個 人 の 認 証 方 法 に つ い て は 、 携 帯 電 話

な ど イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 [ 5][6 ]や P2P の ネ ッ ト ワ ー ク の 利

用 [7]、R FID タ グ を 利 用 し た 非 接 触 型 カ ー ド の 利 用 [3]が あ る 。

こ れ ら の 認 証 方 式 は 、 平 常 時 の 活 動 で か つ 予 算 が あ り 、 技 術

レ ベ ル の 高 い 利 用 者 が い た 場 合 、非 常 に 有 益 で あ る 。し か し 、

災 害 時 の 活 動 で の 利 用 、 と り わ け 地 域 共 同 体 で の 利 用 は 、 コ

ス ト 面 お よ び 技 術 に 精 通 し て い る 住 民 が い な い た め 難 し い 。  

 

2 . 3. 2  防 災 活 動 を 対 象 と し た 情 報 シ ス テ ム の 課 題  

こ こ で 、 情 報 シ ス テ ム や 情 報 機 器 に つ い て 先 行 事 例 の 課 題

を ま と め る 。 ま ず 、 収 集 し た 安 否 情 報 が 伝 わ ら な い 、 二 次 的

に 利 用 で き な い こ と が 挙 げ ら れ る 。 被 災 地 内 の 通 信 環 境 で は

安 否 確 認 が で き ず 、 安 否 情 報 が 収 集 で き な い 。 ま た 、 安 否 確
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認 の 「 安 」 の 情 報 だ け を 得 る こ と を 目 的 と し て 構 築 さ れ た シ

ス テ ム が 多 く 、 人 命 救 助 に 利 用 で き な い 。 さ ら に 、 情 報 提 供

方 法 に つ い て も 様 々 な 技 術 が 開 発 提 供 さ れ て い る が 、 地 域 住

民 に と っ て 利 用 方 法 の 難 し さ や コ ス ト が 課 題 と な っ て い る 。  

本 研 究 で は こ れ ら の 課 題 に つ い て 、 次 の よ う な 方 法 を 用 い

て 解 決 を 図 る 。  

ま ず 、 安 否 情 報 の 収 集 に つ い て は 、 主 に 避 難 所 で 行 う こ と

と し 、 さ ら に 、 携 帯 電 話 な ど を 用 い て イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し

た 収 集 方 式 も 併 用 す る 。 両 者 か ら 得 た 安 否 情 報 は 、 被 災 地 内

で は 避 難 所 の 安 否 確 認 用 の 端 末 で 、 被 災 地 外 で は イ ン タ ー ネ

ッ ト を 通 じ た 確 認 が 行 え る 。 こ れ に よ り 被 災 地 内 外 を 問 わ ず

確 認 が 可 能 と な る 。  

一 方 、 収 集 さ れ た 安 否 情 報 と 世 帯 の 情 報 を 比 較 し 、 各 世 帯

の 家 族 の 情 報 か ら 「 安 」 が 確 認 で き た 住 民 の 情 報 を チ ェ ッ ク

す る こ と で 、 安 否 不 明 の 住 民 を 抽 出 し 、 捜 索 対 象 と す る 。  

情 報 提 供 方 法 に つ い て は 、 QR コ ー ド (*)を 活 用 す る こ と と

し た 。 無 料 で 仕 様 が 公 開 さ れ て お り 、 住 民 で も 比 較 的 作 り や

す い こ と が 主 な 理 由 で あ る 。 QR コ ー ド は 名 刺 サ イ ズ の 用 紙 に

付 与 し て 確 認 作 業 に 用 い る 形 態 と す る 。な お 、 Q R コ ー ド を 利

用 し た 安 否 確 認 は 、 東 田 ら や 佐 々 木 ら に よ り 先 行 研 究 が な さ

れ て お り [8] [9][ 10]、 既 に 成 果 を 挙 げ て い る 。 こ の よ う に 、

個 人 認 証 方 法 は 確 立 し て い る が 、 コ ス ト や 利 用 機 会 な ど の 課

題 が あ り 、 普 及 し て い る と は 言 い 難 い 。 そ こ で 本 研 究 で は 、

災 害 時 だ け で な く 平 時 の 利 用 機 会 を 増 や す 方 法 の 検 討 を 行 っ

て い る 。  
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2 . 4  地 域 管 理 シ ス テ ム の 基 本 概 念 と 導 入 構 想  

本 研 究 で は 、 地 域 活 動 支 援 に 情 報 シ ス テ ム を 活 か す こ と を

重 視 す る 。 情 報 シ ス テ ム を 活 用 す る こ と で 災 害 時 の 住 民 の 活

動 を 支 援 し 、 救 命 活 動 や そ の 後 の 復 興 活 動 に 役 立 て ら れ る か

ら で あ る 。 さ ら に 、 地 域 の 防 災 活 動 や 定 期 的 な 地 域 活 動 な ど

平 常 時 の 利 用 を 促 し 、 幅 広 く 住 民 の 生 活 を 支 援 す る し く み と

し て 、 地 域 管 理 シ ス テ ム を つ く り 上 げ る こ と で 、 総 合 的 な 地

域 力 の 向 上 を 目 指 そ う と し て い る 。  

本 節 で は 、本 研 究 が 目 指 す 地 域 管 理 シ ス テ ム の 基 本 概 念 と 、

こ の 概 念 を 満 た す 情 報 シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 整 理 を 行 う 。  

 

2 . 4. 1  地 域 管 理 シ ス テ ム の 基 本 概 念  

平 常 時 か ら 住 民 自 ら の 手 に よ る 情 報 シ ス テ ム 利 用 が な さ れ

る こ と が 、 災 害 時 の 安 否 確 認 に お い て 機 能 を 果 た す た め の 重

要 な ポ イ ン ト で あ る と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 本 研 究 に お け

る 地 域 管 理 シ ス テ ム の 基 本 概 念 は 、「 平 常 時 利 用 」と「 住 民 自

ら の 利 用 」 と な る 。  

災 害 は 我 々 の 普 段 の 生 活 の 中 に 突 然 発 生 す る 。 そ し て 、 多

く の 人 が 普 段 か ら や っ て い る 事 し か で き な い 。 図 2 - 3 に 示 す

よ う に 、 平 常 時 と 災 害 時 を 連 続 し た も の と と ら え る こ と が 必

要 で あ り 、 地 域 管 理 シ ス テ ム に お い て も 、 災 害 時 の 適 切 な 運

用 を 保 証 す る に は 、平 常 時 も 災 害 時 も 同 じ よ う に（ 連 続 的 に ）

作 業 す べ き と 考 え る 。 そ こ で 、 基 本 的 な 作 業 は 類 似 さ せ る 。
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平常期
[地域管理]

初動期
[危険物撤去]

復興後期
[新しい町作り]

混乱期
[人命救助]

～数日

～数週

復興前期
[生活基盤確保]

～～

～数ヶ月

～数年

数十年～

平常時緊急時

 

図 2-3 平 常 時 か ら 災 害 発 生 後 の サ イ ク ル  

 

こ の 考 え 方 は 、「 RARMIS コ ン セ プ ト 」 と 呼 ば れ 、 阪 神 淡 路

大 震 災 時 の 知 見 を 踏 ま え た 先 行 研 究 で 提 唱 さ れ て お り [11 ]  

[12][13 ][14 ][15 ][16][1 7]、 本 研 究 で も 踏 襲 す る 。 さ ら に 本

研 究 で は 、 は じ め に 述 べ た 研 究 目 的 （ 地 域 力 の 向 上 、 特 に 本

論 で 取 り 上 げ る 救 え る 命 を 救 う た め の 活 動 支 援 ） を 実 現 す る

た め に 、 地 理 情 報 シ ス テ ム が 備 え る 基 本 的 な 機 能 （ 検 索 ・ 描

画 ・ 情 報 管 理 な ど ） と 住 民 の 簡 易 登 録 （ 災 害 時 に は 安 否 確 認

の た め の 情 報 と な る ） を 必 須 機 能 と し た 。 図 2- 4 に 、 こ う し

た 機 能 を 用 い た 地 域 活 動 （ 災 害 時 の 安 否 確 認 を 含 む ） の 作 業

の 流 れ を 示 す 。  
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災害が発生

避難所にてカードで
安否情報を登録

安否状況はパソコンで
管理・表示

全世帯の避難状況を
地図上・データで確認

迅速・正確な意思決定

・QRコードのような技術を使うことで、口頭や記述より素早く
避難登録が終了し、２次利用が容易になります。

・地理情報を利用することで、表や図と別の視点からも知る事が可能
・携帯電話による安否確認により遠方に滞在している住民の安否を確認

家族間の安否確認

外部から携帯電話で
安否情報を登録

地域活動や普段の防災活動にて

システム利用

 

図 2-4  地 域 管 理 シ ス テ ム を 利 用 し た 地 域 活 動  

 

地 域 管 理 シ ス テ ム は 住 民 が 主 体 的 に 作 業 を 行 い 、 利 活 用 で

き る よ う に す る 。 特 に 、 安 否 確 認 な ど 住 民 全 て が 対 象 と な る

よ う な 作 業 に つ い て は 、 高 齢 者 も 問 題 な く 利 用 で き る よ う に

す る 。 そ こ で 、 地 域 管 理 シ ス テ ム は 住 民 が 操 作 し や す い 設 備

環 境 で 利 用 で き て 作 業 内 容 が 単 純 化 さ れ て い る こ と 。加 え て 、

迅 速 ・ 正 確 な 安 否 確 認 が 可 能 で 、 そ の 安 否 情 報 が 地 理 情 報 と

し て 閲 覧 ・ 利 用 で き る こ と 。 そ し て 、 災 害 時 に も 平 常 時 と 同

様 に 利 用 可 能 で あ る こ と が 重 要 で あ る 。  

 

2 . 4 . 2 地 域 管 理 シ ス テ ム に お け る 情 報 シ ス テ ム の 構 成  

こ う し た 概 念 を み た す 情 報 シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 以 下 で

説 明 す る 。 な お 、 具 体 例 に 応 じ た わ か り や す い 説 明 を 行 う た

め 、 こ こ で は 第 4 章 で 述 べ る 三 重 県 大 紀 町 野 原 区 の 情 報 シ ス

テ ム を 念 頭 に お い て い る 。  
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( 1 ) 設 置 場 所 ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・ 機 器 の 構 成  

2 つ の 安 否 確 認 方 法 が 可 能 な シ ス テ ム (ツ ー ル )で 構 成 す

る 。 １ つ は 一 般 に GIS と 呼 ば れ る 、 地 理 情 報 を 利 用 で き る シ

ス テ ム 、 も う 一 つ は リ ス ト 状 の テ キ ス ト デ ー タ を 作 成 す る 簡

易 ツ ー ル と す る 。  

地 理 情 報 を 利 用 す る 情 報 シ ス テ ム で は 住 民 情 報 の 登 録 や 管

理 、 災 害 時 の 必 要 に 応 じ て 安 否 確 認 の た め の 地 図 表 示 を 行 う

こ と が で き る 。 こ れ は 初 期 導 入 時 か ら 利 用 さ れ て お り 、 避 難

所 に 指 定 さ れ て い る 集 会 所 と 市 役 所 に 設 置 し て い る 。 集 会 所

と 市 役 所 の シ ス テ ム は 、 同 じ 情 報 を 持 っ て お り 、 災 害 時 の 安

否 確 認 の 結 果 を 共 有 す る こ と が で き る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ に 住

民 情 報 を 保 持 し て い る た め 、 災 害 時 に ど ち ら か の 情 報 が 壊 れ

て も 、 も う 一 方 が バ ッ ク ア ッ プ と な り 情 報 を 利 用 で き る 。  

テ キ ス ト デ ー タ を 作 成 す る 簡 易 ツ ー ル は 前 述 の G IS と 異 な

り 、 安 否 の チ ェ ッ ク 機 能 の み を 有 す る 。 操 作 は 簡 単 で 、 ツ ー

ル を 起 動 す れ ば 、後 は Q R コ ー ド を 読 み 込 む こ と に よ る 自 動 入

力 か 、 名 前 や 町 内 会 で 振 り 分 け ら れ た グ ル ー プ を た ぐ っ て 該

当 者 を 選 択 す る だ け で あ る 。 こ う し た 単 純 化 に よ り 、 誰 で も

安 否 確 認 作 業 を 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 作 業 で

取 得 し た 情 報 は 男 女 別 の カ ウ ン ト や 避 難 者 リ ス ト 形 式 の 表 示

が で き る だ け で な く 、 前 述 の GI S に イ ン ポ ー ト す る こ と で 地

図 上 に 避 難 情 報 を 表 示 す る こ と が で き る 。 全 体 的 な イ メ ー ジ

を 図 2-5 に 示 す 。  



 

  28 

安否確認情報

地図情報を含むパソコン

安否確認が可能なパソコン
（平常時と同じ仕組み）

安否確認情報

変換用の情報付与

行政のパソコン

 

図 2-5 地 域 管 理 シ ス テ ム に よ る 安 否 確 認 の イ メ ー ジ  

 

こ れ ら の ツ ー ル は 平 常 時 の 活 動 で も 利 用 で き 、 地 域 の 各 種

行 事 の 出 席 確 認 な ど に も 役 立 つ 。 そ の た め 、 普 段 か ら 災 害 時

の 安 否 確 認 と 同 様 の 作 業 に 慣 れ る こ と の で き る し く み と な っ

て い る 。  

ま た 、 こ の よ う な 情 報 シ ス テ ム を 利 用 す る 場 合 、 大 規 模 災

害 が 発 生 し た 時 に は 、 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 寸 断 や 停 電 の よ う

な 障 害 が 起 き る こ と が 想 定 で き る 。 こ れ に 対 し 、 情 報 ネ ッ ト

ワ ー ク が 利 用 で き な い 場 合 は 、 U SB メ モ リ な ど メ デ ィ ア 媒 体

か ら 情 報 の 移 送 を 行 う こ と が で き る よ う に し て い る 。 ま た 、

ノ ー ト パ ソ コ ン を 利 用 す る こ と で 短 時 間 の 作 業 な ら 停 電 時 で

も 可 能 と な る 。 ガ ソ リ ン 式 の 発 電 機 や 乗 用 車 の バ ッ テ リ ー を
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利 用 す る コ ン バ ー タ 等 が あ れ ば 、 こ れ ら を 電 源 と し て 利 用 し

て 確 認 作 業 を 継 続 す る こ と も 可 能 で あ る 。  

本 シ ス テ ム で は 安 否 確 認 の 作 業 を 簡 単 に し た こ と で 、 住 民

が 利 用 す る 際 の 敷 居 を 下 げ た 。 さ ら に 、 地 図 情 報 を 利 用 す る

こ と で 人 命 救 助 の 行 動 計 画 策 定 へ の 支 援 方 法 を 実 現 さ せ た 。  

 

( 2 ) 情 報 の 管 理  

本 シ ス テ ム で は 、 地 図 を 利 用 し た 作 業 を 想 定 し て い る こ と

か ら 、 地 図 情 報 を 保 持 し て い る 。 例 え ば 、 個 人 情 報 に 抵 触 し

な い 地 形 デ ー タ と し て 、 線 状 の 情 報 （ ラ イ ン デ ー タ ） と し て

道 路 や 鉄 道 や 河 川 、等 高 線 の 情 報 な ど が 最 初 か ら 利 用 で き る 。

ま た 、 家 屋 の 形 状 と 、 災 害 に 備 え た 防 災 の 情 報 と し て 、 急 傾

斜 地 な ど 土 砂 災 害 な ど の 危 険 性 の あ る 範 囲 が 、 面 の 情 報 （ ポ

リ ゴ ン デ ー タ ） と し て 整 備 さ れ て い る 。 特 に 家 屋 の 情 報 は 、

安 否 確 認 後 の 救 助 活 動 に お い て 重 要 で あ る 。 さ ら に 、 点 の 情

報 （ ポ イ ン ト デ ー タ ） と し て 役 所 や 警 察 、 消 防 署 、 さ ら に 駅

な ど の 公 的 機 関 を 示 す 記 号 が 登 録 さ れ る 。 こ れ ら の 情 報 に は

地 名 や 施 設 の 名 前 な ど が 属 性 情 報 と し て 登 録 さ れ て お り 、 位

置 関 係 を 把 握 し や す い よ う に な っ て い る 。  

そ し て 、 個 人 情 報 保 護 の 観 点 か ら シ ス テ ム 内 に 個 人 情 報 を

保 持 し な く て も 良 い し く み と な っ て お り 、後 で 述 べ る QR コ ー

ド に よ る 安 否 確 認 や 地 図 の 指 さ し 確 認 な ど の 作 業 が 可 能 で あ

る 。 な お 、 家 屋 形 状 に つ い て は 、 こ の 情 報 だ け で 個 人 を 特 定

す る こ と に は 当 た ら な い た め 、 個 人 情 報 に 関 す る 問 題 は な い

と 考 え る 。 た だ し 、 事 前 に 住 民 情 報 を 登 録 す る こ と で 、 災 害
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時 に で き る 作 業 支 援 の 質 や 速 さ が 向 上 す る た め 、 で き る 限 り

の 住 民 情 報 を 登 録 し た 方 が よ い 。 本 論 で は 住 民 情 報 と し て 登

録 す る 項 目 に つ い て 考 察 を 行 っ て お り 、 5 章 で 詳 し く 述 べ る 。 

こ の よ う に 、 パ ソ コ ン を 利 用 し て 情 報 管 理 す る こ と で 、 情

報 の 取 り 扱 い を 容 易 に す る 。紙 の 書 類 で 情 報 を 管 理 す る 場 合 、

情 報 の 追 加 や 削 除 の 作 業 が 続 く と 紙 の 書 類 が か さ ば っ て し ま

い 、 書 類 管 理 が 容 易 で な く な る 。 そ の 上 、 取 得 し た 情 報 が 増

え る た び に 書 類 を 探 す 時 間 が 増 加 し て し ま う 。 さ ら に 、 管 理

が 不 十 分 な 場 合 、 最 新 の 情 報 を 把 握 で き な く な る 可 能 性 が あ

る 。 こ う し た 問 題 の 解 消 策 と し て 、 パ ソ コ ン に よ る 情 報 管 理

を 基 本 概 念 と し て い る わ け で あ る 。  

 

( 3 ) 防 災 活 動 へ の 利 活 用  

 本 シ ス テ ム は 災 害 時 の 安 否 確 認 だ け で は な く 、 平 常 時 に 取

り 組 ま れ る 防 災 活 動 に も 役 立 て る こ と が で き る よ う に す る 。

先 に 述 べ た 、 防 災 ま ち あ る き の 成 果 や 災 害 時 要 援 護 者 の 情 報

を 一 元 管 理 す る こ と で 利 点 を 生 み 出 す 。 具 体 的 に は 、 ま ち あ

る き の 地 図 の 成 果 と 災 害 時 要 援 護 者 の 情 報 を 重 ね る こ と で 、

災 害 時 の 救 助 活 動 の 計 画 や 災 害 時 に 危 険 な 地 物 や 事 象 へ の 対

応 が 可 能 と な る 。  

 ま た 、 電 子 的 に 情 報 を 管 理 す る た め 、 紙 の 地 図 へ の 書 き 込

み の 時 に 見 ら れ る 、 記 入 さ れ た 文 字 が 読 み に く い こ と で 情 報

が 有 効 活 用 さ れ な く な る 課 題 や 、 住 民 へ の 地 図 配 布 の 際 の 複

製 の 手 間 な ど の 問 題 が な く な る 。  

こ の よ う に 防 災 活 動 で も 同 シ ス テ ム を 利 用 す る こ と で 、 地
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域 住 民 の 作 業 支 援 に 役 立 て る こ と が 出 来 る 。 な お 、 災 害 時 に

行 う 活 動 支 援 、 特 に 安 否 確 認 の 方 法 及 び 課 題 等 は 3 章 に お い

て 詳 述 す る 。  

 

( 4 ) 平 常 時 の 活 動 へ の 利 活 用  

地 域 活 動 に お い て 、 住 民 の リ ス ト を 作 る 機 会 は 多 い 。 例 え

ば 、 老 人 会 や 子 供 会 な ど で リ ス ト を 作 成 す る こ と が あ る 。 こ

の 時 、 災 害 時 に 備 え て 整 備 し た 情 報 を 利 用 で き れ ば 、 住 民 の

年 齢 を 検 索 し 、対 象 と な る 住 民 の リ ス ト が 簡 単 に 作 成 で き る 。

ま た 、 普 段 の 活 動 に 情 報 を 利 用 す る 機 会 を 与 え る こ と で 情 報

の 扱 い に 慣 れ 、災 害 時 に も 十 分 に 利 用 す る こ と が で き る う え 、

収 集 で き る 情 報 も 増 え る だ ろ う 。  

 

2 . 5  地 域 管 理 シ ス テ ム の 導 入 手 法 に 関 す る 検 討  

地 域 管 理 シ ス テ ム の 導 入 に あ た り 重 要 な こ と は 、 導 入 を 行

う 側 が 住 民 の 存 在 を 十 分 に 考 慮 す る こ と で あ る 。 住 民 の 規 模

に よ る シ ス テ ム の 構 成 、さ ら に 住 民 が 目 的 を 理 解 し 納 得 の 上 、

利 用 で き る 環 境 を 整 備 す る 。 さ ら に 、 情 報 収 集 や シ ス テ ム の

操 作 は 自 治 会 役 員 な ど 中 心 的 人 物 が 積 極 的 に 参 加 し て 行 う 状

況 を 作 り 出 す こ と 。 そ の 後 、 住 民 に 浸 透 さ せ る こ と な ど が 挙

げ ら れ る 。  

な お 、 先 行 す る 多 く の 研 究 が 導 入 後 の 定 着 化 を 考 え て お ら

ず 、 継 続 的 な 利 用 の 事 例 報 告 が 非 常 に 少 な い 。 し か し 、 実 際

に 災 害 時 に 利 用 さ れ る た め に は 、 定 着 化 を 意 識 し た 導 入 方 法

を と る こ と が 非 常 に 重 要 で あ る 。 本 研 究 で は 、 操 作 方 法 の 簡
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素 化 、 住 民 が 自 主 的 に 利 用 す る よ う な 方 法 、 さ ら に 定 着 化 を

進 め る た め の 手 法 に つ い て 以 下 の よ う に 考 え る 。  

  

( 1 ) 地 域 共 同 体 の 規 模 と シ ス テ ム の 規 模  

先 行 す る 研 究 や 事 例 で も 見 受 け ら れ る が 、 地 域 の 規 模 に 情

報 シ ス テ ム の 規 模 が 合 わ な い も の が あ る 。 こ れ は 研 究 活 動 で

は 問 題 な い が 、 実 運 用 ・ 定 着 化 を 考 え る と コ ス ト や 作 業 量 の

面 か ら 見 て 非 効 率 と な っ て し ま う 。 そ こ で 、 安 否 確 認 と 地 域

の 規 模 に つ い て 考 察 を 行 っ た 結 果 、 シ ス テ ム 導 入 と 地 域 の 規

模 に つ い て 次 の 図 2-6 に ま と め た 。 こ の よ う に 住 民 規 模 に よ

り 導 入 す る 内 容 を 分 け て 、 さ ら に 、 住 民 の 希 望 を 取 り 入 れ る

こ と で 導 入 が す す め や す く な る 。  
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（～1000人）

中規模
（～1.2万人）

大規模
（1.2万人～）

人の記憶や紙で対応可能
地域の施設を拠点化

住民は相互に知り合い
一部地域の施設を拠点化
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近隣住民との関係が希薄
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図 2-6 地 域 の 規 模 に 応 じ た 安 否 確 認 方 法 の あ り か た  
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 住 民 の 救 命 活 動 を 支 援 す る 方 法 と し て 、 地 図 と 住 民 情 報 を

組 み 合 わ せ た 情 報 シ ス テ ム に よ る 安 否 確 認 が 有 効 と 考 え る 。

し か し 、 こ の よ う な し く み に 関 し て は 、 普 段 か ら コ ン ピ ュ ー

タ な ど 情 報 機 器 に 触 れ る 機 会 の 少 な い 利 用 者 が シ ス テ ム 利 用

に 抵 抗 を 持 つ 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 普 段 行 わ な い 作 業 は 災 害

時 に も 実 施 で き る 可 能 性 は 低 い 。そ こ で 、 次 に 示 す 通 り 操 作

内 容 を 単 純 化 す る こ と と 、 平 常 時 の 利 用 環 境 を 作 る こ と で 利

用 者 の 敷 居 を 下 げ る 。  

 

( 2 ) 操 作 内 容 の 単 純 化  

災 害 時 に 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認 の 作 業 に 習 熟 し た

人 が い る と は 限 ら な い 。 例 え ば 、 既 存 の 安 否 確 認 シ ス テ ム は

情 報 機 器 の 操 作 に 慣 れ な い 利 用 者 か ら す る と 操 作 が 難 し く 、

し ば ら く 利 用 し な い と 忘 れ て し ま う こ と が 多 い 。 加 え て 、 操

作 方 法 が 難 し い た め 、 特 定 の 人 （ こ の 場 合 は 自 治 会 役 員 な ど

率 先 し て 作 業 を 行 う 人 ） が 操 作 す る だ け で 、 他 の 一 般 的 な 利

用 者 は 操 作 で き な い 可 能 性 が 高 い 。  

近 年 の 過 疎 化 や 高 齢 化 に よ り 、 地 域 に よ っ て は 高 齢 者 中 心

の 地 区 も あ る 。 高 齢 者 な ど 機 械 に 強 く な い 人 に は 情 報 機 器 の

操 作 が 複 雑 と い う 印 象 を 与 え 利 用 に 二 の 足 を 踏 ま せ て い る

[18]。 東 日 本 大 震 災 で も 模 造 紙 に 安 否 情 報 を 記 入 す る 方 法 が

多 く 見 ら れ た 。 し か し 、 高 齢 化 が 進 ん だ コ ミ ュ ニ テ ィ で は 字

を 書 く 作 業 や 細 か い 字 を 見 る 作 業 は 難 し い た め 、 紙 に 記 帳 す

る 方 法 の 利 用 に も 限 り が あ る 。 そ こ で 、 課 題 解 決 の た め 、 住

民 が 行 う 安 否 確 認 は カ ー ド か 名 前 に よ る 避 難 所 入 所 登 録 の み
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に 簡 略 化 し て 、 取 得 す べ き 情 報 は 極 力 減 ら す こ と と す る 。  

既 存 の 研 究 で は 、安 否 確 認 時 に 様 々 な 情 報 を 取 得 し て お り 、

筆 者 の 研 活 動 究 で も 従 来 は 同 様 の ア プ ロ ー チ を と っ た 。 し か

し 、 現 在 は 個 人 の 居 住 地 の 座 標 と 世 帯 の 人 数 を 安 否 情 報 と し

て 収 集 し て い る 。 な ぜ な ら 、 防 災 訓 練 や 東 日 本 大 震 災 の 安 否

確 認 を 踏 ま え る と 、 個 人 の 安 否 が 登 録 で き れ ば 人 命 救 助 の た

め の 十 分 性 を 満 た す と 考 え た か ら で あ る 。  

 

( 3 ) 平 常 時 に お け る 利 用 環 境 の 作 成  

既 に 多 く の 防 災 シ ス テ ム が 運 用 さ れ て い る が 、 利 用 者 が 慣

れ る 機 会 が 無 い た め 、 そ の 有 用 性 が 認 識 で き ず 、 い ざ と い う

と き に 利 用 で き て い な い も の が 多 い 。 普 段 や ら な い 作 業 は 非

常 時 に は で き な い が 、 逆 に 普 段 か ら 利 用 し て い る も の は 災 害

時 に も 活 用 さ れ る 事 例 が あ る 。 東 日 本 大 震 災 で は ツ イ ッ タ ー

や SNS な ど 日 常 的 に 利 用 さ れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ っ

て 情 報 提 供 や 安 否 確 認 が 行 わ れ た 。 こ れ は 、 慣 れ 親 し ん で い

る ツ ー ル だ か ら こ そ で き た 事 例 だ と 考 え る 。 災 害 時 の 安 否 確

認 シ ス テ ム も 平 常 時 か ら 利 用 す る よ う な 環 境 づ く り が 必 要 で

あ る 。  

こ の よ う な 安 否 確 認 作 業 に 住 民 の 慣 れ は 必 要 と し な い と い

っ た 考 え 方 も あ る 。 実 際 に 安 否 確 認 の よ う な 作 業 は 特 に 防 災

訓 練 で は 行 政 の 職 員 や 地 域 の 自 治 会 の 役 員 が 行 う こ と が 多

い 。 し か し 、 災 害 時 に 公 民 館 や 学 校 と い っ た 避 難 所 に 行 政 の

職 員 が 常 時 配 置 さ れ る 可 能 性 は 低 く 、 ま た 、 配 置 さ れ た と し

て も 、 安 否 確 認 の よ う に 普 段 行 わ れ な い こ と に は 不 慣 れ な 可
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能 性 が 高 い 。 ま た 、 自 治 会 の 役 員 だ け が 慣 れ て い れ ば よ い と

い う 考 え も あ る が 、 彼 ら も ほ か の 作 業 へ の 対 応 が 必 要 で 、 安

否 確 認 だ け に 注 力 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。 こ の 時 、 何 人 か

の 住 民 が 普 段 の 活 動 に よ り 安 否 確 認 に 慣 れ て い た 場 合 、 役 員

と 作 業 を 分 担 す る こ と で 、 避 難 所 運 営 が 改 善 さ れ る 。  

 

2 . 6 ま と め  

本 章 で は 、 地 域 管 理 シ ス テ ム の あ り 方 に つ い て 、 先 行 す る

研 究 や 活 動 に つ い て 調 査 し た 。 地 域 共 同 体 に お け る 防 災 活 動

の 事 例 で は 、 要 援 護 者 マ ッ プ や 防 災 ま ち あ る き 、 さ ら に 、 救

急 医 療 情 報 キ ッ ト に よ る 地 域 の 情 報 管 理 や 情 報 収 集 に つ い て

安 否 確 認 の た め に 利 用 す る 場 合 に 生 じ る こ と が 想 定 さ れ る 課

題 を ま と め た 。 こ の 中 で は 、 紙 の 地 図 や リ ス ト の 優 れ た 点 と

し て 、 手 軽 に 導 入 し や す く 扱 い が 楽 で あ る が 、 課 題 と し て 紙

に よ る 情 報 管 理 の 難 し さ や 大 量 の 情 報 処 理 に 向 か な い 事 を 述

べ た 。 続 い て 、 情 報 シ ス テ ム の 事 例 も 調 査 し 、 既 存 の 安 否 確

認 シ ス テ ム や 安 否 確 認 時 の 個 人 認 証 に つ い て 優 れ た 点 と 課 題

を ま と め た 。 こ の な か で 、 既 に 過 去 の 災 害 の 経 験 を 経 て 個 人

間 の 「 安 」 の 情 報 、 も し く は 企 業 の 業 務 に 必 要 な 住 民 の 安 の

情 報 を 得 る こ と は で き る し く み は 確 立 さ れ た も の の 、 救 助 作

業 に 役 立 つ 情 報 の 収 集 に は 向 か な い 事 が 分 か っ た 。 さ ら に 、

先 行 す る 個 人 認 証 方 法 に つ い て 、大 量 の 情 報 が 保 持 で き た り 、

簡 単 に 加 工 で き た り す る 技 術 も 存 在 す る が 、 利 用 者 の レ ベ ル

や 費 用 を 考 え る と 導 入 の 際 に 課 題 が 残 る こ と も 明 ら か に な っ

た 。  
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こ れ ら の 、 先 行 事 例 の 良 い 点 や 課 題 を 参 考 に 、 地 域 管 理 シ

ス テ ム の 導 入 手 法 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。 こ の 中 で 、 利 用 す

る 共 同 体 の 規 模 に よ る 安 否 確 認 方 法 の 提 案 や 、 情 報 シ ス テ ム

導 入 時 の 支 援 に 関 す る 配 慮 、 さ ら に 平 常 時 か ら 利 用 で き る よ

う な 環 境 の 整 備 を 提 案 し た 。  

以 上 の よ う に 、 災 害 時 に 救 え る 可 能 性 の あ る 命 を 救 う た め

に 、 本 研 究 で 提 案 す る 地 域 管 理 シ ス テ ム を 、 地 域 住 民 に よ る

地 域 力 を 強 化 し 、住 民 の 命 や 生 活 を 守 る 活 動 に つ な げ る べ く 、

地 域 共 同 体 に お け る 防 災 活 動 へ の 地 域 管 理 シ ス テ ム 活 用 の あ

り 方 に 関 す る 検 討 を 行 っ た 。 特 に こ う し た シ ス テ ム は ま ず も

っ て 、 住 民 に 受 け 入 れ ら れ る こ と が 重 要 で 、 シ ス テ ム の 導 入

と 定 着 そ し て 汎 用 化 に つ い て 十 分 な 検 討 が 必 要 で あ る こ と を

示 す こ と が で き た 。  

 

*補 注  

QR コ ー ド と は 、1 994 年 に 株 式 会 社 デ ン ソ ー の 開 発 部 門（ 現

在 は 分 離 し 株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ ） が 開 発 し た マ ト リ ッ

ク ス 型 二 次 元 コ ー ド の 一 種 で 、 白 と 黒 の 格 子 状 の パ タ ー ン で

情 報 を 示 し た も の で あ る 。  
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3． 地 域 管 理 シ ス テ ム 実 現 の た め の 情 報 シ ス テ ム の 課

題 に 関 す る 検 討  

 

3 . 1  概 説  

第 2 章 で 述 べ た 地 域 管 理 シ ス テ ム の 基 本 概 念 は 、 人 の 命 を

救 う た め の 地 域 管 理 シ ス テ ム の 、 い わ ば あ る べ き 姿 を 提 示 し

た と 言 っ て よ い 。た だ し 、提 示 し た 状 況 を 実 現 す る た め に は 、

様 々 な 課 題 を ク リ ア す る 必 要 が あ る 。 本 論 文 の 主 題 で あ る 情

報 シ ス テ ム の 観 点 か ら 見 る と 、 ま ず 第 一 に 、 こ う し た シ ス テ

ム の 地 域 共 同 体 に お け る「 定 着 化 」が 課 題 と し て あ げ ら れ る 。

導 入 時 に し か 使 わ れ ず 情 報 の 更 新 も な さ れ な い な ら ば 意 味 を

持 た な い か ら で あ る 。第 二 に は 、「 安 否 確 認 の 方 法 」を 地 域 住

民 の 手 で 被 災 時 に 実 行 可 能 な よ う に 組 み 立 て な け れ ば な ら な

い 。 さ ら に 得 ら れ た 「 避 難 情 報 」 を 被 災 地 外 へ の 情 報 提 供 な

ど に 活 か す 方 策 を 組 み 入 れ る こ と で 社 会 的 意 義 が 増 し 、 地 域

へ の 定 着 も 進 む だ ろ う 。 こ れ を 第 三 の 課 題 と 考 え る 。  

本 章 で は 、 こ れ ら ３ つ の 課 題 を 分 析 し 、 よ り 詳 細 な 検 討 内

容 へ 整 理 し な が ら 、 課 題 解 決 の た め の 方 策 を 検 討 す る 。  

以 下 で は 、 図 3- 1 に 示 す 本 章 の 構 成 に 沿 っ て 、 そ れ ぞ れ の

課 題 に つ い て 概 説 す る 。  
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３．地域管理システムの実現のための情報システムの課題に関する検討

3.1 概説
情報システム実現の課題 → 「定着化」・「安否確認の方法」・「避難情報」

3.2 地域共同体での
定着化に関する検討

→「定着化」

3.5 避難情報の参
照に関する検討
→「避難情報」

3.3および3.4 安否確認に
必要な情報と収集方法
→「安否確認の方法」

3.4 安否情報の提供方法
に関する検討

3.3 安否確認に必要な
作業内容と情報処理に関する

検討

枠内の数字は、章．節を示す3.6 まとめ

 

図 3- 1 本 章 の 構 成  

 

本 節 に 続 く 2 節 で は 「 地 域 共 同 体 で の 定 着 化 」 と 課 題 を 定

め 、 こ れ に 関 す る 検 討 を 行 う 。 災 害 時 に 情 報 シ ス テ ム を 住 民

が 利 用 す る た め に は 、 シ ス テ ム の 導 入 の み な ら ず 、 そ の 定 着

が 重 要 で あ り 、 事 前 に 考 慮 が な さ れ る べ き で あ る 。 先 行 事 例

で は こ の 点 に つ い て の 議 論 が な さ れ て お ら ず 、 解 決 す べ き 課

題 と し て 取 り 扱 う 必 要 が あ る 。 こ こ で は 、 実 装 と 定 着 と い う

2 つ の 異 な る タ イ ミ ン グ に お け る 課 題 と 解 決 方 法 に つ い て 述

べ る 。な お 本 研 究 で は 、地 域 へ 導 入 す る 時 点 を 指 す 場 合 に「 実

装 」と い う 語 句 を 用 い 、「 定 着 」は 実 装 後 か ら 継 続 的 に 運 用 さ

れ 始 め る ま で の 間 を 指 す 語 句 と し て 用 い る 。  

次 の 課 題 は 、 安 否 確 認 の 方 法 で あ る 。 具 体 的 に は 、 安 否 確
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認 に 必 要 な 情 報 と 収 集 方 法 に つ い て 綿 密 な 検 討 を 行 う 必 要 が

あ る 。 安 否 確 認 に 関 し て は 、 作 業 内 容 、 人 命 救 助 に 必 要 な 活

動 と 情 報 、 提 供 す る 情 報 の 内 容 、 情 報 提 供 の 方 法 な ど 課 題 と

な る 対 象 が 多 い 。 そ こ で 、 課 題 を 「 安 否 確 認 に 必 要 な 作 業 内

容 と 情 報 処 理 」「 安 否 情 報 の 提 供 方 法 」の 2 つ に 分 割 し 、 3 節

と 4 節 で そ れ ぞ れ の 課 題 の 分 析 と 解 決 の た め の 方 策 を 示 す こ

と に す る 。 最 後 の 課 題 は そ の 名 称 を 「 避 難 情 報 の 参 照 方 法 」

と し 、 5 節 に お い て 、 避 難 情 報 の 有 効 利 用 に つ い て の 分 析 と

検 討 を 行 う 。  

 

3 . 2  地 域 共 同 体 で の 定 着 化 に 関 す る 検 討  

地 域 管 理 シ ス テ ム の 導 入 に お い て 、 ま ず 重 要 な 課 題 と し て

シ ス テ ム の 内 容 を 住 民 が 理 解 し 、 さ ら に 生 活 の 一 部 と し て 受

け 入 れ て 、 継 続 的 に 利 用 す る 事 が 挙 げ ら れ る 。 災 害 時 に 行 わ

れ る 安 否 確 認 の 重 要 性 は 災 害 の 種 別 に よ ら ず 高 い 。 し か し な

が ら 、 多 く の 安 否 確 認 方 法 が 既 に あ る に も 関 わ ら ず 、 迅 速 に

実 施 さ れ た 報 告 例 は 少 な く 様 々 な 課 題 が 指 摘 さ れ て い る

[1] [2]。  

そ の 原 因 の 一 つ と し て 、 普 通 の 住 民 が 安 否 確 認 の よ う な 作

業 を 災 害 時 以 外 で 行 う 機 会 が ほ と ん ど な い こ と が 挙 げ ら れ

る 。 201 1年 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 で は ツ イ ッ タ ー や SNSな

ど 、阪 神 淡 路 大 震 災 の 時 に は な か っ た 技 術 が 評 価 さ れ た 。1 71

や 伝 言 板 サ ー ビ ス で は な く 、 ツ イ ッ タ ー が 利 用 さ れ 効 果 が あ

っ た の は 、 日 常 的 に 利 用 し て い る も の を 災 害 時 に 応 用 で き た

た め と 考 え る 。 つ ま り 、 普 段 か ら 利 用 す る 環 境 が 整 っ た う え



 

  43 

で 、 災 害 に も 同 様 に 対 応 に で き る シ ス テ ム や 体 制 を 構 築 す る

こ と が 必 要 で あ る 。 た だ し 、 ツ イ ッ タ ー や Goog l eを 利 用 し た

安 否 確 認 、前 述 の 171や 携 帯 電 話 の 安 否 確 認 の 課 題 は 、個 人 同

士 の 安 否 確 認 は 可 能 で あ る が 、 電 波 の 届 か な い 避 難 所 に い る

被 災 者 に は 連 絡 が つ か な い こ と で あ る 。 さ ら に 、 災 害 時 に 約

立 つ 個 人 の 安 否 情 報 が 行 政 機 関 や コ ミ ュ ニ テ ィ で 活 用 さ れ に

く い の が 現 状 で あ る 。 こ う し た 課 題 を 解 決 で き る 安 否 確 認 ツ

ー ル が 必 要 で あ る 。  

次 に 、 平 常 時 の シ ス テ ム の あ り 方 に つ い て 述 べ る 。 先 に 指

摘 し た た 通 り 、 災 害 時 以 外 に 利 用 さ れ る 機 会 の な い も の は 災

害 時 に は 使 え な い 。 そ こ で 、 平 常 時 か ら シ ス テ ム を 利 用 す る

状 況 が 必 要 と な る 。 最 近 で は 、 独 居 老 人 を 対 象 と し て 、 普 段

の 安 否 確 認 を ポ ッ ト や デ ジ タ ル フ レ ー ム を 用 い て 行 っ て い る

事 例 も あ る 。 こ の よ う な 高 価 で 大 掛 か り な 設 備 の 場 合 、 コ ス

ト や 情 報 管 理 の 側 面 か ら 住 民 主 体 で 行 う こ と が 難 し い 。  

本 研 究 で は 情 報 シ ス テ ム を 住 民 が 主 体 的 に 行 う 地 域 活 動 に

利 用 す る こ と を 提 案 す る 。 現 在 、 行 政 が 主 と な っ て 管 理 す る

情 報 シ ス テ ム で は 、 一 つ の カ ー ド で 様 々 な 施 設 に 利 用 で き る

も の が あ る 。 し か し 、 住 民 が 普 段 使 わ な い 施 設 や 作 業 に 利 用

で き る だ け で 、 定 着 し て い る と は 言 い 難 い 。 本 研 究 で は 、 地

域 住 民 の 行 事 ・ 活 動 を 調 査 し た 上 で 、 平 常 時 に 地 区 内 の 住 民

の 中 で 活 発 に 行 わ れ て い る 活 動 に お い て 、 安 否 確 認 と 同 様 な

作 業 を 導 入 す る 事 を 提 案 す る 。 こ れ に よ り 、 住 民 は 平 常 時 か

ら 安 否 確 認 を し て い る 状 況 を 実 現 で き る 。 そ の 結 果 、 災 害 時

に は 住 民 同 士 で シ ス テ ム の 運 営 や 安 否 確 認 の 実 施 が 可 能 に な
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る と 考 え る 。  

 

( 1 ) 課 題 の 抽 出  

地 域 共 同 体 に シ ス テ ム を 定 着 さ せ る た め に は 、 実 装 の 段 階

か ら 十 分 な 配 慮 が な さ れ な け れ ば な ら な い 。 実 装 の 際 に は 住

民 の 理 解 を 得 た 上 で 、と も に シ ス テ ム 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。

先 行 研 究 で は 様 々 な シ ス テ ム や 手 法 が 用 い ら れ 、 一 定 の 評 価

を 得 て い る 。 し か し 、 継 続 的 に 利 用 さ れ て い る も の は 非 常 に

少 な い 。 こ れ は 研 究 活 動 で は 新 し い 技 術 や 手 法 の 開 発 と 評 価

が 主 な 目 的 と な り 、 継 続 的 な 利 用 に つ い て の 評 価 が あ ま り 重

要 視 さ れ て い な い こ と が 原 因 と 考 え る 。  

こ こ で は ま ず 、 地 域 共 同 体 に お い て 情 報 シ ス テ ム を 定 着 さ

せ る た め に は 、ど う い っ た こ と に 配 慮 し な け れ ば な ら な い か 、

言 い 換 え れ ば 、 ど の よ う な 課 題 が あ り 、 ど の よ う な こ と を 解

決 す る 必 要 が あ る か を 明 確 に す る こ と と し た 。 先 行 研 究 の 調

査 や 、利 用 者 へ の 聞 取 り を 行 っ た 結 果 、「 コ ス ト 」、「 理 解 度 」、

「 嗜 好 」、「 条 件 下 で の 稼 働 」、「 利 用 条 件 」、「 関 与 の 深 さ 」 の

６ つ の キ ー ワ ー ド が 抽 出 さ れ た 。  

 

( 2 ) 課 題 の 解 決 方 法 の 提 案  

(1)で 示 し た 6つ の キ ー ワ ー ド （ 課 題 ） で 分 類 し た 。 本 項 で

は そ れ ぞ れ の 課 題 に つ い て 、 そ の 内 容 と 原 因 、 さ ら に 解 決 の

方 法 に つ い て 考 え る と こ ろ を 述 べ る 。  
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① 「 コ ス ト 」  

い わ ゆ る 最 新 の シ ス テ ム を 導 入 し た 際 に 多 い 課 題 で あ る 。

先 端 技 術 を 用 い た シ ス テ ム を 導 入 す る こ と で 非 常 に 見 栄 え の

す る 環 境 に な る が 、 継 続 的 な 利 用 は 考 慮 さ れ て い な い 事 が 多

い 。 導 入 時 は 研 究 活 動 の 一 環 と し て 安 価 、 場 合 に よ っ て は 無

料 で 提 供 さ れ る こ と が 多 い 。 し か し 、 こ れ ら の シ ス テ ム や メ

ン テ ナ ン ス に か か る 費 用 は 非 常 に 高 価 な た め 、 予 算 の 少 な い

地 域 で は 継 続 的 に 利 用 が で き な い 。 ま た 、 高 価 な シ ス テ ム と

い う こ と で 住 民 は 利 用 を た め ら い 、 他 地 区 の 住 民 に と っ て も

自 主 的 に 導 入 す る こ と が 難 し い た め 、 普 及 の 障 害 と な る 。 解

決 方 針 と し て は 住 民 が 自 分 た ち で 買 い 揃 え ら れ る 程 度 の 仕 組

み で 構 築 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 

② 「 理 解 度 」  

シ ス テ ム の 内 容 が 利 用 者 で あ る 住 民 に と っ て 難 し い た め 、

住 民 の 理 解 が 追 い 付 か な い 問 題 で あ る 。 シ ス テ ム 提 供 側 は 住

民 に 操 作 説 明 を 十 分 に 行 わ ず 、 シ ス テ ム 導 入 作 業 ま で 行 っ て

し ま う 。 そ の た め 、 シ ス テ ム の 受 け 渡 し が 終 わ っ た 後 、 住 民

は 利 用 方 法 が わ か ら ず 、 さ ら に 不 具 合 が 出 た 場 合 、 対 処 方 法

が わ か ら す 、 そ の ま ま 利 用 さ れ な く な っ て し ま う 可 能 性 が あ

る 。 こ う し た 状 況 を 避 け る に は 、 マ ニ ュ ア ル の 整 備 や 初 期 段

階 で の 積 極 的 な 支 援 を 行 い 、 住 民 か ら の 疑 問 を 引 き 出 す こ と

が 重 要 で あ る 。  
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③ 「 嗜 好 」  

シ ス テ ム 提 供 側 が 想 定 し た 作 業 内 容 と 、 地 域 の 住 民 が 行 い

た い 内 容 が 異 な る 場 合 が あ る 。 最 初 は 住 民 も 継 続 し て 作 業 を

行 う が 、 そ れ 以 上 の 発 展 は 望 め ず 、 や が て 、 何 か の き っ か け

（ 自 治 会 の 役 員 交 代 な ど ）に よ り 利 用 さ れ な く な っ て し ま う 。

そ こ で 、 上 記 の 「 理 解 度 」 の 解 決 方 法 と 同 様 に 住 民 と 連 絡 を

密 に 取 り 、 住 民 が 作 業 内 容 を 十 分 理 解 し た 上 で 、 さ ら に 住 民

に 聞 き 取 り 調 査 を 行 い 、 彼 ら の 期 待 す る 内 容 に 改 良 す る 必 要

が あ る 。  

 

④ 「 条 件 下 で の 稼 働 」  

行 政 機 関 の よ う に 全 て の 対 象 者 が 何 ら か の 形 で シ ス テ ム を

利 用 す る 機 会 が あ れ ば 、 担 当 者 の 代 わ り に 他 の 人 が 作 業 を 行

う こ と は 可 能 で あ る 。 し か し 、 地 域 住 民 の 場 合 、 シ ス テ ム の

操 作 が 自 治 会 役 員 や 自 主 防 災 組 織 の リ ー ダ ー な ど 限 ら れ た 人

し か 利 用 機 会 が な い 。 そ の た め 、 シ ス テ ム の 存 在 自 体 を 知 ら

な い 人 も 発 生 す る 。 だ が 、 災 害 時 に は 主 と な る 自 治 会 役 員 や

自 主 防 災 組 織 の リ ー ダ ー が い る と は 限 ら ず 、 居 た と し て も 安

否 確 認 作 業 の み に 注 力 で き る と は 限 ら な い 。 こ う し た ケ ー ス

の よ う に 、 操 作 で き る 人 が 限 ら れ る な ど 、 稼 働 に 一 定 の 条 件

が 必 要 な シ ス テ ム で は 緊 急 時 の 利 用 可 能 性 が 保 証 で き な く な

る 。 災 害 時 の 人 手 不 足 の 際 に 、 多 く の 人 が シ ス テ ム を 問 題 な

く 利 用 可 能 と す る た め に 、 地 域 住 民 に は 集 中 的 な 教 育 と 慣 れ

に よ り 支 援 な く 作 業 で き る よ う に す る こ と を 提 案 す る 。  
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⑤ 「 利 用 条 件 」  

先 の 「 嗜 好 」 で 述 べ た 内 容 と 一 部 重 な る が 、 先 行 す る シ ス

テ ム の 多 く は 安 否 確 認 な ど 主 目 的 の 操 作 に つ い て は 比 較 的 簡

単 な も の が 多 い が 、 そ れ 以 外 の 操 作 が 複 雑 な た め 利 用 者 の 作

業 可 能 な 行 動 を 狭 め て し ま い 、 普 段 の 活 動 に 利 用 す る こ と が

で き ず 、 災 害 時 の み に 使 う シ ス テ ム と 認 識 し て し ま い 定 着 化

を 阻 害 し て し ま う こ と で あ る 。 そ う な ら な い よ う 、 利 用 条 件

を 緩 和 す る た め に 住 民 と 作 業 を 継 続 し て 行 い 、 住 民 が 考 え る

簡 単 な 手 法 の ア イ デ ア を す く い 上 げ 具 体 化 す る と よ い 。  

 

⑥ 「 関 与 の 深 さ 」  

地 域 に シ ス テ ム を 持 ち 込 む 場 合 、 シ ス テ ム の 整 備 か ら 情 報

の 収 集 登 録 、 実 際 の 訓 練 で の 安 否 確 認 作 業 な ど 全 て の 作 業 を

提 供 側 が 中 心 と な り 、 場 合 に よ っ て は 利 用 者 た る 住 民 に 作 業

を 一 切 お こ な わ せ ず に 導 入 す る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 提 供

さ れ る 側 は 実 際 の 作 業 か ら は 知 識 や 理 解 を 得 る こ と な く 作 業

を 終 え て し ま う 。 こ う な る と 、 継 続 し て 利 用 を 続 け る 場 合 の

動 機 が 見 い だ せ な く な り 、 定 着 化 が 難 し く な る 。 シ ス テ ム 導

入 時 か ら 住 民 の 参 加 を 促 し 、 当 事 者 意 識 を 高 め る 事 が 重 要 と

考 え る 。 な お 、 こ の こ れ ら の 課 題 を 表 3 - 1に 整 理 し て い る 。  

 

表 3-1 シ ス テ ム 実 装 時 の 課 題  

 
内容 原因 解決方法

コスト 予算の関係で継続的な利用や他地域への展開ができない 最新の機器やシステムの導入 地域の規模に合ったシステムの構築
理解度 住民がシステムの理解ができず活用できない 不充分な説明と対応 マニュアルの整備やこまめな支援・指導
嗜好 利用者がやりたいことが提供されたシステムではできない 提供側と利用側のギャップ 提供者と利用者の相互理解
条件下での稼働 災害時など不測の事態にシステムを利用できる人がいない システムの利用者の限定 多くの住民が利用できるような環境整備
利用条件 汎用的なシステムにもかかわらず利用方法が限られてしまう 複雑なシステム、説明不足 利用方法の提案と指導
関与の深さ 住民のシステム利用への興味・継続性が失われる システム導入時に担う作業の量 システム導入時から参加協力を促す  
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3 . 3  安 否 確 認 に 必 要 な 作 業 内 容 と 情 報 処 理 に 関 す る 検 討  

安 否 確 認 に 必 要 な 作 業 内 容 と 情 報 処 理 の 方 法 な ど は 、 個 人

情 報 保 護 な ど 導 入 後 に 起 こ り 得 る 問 題 を 把 握 し た う え で 、 提

案 し な け れ ば な ら な い 。 継 続 的 に シ ス テ ム が 利 用 さ れ る た め

に も 、 は じ め に 住 民 の 了 解 を 得 て 収 集 す べ き 情 報 の 種 類 と 収

集 方 法 を 決 め る 必 要 が あ る 。 ま た 、 本 研 究 の 目 的 で あ る 、 人

命 救 助 に 必 要 な 最 低 限 の 情 報 と は 何 か と い っ た 事 柄 も 十 分 に

吟 味 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

そ こ で 、 安 否 確 認 が 住 民 の 手 に よ り 行 わ れ る 前 提 で 、 実 施

さ れ る と 想 定 さ れ る 活 動 内 容 を 定 め 、 そ の と き に 最 低 限 必 要

な 情 報 の 項 目 を 本 節 で は 明 確 に す る 。  

 

3 . 3 . 1 安 否 確 認 の 目 的 と 作 業 内 容 に 関 す る 検 討  

 

( 1 ) 課 題 の 抽 出  

災 害 時 の 情 報 収 集 は 救 命 や 状 況 把 握 の 点 か ら 非 常 に 重 要 で

あ る 。 安 否 確 認 は 様 々 な 方 法 で 行 わ れ 、 安 否 情 報 は 重 要 な 役

割 を も た ら す 。山 田 ら [3]は 、新 潟 中 越 沖 地 震 に よ る 災 害 を 踏

ま え て 、 災 害 発 生 直 後 の 応 急 対 応 期 の 民 と 民 の 安 否 確 認 方 法

と 民 か ら 公 へ 情 報 を 集 め る 方 法 に つ い て 整 理 し 、 既 存 の 手 法

に よ る 公 の 情 報 収 集 の 可 能 性 と 課 題 を 指 摘 し て い る 。 こ こ で

は 安 否 確 認 方 法 に つ い て 、 個 人 単 位 で 自 ら の 安 否 を 伝 え る 手

段 と し て 次 の よ う な 方 法 を 紹 介 し て い る 。  

・ 情 報 通 信 シ ス テ ム を 利 用 し た 安 否 確 認 と し て 、 音 声 に よ る

災 害 伝 言 ダ イ ヤ ル や イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た IAA（ I Am  
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Alive）  

・ 情 報 通 信 シ ス テ ム を 利 用 し な い 安 否 確 認 方 法 と し て 、 近 隣

住 民 同 士 に よ る 住 居 訪 問 に よ る 確 認  

・ 携 帯 電 話 の 位 置 情 報 を 利 用 し た 安 否 確 認  

さ ら に 、 新 潟 中 越 沖 地 震 以 降 に 様 々 な 情 報 通 信 技 術 、 特 に

情 報 発 信 は 携 帯 機 器 な ど を 利 用 し た twit ter な ど の SNS に よ

り 、 個 人 間 の 安 否 確 認 方 法 が 充 実 し た 。  

東 日 本 大 震 災 に 行 わ れ た 安 否 確 認 方 法 も 含 め 、 主 な 安 否 確

認 方 法 の 目 的 や 対 象 、 使 用 す る 情 報 に つ い て 分 類 し た 結 果 は

表 3 -2 の よ う に な る 。  

 

表 3-2 安 否 確 認 方 法 の 分 類  

 
方法 目的 第三者への情報共有 対象 事前準備 利用情報

訪問等による対面確認 個人間の安全確認 非共有 家族・知人 不要 氏名など

電話 個人間の安全確認 非共有 家族・知人 不要 電話番号
メール 個人間の安全確認 非共有 家族・知人 不要 メールアドレス
災害伝言ダイヤル 個人・複数人の安全確認 共有が可能 家族・知人 不要 電話番号
災害用伝言板サービス 個人・複数人の安全確認 共有が可能 家族・知人 不要 電話番号
Twitter・SNS 個人・複数人の安全確認 共有 家族・知人 不要 ID
GooglePesonFinder 個人・複数人の安全確認 共有 家族・知人 不要 氏名
IAA 個人・複数人の安全確認 共有が可能 家族・知人 不要 氏名・あだ名
企業・学校など安否確認サービス 事業計画・全体の状況把握 非共有 社員・生徒 要 個人ID

本研究
個人間の安全確認
全体の状況把握

共有が可能
家族・知人
地域住民

要 個人ID（地図座標）
 

こ こ で 着 目 す べ き 点 は 、 企 業 ・ 学 校 を 除 く ほ と ん ど の 安 否

確 認 が 個 人 の 安 全 を 確 認 す る こ と を 主 目 的 と し て い る 事 で あ

る 。 災 害 時 に は 、 個 人 間 で お 互 い の 状 況 を 知 ら せ 合 う 小 規 模

な も の か ら 、 避 難 所 で の 被 災 者 の 状 況 を ま と め る よ う な 大 規

模 な も の ま で 、 様 々 な 目 的 で 安 否 確 認 が 行 わ れ る も の の 被 災

地 で の 救 命 活 動 に 利 用 さ れ た 安 否 情 報 は 少 な い 。 こ れ ら の 安

否 情 報 を 集 約 し て 利 用 す る こ と が で き れ ば 、 被 災 状 況 把 握 に

も 寄 与 で き る が 、 後 に 述 べ る 法 的 な 制 約 や 確 認 の 目 的 の 違 い

か ら 集 約 が 十 分 に 行 え て い な い の が 現 状 で あ る 。 阪 神 ・ 淡 路
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大 震 災 か ら 現 在 ま で 情 報 収 集 に は 問 題 が 多 く 、 特 に 個 人 の 安

否 情 報 の 収 集 と 整 理 に 課 題 が 残 っ た ま ま で あ る と 言 え る 。 東

日 本 大 震 災 の 被 災 地 で は 、 不 明 の 家 族 ・ 親 戚 を 探 し て 、 避 難

所 を 回 っ た 事 例 も 報 告 さ れ て い る [4][5]。 こ れ ら の 事 例 か ら

も 災 害 時 の 正 確 か つ 迅 速 な 情 報 収 集 ・ 整 理 は 今 後 解 決 す べ き

重 要 な 課 題 で あ る と み な す こ と が で き る 。  

 

( 2 ) 課 題 の 解 決 方 法 の 提 案  

 本 研 究 で は 、 地 域 管 理 シ ス テ ム を 人 命 救 助 な ど の 救 助 活 動

に 役 立 て た い 。 そ こ で 、 救 助 活 動 に 役 立 て ら れ る シ ス テ ム の

機 能 と そ れ に 必 要 な 情 報 に つ い て 提 案 を 行 う 。 安 否 確 認 は 目

的 に 応 じ て 、 内 容 や 対 象 、 利 用 す る 情 報 が 異 な る 。 本 研 究 で

は 避 難 所 に お け る 安 否 確 認 の 迅 速 化 ・ 正 確 化 を 目 的 と し て い

る 。 以 下 に 提 案 す る 安 否 確 認 の 方 法 に つ い て ま と め る 。 本 研

究 で 提 案 す る 安 否 確 認 方 法 の 主 な 特 徴 は 、 次 の 2 つ で あ る 。  

 

・  避 難 所 に お け る 安 否 確 認  

住 民 自 ら の 互 助 ・ 共 助 に よ る 安 否 確 認 場 所 と し て 避 難 所 を

想 定 す る 。 避 難 所 で の 迅 速 か つ 正 確 な 安 否 確 認 は 、 被 災 者 の

避 難 状 況 を 把 握 し 、 救 助 活 動 に よ っ て 救 え る 命 を 確 実 に 救 う

た め に 、 一 刻 も 早 く 不 明 者 の 情 報 を 得 る 重 要 な 手 段 で あ る 。

避 難 所 単 位 で の 避 難 者 数 の 集 計 や 地 図 上 で の 安 否 の 状 態 の 表

示 な ど 行 政 に 役 立 つ 情 報 も 作 成 で き 、 被 災 者 が 避 難 所 を 移 る

際 の 情 報 管 理 に も 活 用 で き る 。  
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・  住 民 主 体 の 情 報 シ ス テ ム 利 用  

災 害 時 に は 様 々 な 情 報 が 入 り 乱 れ 、 時 間 の 経 過 と と も に 膨

大 な 情 報 の 管 理 が 必 要 と な る た め 、 コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 情

報 管 理 が 有 効 で あ り 、 地 域 住 民 が 主 体 と な っ て 情 報 シ ス テ ム

を 用 い た 安 否 確 認 を 行 う 方 式 を 提 案 し て き た 。 外 部 と 遮 断 さ

れ た 状 況 に お い て も 、 現 場 で 安 否 情 報 を 作 成 し て 救 助 が 必 要

な 人 を 特 定 す る こ と で 迅 速 な 救 命 活 動 を 行 う こ と を 可 能 と し 、

ま た 復 旧 期 に お け る 様 々 な 住 民 主 体 の 対 応 に も 役 立 つ と 考 え

る た め で あ る 。  

こ の よ う な 作 業 は 行 政 職 員 や ボ ラ ン テ ィ ア が 対 応 す る こ と

が 多 い が 、 作 業 を 簡 素 化 し 、 普 段 か ら 慣 れ る 環 境 を 作 る こ と

で 、 住 民 自 ら の 手 で 対 応 は 可 能 で あ る 。  

 

な お 、 本 研 究 で 提 案 す る 安 否 確 認 方 法 は 、 企 業 ・ 学 校 に お

け る 方 法 ・ 役 割 に 近 い 。 し か し 、 先 に 述 べ た よ う に 重 要 な 役

割 を 持 つ 避 難 所 で の 安 否 確 認 の 目 的 を 満 た す も の は な い こ と

か ら 本 提 案 は 価 値 あ る も の と 考 え る 。 さ ら に 、 一 般 的 な 安 否

確 認 で は 要 援 護 者 を 主 と し た も の が 多 い 中 で 、 安 否 確 認 の 対

象 を 地 域 住 民 全 て と し て い る こ と も 、 地 域 住 民 同 士 に よ る 防

災 活 動 、 特 に 状 況 把 握 や 上 位 機 関 へ の 集 約 情 報 を 伝 え る メ リ

ッ ト の 大 き さ か ら 意 義 が あ る 。  

 

3 . 3 . 2 安 否 確 認 に 必 要 な 機 能 に 関 す る 検 討  

 先 に 述 べ た 作 業 を 実 現 す る に あ た り 、 利 用 す る シ ス テ ム で

は 次 の よ う な 機 能 （ シ ス テ ム で で き る 事 ） を 提 案 す る 。  
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・  位 置 情 報 （ 座 標 ） を キ ー と し た 情 報 管 理  

 安 否 不 明 者 の 捜 索 の た め に 家 屋 を 特 定 で き る こ と は 重 要 で

あ る 。 提 案 方 式 に お い て は 、 位 置 情 報 を 地 図 上 の 座 標 と し て

扱 い 、文 字 と し て の「 住 所 」は 自 宅 敷 地 等 の 属 性 と し て 扱 う 。

こ の こ と に よ り 、 住 所 よ り も 正 確 に （ た と え 地 理 に 明 る く な

い 場 合 で も ） 位 置 が 把 握 で き る 他 、 安 否 不 明 者 が 多 い エ リ ア

の 発 見 、 情 報 の 集 約 が 簡 便 に な る 等 、 多 く の メ リ ッ ト が 生 じ

る 。 な お 、 名 前 や 住 所 を キ ー と し た 場 合 、 個 人 情 報 保 護 の 点

か ら 利 用 が 制 限 さ れ る 可 能 性 が 高 い 。  

 

・  一 目 で わ か る 避 難 者 数 の 表 示 と リ ス ト の 作 成  

 地 区 内 で の 避 難 所 運 営 に お い て 、避 難 者 数 の 迅 速 な 把 握 は 、

避 難 所 の 運 営 や 上 位 機 関 で あ る 行 政 へ の 報 告 と 支 援 の 依 頼 な

ど 非 常 に 重 要 で あ る 。そ こ で 、上 記 の 地 図 の 表 示 だ け で な く 、

リ ス ト 作 成 と 時 間 ご と の 人 数 の 把 握 が 可 能 で あ れ ば 、 よ り 良

い 作 業 支 援 に つ な が る 。  

 

3 . 3 . 3 安 否 確 認 に 必 要 な 情 報 処 理 に 関 す る 検 討  

 

( 1 ) 課 題 の 抽 出  

災 害 時 に は 様 々 な 目 的 で 安 否 確 認 が 行 わ れ る も の の 被 災 地

で の 救 命 活 動 に 利 用 さ れ る 安 否 情 報 は 少 な い 。 理 由 の 一 つ に

安 否 確 認 時 の 情 報 処 理 に 課 題 が あ る 。  

例 え ば 、 避 難 所 で 行 わ れ る 安 否 確 認 の 成 果 は 、 安 否 の う ち

「 安 」 が 確 認 さ れ た 被 災 者 が リ ス ト 化 さ れ る 。 ま た 、 時 間 経
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過 と と も に 死 者 な ど 「 否 」 の 被 災 者 も リ ス ト 化 さ れ る 。 こ の

リ ス ト を 利 用 し 、 安 否 の 確 定 者 以 外 を リ ス ト か ら 抽 出 す る こ

と で 、 不 明 者 を 特 定 す る こ と が で き る が 、 従 来 の 安 否 確 認 で

は 、 多 く の 避 難 者 が 短 い 時 間 帯 に 避 難 所 へ 集 中 す る 。 そ の た

め 、 人 数 の 確 認 に 手 間 取 っ た り 、 状 況 把 握 の 正 確 性 や 迅 速 性

に 問 題 が 生 じ る 。ま た 、地 域 に よ っ て は 同 じ 名 字 が 多 い の で 、

名 前 だ け で な く 住 所 に よ る 判 別 が 必 要 と な る 。 こ の よ う に 安

否 確 認 に 必 要 な 情 報 を 得 る た め に は 必 然 的 に 迅 速 か つ 大 量 の

内 容 登 録 と 処 理 が 必 要 と な る の で あ る 。  

 

( 2 ) 課 題 の 解 決 方 法 の 提 案  

上 記 の 課 題 に つ い て 、 作 業 目 的 に 必 要 な 情 報 処 理 の 側 面 か

ら 安 否 確 認 の た め の 手 法 と し て 、 確 認 が 必 要 な 人 の 特 定 と 救

助 の 流 れ に 関 す る 、 図 3 -2 の 手 順 を 提 案 し た 。   

 

図 3- 2 安 否 確 認 の 手 順  
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住 民 リ ス ト に は 、 家 屋 の 位 置 座 標 を キ ー と し て 、 家 族 の 人

数 、 氏 名 な ど 安 否 確 認 お よ び 普 段 の 情 報 管 理 に 必 要 な 情 報 を

事 前 に 登 録 す る 。 こ れ は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 情 報 処 理 さ れ た 安

否 確 認 の 結 果 に 位 置 情 報 が 付 与 さ れ て い る 場 合 、 地 域 （ 避 難

所 ）単 位 の 安 否 情 報 の 分 布 が 空 間 的 に 把 握 で き る 。こ う し て 、

住 所 、地 図 上 の 位 置 、人 数 な ど の 情 報 を 提 示 す る こ と に よ り 、

安 否 の 確 認 が 取 れ て い な い 人 ・ 世 帯 の 捜 索 に つ い て 、 方 針 ・

方 策 を 立 て る こ と に 役 立 て る た め で あ る 。（ 図 3- 3 参 照 ）   

 

図 3-3 住 民 に よ る 安 否 確 認 の フ ロ ー  

 

さ ら に 、図 3 -4 の よ う に QR コ ー ド 化 し た 位 置 情 報 を 付 与 し

た Q R カ ー ド を 提 供 し て お く 。  
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図 3- 4 住 民 が 保 持 す る カ ー ド （ Q R カ ー ド ）  

 

 こ れ は 災 害 発 生 後 に 避 難 所 に 来 た 避 難 者 は 、 コ ン ピ ュ ー タ

に 事 前 に 登 録 し た 情 報 を QR カ ー ド に よ る 認 証 を 使 用 す る こ

と で 、迅 速 で 正 確 な 安 否 確 認 を 行 う た め の 手 法 で あ る 。ま た 、

カ ー ド を 保 持 し て い な い 住 民 も 氏 名 の 復 唱 、 地 図 画 面 を 指 さ

し て の 住 所 確 認 な ど に よ り 、 安 否 確 認 を 行 う こ と が で き る こ

と が 必 要 で あ る 。  

今 後 、 同 様 の 安 否 確 認 が 各 避 難 所 で 行 わ れ る な ら ば 、 避 難

所 ご と の 安 否 確 認 結 果 が 行 政 機 関 等 で 統 合 さ れ 各 避 難 所 に 再

配 布 さ れ る こ と に よ っ て 、 別 の 避 難 所 に い る 家 族 等 も 把 握 で

き る 。 指 定 と は 別 の 避 難 所 に 避 難 し た 住 民 の 確 認 は 大 き な 課

題 で あ る が 、 本 研 究 の 提 案 は こ の よ う な ケ ー ス も 既 に 想 定 し

て い る 。  
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3 . 3 . 4 安 否 確 認 に 必 要 な 情 報 に 関 す る 検 討  

 

( 1 ) 課 題 の 抽 出  

3.3.1 で 述 べ た 通 り 、 災 害 時 に は 個 人 間 で お 互 い の 状 況 を

知 ら せ 合 う 小 規 模 な も の か ら 、 避 難 所 で の 被 災 者 の 状 況 を ま

と め る よ う な 大 規 模 な も の ま で 、 様 々 な 目 的 で 安 否 確 認 が 行

わ れ る も の の 被 災 地 で の 救 命 活 動 に 利 用 さ れ る 安 否 情 報 は 少

な い 。 ま た 、 作 成 さ れ た 情 報 が う ま く 活 か さ れ な い こ と が 多

い 。そ こ で 、本 項 で は 作 業 に 必 要 な 情 報 に つ い て 提 案 を 行 う 。  

 

( 2 ) 課 題 の 解 決 方 法 の 提 案  

次 に 先 に 提 案 し た 安 否 確 認 方 式 を 実 現 す る た め に 必 要 と な

る 住 民 情 報 に つ い て 述 べ る 。 こ れ は 、 後 述 す る 地 域 管 理 シ ス

テ ム で 利 用 す る 「 QR カ ー ド 」 と 「 住 民 リ ス ト 」 に 付 与 す る 情

報 項 目 と な る 。  

人 命 救 助 作 業 に は 、住 民 が「 ど こ に 」「 何 人 」居 住 し て い る

か 把 握 で き れ ば よ く 、 こ う し た 情 報 を も と に 、 地 図 か ら 安 否

確 認 が 取 れ て い な い 居 住 地 を 探 し 出 し 、 救 助 に 向 か う こ と が

で き る 。し た が っ て 、「 地 図 上 の 位 置（ 座 標 ）」と「 居 住 者 数 」

は 必 須 と な る 。  

た だ し 、 こ れ ら の 情 報 だ け で は 避 難 所 で の 安 否 確 認 の 方 法

が（ QR カ ー ド に よ る チ ェ ッ ク と 地 図 に よ る 指 さ し 確 認 に ）限

ら れ て し ま い 、 時 間 を 要 し て し ま う こ と 、 さ ら に は 救 助 の 際

の 呼 び か け の 際 に も 役 立 つ こ と か ら 、「 氏 名（ も し く は ニ ッ ク

ネ ー ム ）」 の 情 報 も 含 む こ と が 望 ま し い 。 ま た 、「 電 話 番 号 」
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や 「 要 援 護 者 の 有 無 」 な ど も 、 大 雨 な ど 時 間 的 な 猶 予 の あ る

災 害 に お い て は 有 益 な 情 報 と な る と 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、 後 述 の 野 原 区 で は 「 平 日 の 在 宅 者 の 有 無 」 な ど 、

そ の 他 の 情 報 も 登 録 し て い る 。 安 否 確 認 に 直 接 関 係 の な い 情

報 も あ る が 、 普 段 か ら の 地 域 で の 防 災 活 動 に 役 立 つ と 考 え 収

集 し た も の で あ る 。 以 上 よ り 、 提 案 方 式 に よ る 安 否 確 認 等 に

必 要 な 情 報 は 表 3 -3 の よ う に 整 理 で き る 。  

 

表 3-3 安 否 確 認 等 に 用 い る 情 報  

 必須情報 オプション情報 任意情報（野原区の場合）

地図上の位置（座標） 氏名（ニックネーム） 住所
居住者数 電話番号 年齢

要援護者の有無 性別
血液型
平日昼間の在宅
住所
常用薬
持病・慢性疾患
平日昼間に災害支援が
可能な人の有無  

さ て 、こ れ ら の 情 報 は 基 本 的 に は Q R カ ー ド と 住 民 リ ス ト の

い ず れ に 記 載 さ れ て い て も 構 わ な い 。 地 域 性 や 住 民 の 賛 同 状

況 に 応 じ て 記 載 「 で き る 」 項 目 と 割 振 り を 定 め 、 個 々 の 住 民

が 必 要 と 思 う 情 報 を 登 録 す れ ば よ い 。 た だ し 、 以 下 に 示 す 内  

容 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 住 民 リ ス ト を 併 用 し な い 場

合 に は 、 QR カ ー ド へ の 記 載 項 目 が 多 く な る 。  

 

・避 難 所 で の 突 合 の た め に キ ー 項 目 と な る「 地 図 上 の 位 置（ 座

標 ）」 は 、 QR カ ー ド 、 住 民 リ ス ト の 双 方 に 記 載 が 必 要 と な

る 。  
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・ QR カ ー ド は 急 病 ・ 事 故 等 で 意 識 を 失 っ た 場 合 の 利 用 も メ リ

ッ ト と し て 提 案 し て い る 。 提 案 に 沿 え ば 、 常 用 薬 や 持 病 ・

慢 性 疾 患 と い っ た 項 目 は 、 QR カ ー ド 上 へ 登 録 す る 方 が 望 ま

し い と 言 え る 。  

・安 否 が 未 確 認 の 状 況 で 避 難 所 が 把 握 で き た 方 が 良 い 情 報 は 、

住 民 リ ス ト へ の 記 載 項 目 と す る 必 要 が あ る 。 上 述 の 「 電 話

番 号 」「 要 援 護 者 の 有 無 」 や 、「 平 日 昼 間 の 在 宅 状 況 」 な ど

で あ る 。  

 

3 . 4  安 否 情 報 の 提 供 方 法 に 関 す る 検 討  

前 項 で 述 べ た よ う に 、 筆 者 ら の 提 案 は 避 難 所 に お け る 安 否

確 認 の 迅 速 化 ・ 正 確 化 を 目 的 と し て お り 、 安 否 確 認 が と れ な

い 住 民 を 情 報 集 約 の 結 果 と し て 抽 出 す る こ と が 最 も 重 要 な 機

能 と な る 。 こ う し た こ と か ら 、 地 域 住 民 全 員 の 情 報 を 収 集 ・

管 理 の 対 象 と し て い る わ け で あ る 。 こ の 作 業 を 正 確 か つ 迅 速

に 行 う た め に は 、 事 前 に 住 民 の 情 報 を 整 備 し て 、 安 否 確 認 済

み の 住 民 を 迅 速 に 集 約 し 、 未 確 認 の 住 民 の 詳 細 情 報 を 把 握 で

き る よ う に す る こ と が 効 果 的 で あ る 。 し か し な が ら 、 対 象 範

囲 を 住 民 全 員 と す る こ と は 、 事 前 の 情 報 収 集 へ の 同 意 、 あ る

い は 強 制 的 に 収 集 を 行 う こ と は 困 難 が あ る こ と を 同 時 に 意 味

す る 。  

筆 者 ら の 提 案 方 式 は 、 個 人 の 情 報 を 必 要 な 時 に 収 集 し や す

く す る た め の 、 地 域 住 民 の 手 に よ る 事 前 準 備 （ 住 民 リ ス ト の

作 成 な ど ） を 促 し な が ら も 、 こ う し た 対 応 が な く て も 災 害 時

に 機 能 す る 方 式 で あ る こ と 、 そ し て そ の 中 で 、 被 災 時 に 有 効
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な 情 報 を 個 々 人 が 保 有 し 、 避 難 所 で の 情 報 集 約 に 役 立 て る 情

報 媒 体 の 提 案 を 行 っ て い る こ と が 特 長 で あ る 。  

本 項 で は 、 こ う し た 情 報 収 集 に 関 す る 提 案 方 式 に つ い て 説

明 を 加 え る と と も に 、 既 存 の 方 式 と の 相 違 に つ い て 考 察 を 行

う 。  

 

3 . 4 . 1 提 案 す る 情 報 収 集 の 方 法 実 現 の 課 題  

提 案 す る 方 式 の 主 な 特 長 は 、 安 否 が 確 認 で き な い 住 民 の 地

図 上 で の 家 屋 の 位 置 把 握 で あ る 。 つ ま り 、 全 家 屋 の 位 置 が 登

録 さ れ た 地 図 情 報 さ え あ れ ば 、 避 難 し て き た 住 民 の 家 屋 を マ

ー キ ン グ で き る 。 こ の こ と に よ り 住 民 の 安 否 情 報 が 付 与 さ れ

て い な い 家 屋 を 区 別 で き 、 救 援 を 要 す る 可 能 性 の あ る 世 帯 と

し て 抽 出 で き る 。  

そ し て 、 安 否 確 認 の 登 録 作 業 へ の 工 夫 と し て 以 下 で 述 べ る

「 QR カ ー ド の 携 帯 」や「 住 民 リ ス ト の 事 前 作 成 」を 促 す こ と

で 、 確 認 作 業 を よ り 迅 速 か つ 正 確 に 行 え る よ う に す る 。 こ の

よ う に 本 提 案 は 、最 低 限 の 条 件 に お い て も そ の 機 能 を 維 持 し 、

か つ そ の 効 果 を 高 め る 方 法 を 持 つ 、 い わ ば 強 靱 性 と 柔 軟 性 を

合 わ せ 持 つ 方 式 で あ る と 言 う こ と が で き る 。  

 

3 . 4 . 2 情 報 収 集 方 法 の 提 案 ： QR カ ー ド 方 式 に よ る 情 報 提 供  

QR カ ー ド と は 、Q R コ ー ド と 呼 ば れ る 2 次 元 バ ー コ ー ド に 個

々 人 の 情 報 を 変 換 し た も の を 添 付 し た カ ー ド の こ と で あ り 、

住 民 全 員 が 平 常 時 か ら 保 持 す る こ と を 提 案 し て い る 。 地 区 内

で 被 災 時 に プ ラ イ バ シ ー 情 報 の リ ス ト を 電 子 化 す る こ と を 予
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定 ・ 準 備 す る こ と に 同 意 が 得 ら れ る な ら ば 、 こ の 準 備 の 一 環

と し て 、個 人 に と っ て の 利 点 を 主 張 す る QR カ ー ド は そ の 解 決

策 と な り 、 避 難 所 に お い て こ の カ ー ド を 読 み 取 る こ と で 、 労

力 の 軽 減 と 誤 入 力 の 削 減 が 可 能 と な る 。  

QR カ ー ド の 携 帯 に 関 し て は 、各 人 に と っ て の 利 点 を 理 解 し

て も ら う こ と が 推 奨 の 手 段 と な る 。 常 用 薬 な ど の 情 報 が 正 確

に 入 力 さ れ て い れ ば 、 避 難 所 に お け る 必 要 な 物 資 情 報 の 集 約

だ け で な く 、 事 故 等 で 意 識 を 失 っ た 際 に 情 報 を 伝 え る た め に

も 役 立 つ 。 さ ら に 平 時 の 地 域 イ ベ ン ト 等 で の 出 席 確 認 や 図 書

館 で の 利 用 に よ り 、 カ ー ド の 携 帯 や 情 報 利 用 の 理 解 向 上 に つ

な げ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 QR カ ー ド 利 用 の 提 案 は 、

助 か り た い 人 が 自 発 的 に 所 持 し 、 さ ら に 地 域 で 相 互 に 助 け 合

う こ と を 企 図 し た 仕 組 み で あ る こ と が 、 そ の 特 長 で あ る と 言

え る 。  

一 方 、 こ う し た 取 り 組 み を 地 域 で 進 め る 際 に は 反 対 者 が 出

る こ と が 想 定 さ れ る 。 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 、 カ ー ド を 用 い た

情 報 シ ス テ ム を 持 つ こ と を 懸 念 す る 理 由 に は 、 個 人 情 報 の 扱

い 、コ ス ト 、有 効 性 、変 更 の 容 易 性 と い っ た 事 項 が 存 在 し た 。

大 半 の 懸 念 事 項 は 、 以 下 の 事 実 を 説 明 す る こ と で 解 消 で き る

と 考 え る 。 ま ず 有 効 性 に 関 し て は 、 複 数 地 区 で の 防 災 訓 練 に

よ り 実 証 済 み [11 ][12]で あ り 、ま た 、コ ス ト も IC チ ッ プ な ど

を 使 わ な い た め 安 価 で あ る 。 変 更 の 容 易 性 に つ い て は 、 デ ー

タ を QR コ ー ド へ 変 換 す る 方 法 は 公 開 さ れ て お り 、様 々 な 方 法

で デ ー タ 変 更 は 容 易 と な っ て い る 。 自 治 会 や 役 場 で も 変 更 可

能 で あ る 。  
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つ ま り 、 個 人 情 報 の 取 り 扱 い の 点 で 住 民 の 安 心 を 得 る 事 が

で き れ ば 、 懸 念 要 因 は 払 拭 で き る 。 な お 、 こ の カ ー ド は 紛 失

し て も 個 人 を 直 接 的 に 特 定 で き る 情 報 は 入 っ て お ら ず 漏 洩 に

よ る リ ス ク は な い 。 ま た 、 盗 難 と い う 点 で は 、 身 分 証 明 書 な

ど の 他 の 方 式 と 大 差 は な い 。  

も ち ろ ん 、避 難 者 が 携 帯 す る QR カ ー ド を 活 用 し て 情 報 集 約

を 行 お う と す る こ の 方 式 で は 、 全 員 が 所 持 し て い る こ と は 期

待 で き な い 。 し か し 仮 に 半 数 で も カ ー ド を 持 っ て 来 れ ば 、 大

幅 な 作 業 の 能 率 と 正 確 性 の 向 上 を 図 れ る こ と と な る 。 安 否 未

確 認 者 の 捜 索 は 一 刻 を 争 う こ と 、 避 難 所 で の 受 付 の 際 に は 入

力 ミ ス が 多 い こ と が 予 測 さ れ 、 そ の 確 認 も 困 難 で あ る こ と を

鑑 み る と そ の 効 果 は 大 き い 。  

 

3 . 4 . 3 情 報 収 集 方 法 の 提 案 :住 民 リ ス ト の 事 前 作 成  

 本 安 否 確 認 作 業 を QR カ ー ド の み で 運 用 す る 場 合 、救 援 活 動

の 効 率 化 に は 限 界 が あ る 。安 否 未 確 認 者 の 情 報 を 得 る 方 法 が 、

避 難 者 か ら の 伝 聞 や 地 図 に 表 示 さ れ た 家 屋 情 報 を 元 に 直 接 家

屋 を 訪 問 し て の 確 認 に 限 ら れ る た め 、 救 援 対 象 者 を 抽 出 す る

作 業 に 時 間 が か か っ て し ま う 。 ま た 発 災 後 に 住 民 主 体 で 情 報

を 整 備 す る と な れ ば 、 住 民 の 情 報 に 抜 け や 漏 れ が 生 じ る 可 能

性 が 高 く 、 外 部 か ら バ ッ ク ア ッ プ 等 の 情 報 を 入 手 し 利 用 す る

こ と に も 、 準 備 時 間 を 要 し 確 認 作 業 に 遅 れ が 生 じ る [13][ 14]

こ と が 危 惧 さ れ る 。   

そ こ で 筆 者 は 、 Q R カ ー ド に よ る 情 報 の 個 人 保 有 に 加 え 、事

前 に 住 民 の 許 可 を 得 た 情 報 を 住 民 リ ス ト と し て 準 備 ・ 管 理
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し 、 災 害 時 の 救 援 活 動 を 補 強 す る こ と を 提 案 し て い る 。  

QR カ ー ド を 読 み 取 っ て 住 民 リ ス ト の 内 容 と（ 住 居 の 位 置 座 標

を キ ー と し て ） 突 合 す る こ と で 、 リ ス ト 上 に 「 確 認 マ ー ク 」

が 記 載 さ れ 、 こ の マ ー ク が な い 人 を 安 否 不 明 者 と み な し て 、

捜 索 対 象 と す る 方 式 で あ る 。さ ら に 、 QR カ ー ド を 忘 れ た 人 へ

の 名 前 に よ る 簡 便 な 確 認 が 可 能 と な る 。 こ う し て 、 確 認 さ れ

て い な い 人 の 抽 出 が 容 易 と な る 。  

こ こ で い う「 住 民 リ ス ト 」は あ く ま で QR カ ー ド に 記 載 さ れ

た 個 人 の 情 報 を 迅 速 に 収 集 す る た め の も の で あ っ て 、 自 宅 位

置 座 標 と 世 帯 別 の 登 録 人 数 に よ り 突 合 で き る 。 さ ら に 、 氏 名

(ニ ッ ク ネ ー ム で も よ い )が あ れ ば 更 新 や 突 合 時 の 確 認 が し や

す く 、 世 帯 単 位 の 安 否 情 報 が 容 易 に 作 成 で き る 。 こ れ を 準 備

す る に は 行 政 か ら 住 民 の 情 報 を 取 得 で き る こ と が 理 想 で あ

る 。  

し か し 、 住 民 リ ス ト は 、 地 域 住 民 主 導 で 作 成 さ れ る こ と が

現 実 的 で 望 ま し い 。 こ れ は 次 の 理 由 か ら で あ る 。 一 つ は 山 田

ら [ 3]や 山 崎 ら [1 5]、 さ ら に 畑 山 [ 1]が 指 摘 し て い る 通 り 、 個

人 情 報 保 護 の 意 識 の 強 ま り に よ っ て 、 自 治 体 に よ る 個 人 情 報

保 護 条 例 の 運 用 が 厳 格 と な り 、 個 人 情 報 の 目 的 外 利 用 ・ 第 三

者 提 供 が 難 し い た め で あ る 。  

内 閣 府 が 行 っ た 調 査 で は 、 防 災 ・ 防 犯 の た め に は 個 人 情 報

を 共 有 ・ 活 用 す る 事 に つ い て 好 意 的 な 回 答 を 得 て い る [12]も

の の 、 実 際 に は 個 人 情 報 保 護 法 の 第 三 者 提 供 の 制 限 （ 23 条 ）

な ど に よ り 、 平 常 時 に は 災 害 時 に 必 要 な 情 報 が 提 供 さ れ に く

い 。 ま た 、 個 人 情 報 と み な す 項 目 に つ い て 、 法 律 で は 氏 名 、
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生 年 月 日 以 外 に は 具 体 的 な 内 容 が 書 か れ て い な い こ と （ 第 2

条 ）、現 在 行 政 か ら 様 々 な 情 報 を 提 供 さ れ た と し て も 、法 律 改

正 に よ り 提 供 が 突 然 な く な る 危 険 性 が あ る こ と か ら 、 継 続 的

な 運 用 が 担 保 で き な い 。 一 方 、 本 人 の 許 可 が あ る 場 合 や 、 対

象 者 に 利 益 が あ る 場 合 は 使 用 可 能 で あ る こ と か ら 、 自 分 達 で

許 可 を 得 て リ ス ト を 作 成 す る 方 法 が 現 実 的 で あ る と 考 え る 。  

さ ら に 、 住 民 が 情 報 を 取 得 す る 理 由 と し て 情 報 へ の 慣 れ が 重

要 だ か ら で あ る 。 住 民 が 許 可 し た 情 報 を 自 分 た ち で 調 査 ・ 管

理 ・ 共 有 ・ 更 新 し た 情 報 を 利 用 す る こ と で 、 門 前 町 の 事 例 の

よ う に 災 害 時 等 に 必 要 な 場 合 に す ぐ に 情 報 を 利 用 で き る 状 態

に な る か ら で あ る 。 例 え ば 、 行 政 提 供 の 情 報 で は 個 人 情 報 保

護 の 関 係 や 災 害 対 応 へ の 忙 殺 の た め に 情 報 提 供 が 遅 れ る 可 能

性 が あ る 。そ の 場 合 、住 民 に よ る 迅 速 な 安 否 確 認 は で き な い 。

し か し 、 自 分 た ち で 準 備 し た 情 報 な ら そ の 心 配 は な い 。 以 上

の 理 由 か ら 住 民 が 率 先 し て 、 事 前 に 住 民 リ ス ト を 作 成 す る べ

き と 考 え る 。  

 な お 、表 3- 4 に 、 QR カ ー ド の み を 用 い る 場 合 と 、事 前 作 成

リ ス ト を 併 用 す る 場 合 の メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト を 整 理 し た 。  

 

表 3- 4 Q R カ ー ド を 用 い る 場 合 と 事 前 作 成 リ ス ト を 併 用 す る 場

合 の 長 所 ・ 短 所  

 長所 短所

個人情報を自己責任で管理できる カード不携帯の場合，無意味になる

個人ごとに登録する情報内容を選択可能
救助活動（安否確認）の活動内容に制限
（但し，行政との連携により改善は可能）

カード携帯を忘れた人の安否確認作業の迅速化 個人情報管理の保証が必要
地域の防災計画に有益な情報として利用可能
（但し，住民の許可は必要）

登録が必要な情報が増える

メンテナンス作業が発生

QRカードのみ

事前作成リスト
併用
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3 . 4 . 4 情 報 収 集 方 法 の 提 案 :情 報 収 集 方 式 と し て の 本 提 案 の

位 置 づ け  

安 否 確 認 に 関 わ る 情 報 収 集 方 式 に 関 し て は 、 事 前 に 災 害 時

要 援 護 者 を リ ス ト 化 す る こ と を 目 的 と し た も の が 多 く 提 案 さ

れ て い る 。 こ れ ら は 次 に 示 す ３ つ の 方 式 に 分 類 さ れ る の が 一

般 的 で あ る 。  

① 不 特 定 に 広 報 を 行 い 、 申 請 し た 人 の 情 報 を 集 め て 登 録 す

る 「 手 あ げ 方 式 」  

② 全 員 の 情 報 を 強 制 的 に 登 録 す る 「 関 係 機 関 共 有 方 式 」  

③ 該 当 者 全 て に 確 認 を 行 い 、 同 意 を 得 た 人 の 情 報 を 集 め る

「 同 意 方 式 」  

近 年 、 希 望 者 が 非 常 時 に 伝 え た い 情 報 を そ れ ぞ れ 自 ら 保 持

す る 方 式 が 、こ れ ら に 加 わ っ た 。そ の 例 が 2 章 で 紹 介 し た「 救

急 医 療 情 報 キ ッ ト 」 で あ り 、 プ ラ イ バ シ ー 保 持 の 観 点 か ら は

非 常 に 有 効 で あ る 。 本 稿 で は 、 こ れ を 「 推 奨 方 式 」 と 呼 ぶ こ

と と し 、 第 四 の 方 式 と 位 置 づ け た 。  

④ 情 報 を 自 分 で 準 備 し 、 持 つ こ と を 推 奨 す る 「 推 奨 方 式 」  

 

地 域 住 民 全 員 の 情 報 を 扱 う た め 、 そ れ ぞ れ の 方 式 が 、 行 政

主 導 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 主 導 で 行 わ れ た 際 の 情 報 収 集 の 可 能

性 に つ い て 整 理 し て み た と こ ろ 、 表 3 -5 の よ う に な っ た 。  

 

表 3-5 4 つ の 方 式 の 情 報 収 集 の 可 能 性  

 ①手上げ方式 ②関係機関共有方式 ③同意方式 ④推奨方式

行政主導
少し難しい
（参加率の少なさに課題）

容易
（規則の改正が必要）

難しい
（対象が多いと非常に手間）

容易
（参加率に課題）

コミュニティ主導
少し難しい
（対象者の多さに左右）

難しい
（対象者の情報入手が困難）

少し難しい
（対象者の多さに左右）

容易
（参加率に課題）  
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「 ① 手 上 げ 方 式 」 は 事 前 に 支 援 を 希 望 す る 住 民 の 情 報 を 集

め て 登 録 し て お く こ と で 災 害 時 の 作 業 を 減 ら す こ と が 可 能 で

あ り 有 効 性 は あ る 。 た だ し 、 対 象 住 民 ご と に 丁 寧 に 確 認 を 取

る「 ③ 同 意 方 式 」や 、公 的 な 情 報 を 得 て 行 わ れ る で あ ろ う「 ②

関 係 機 関 共 有 方 式 」 と 比 べ る と 、 全 員 の 情 報 を 得 る こ と の 実

現 性 は 低 く な っ て し ま う 。  

一 方 、「 ② 関 係 機 関 共 有 方 式 」お よ び「 ③ 同 意 方 式 」は 、災

害 前 の 情 報 収 集 方 法 と し て は 定 着 し て い る が 、 災 害 時 の 活 用

に 関 し て 十 分 な 効 果 を 上 げ て い る 報 告 は 少 な い 。 ま た 、 ③ の

方 法 の 一 つ と し て 全 て の 住 民 情 報 を 事 前 に 入 手 し 、 登 録 を 拒

否 し た 住 民 の 情 報 の み 削 除 し 、 管 理 す る 方 法 な ど も あ る が 、

先 に 情 報 を 収 集 ・ 登 録 す る 必 要 が あ り 、 そ の 情 報 を 得 る た め

に は 行 政 の 支 援 が 必 要 で あ る 。 つ ま り 、 個 人 情 報 保 護 の 観 点

か ら 行 政 か ら の 情 報 提 供 の 可 能 性 は 依 然 と し て 残 る こ と と な

り 、 実 際 に 住 民 主 体 の 運 用 に 至 る ま で に は 、 多 大 な 時 間 と 手

続 き が 必 要 と な る 。  

本 提 案 は 、ま ず Q R カ ー ド に 関 し て は「 ④ 推 奨 方 式 」の １ つ

と 位 置 づ け ら れ る 。 こ の 方 式 の １ つ と し て 先 に 例 示 し た 「 救

急 医 療 情 報 キ ッ ト 」 は 優 れ た 試 み で あ る が 、 も と よ り 全 員 が

キ ッ ト を 持 つ 前 提 で は な い こ と も あ り 、 大 規 模 災 害 時 の 情 報

収 集 手 段 と し て は 実 効 性 が 低 い 。 情 報 が 紙 に 記 さ れ て い る た

め 電 子 化 に は 手 入 力 作 業 が 必 要 と な り 、 大 量 の 避 難 者 が 発 生

す る 、 す な わ ち 大 量 の 情 報 処 理 が 必 要 と な る 場 合 に は 現 実 的

で な い 。  
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QR カ ー ド 方 式 は 、普 段 は 個 人 が 携 帯 す る よ う「 推 奨 」し た

情 報 を 、 災 害 時 に 迅 速 に 集 約 す る た め の 技 術 的 方 法 を 取 り 込

ん だ 方 式 で あ る と 言 え る 。 自 ら の 利 点 が あ る こ と を 所 有 の 動

機 と し て 、 避 難 所 で の 安 否 確 認 に 適 し 、 上 部 機 関 へ の 情 報 提

供 可 能 な 形 態 と な っ て い る 。  

ま た 、 住 民 リ ス ト に 関 し て は 「 ① 手 上 げ 方 式 」 を 基 本 と し

な が ら も 、 地 域 の 総 意 を 得 て 住 民 全 体 の リ ス ト を 作 成 す る こ

と が 望 ま し く 、 こ れ を 目 指 す と い う 意 味 で は 「 ③ 同 意 方 式 」

の 側 面 も 持 つ 。 実 際 、 住 民 の 賛 同 が 得 ら れ る レ ベ ル に 応 じ た

構 成 が 可 能 と な っ て い る 。 例 え ば 、 プ ラ イ バ シ ー に 関 わ る 情

報 を リ ス ト 化 し た り 、 サ ー バ ー に 登 録 せ ず と も 運 用 で き る こ

と が 本 提 案 の 特 長 で あ る が 、 住 民 の 賛 同 を 得 て 集 中 管 理 す る

こ と も ま た 可 能 で あ る 。  

な お 、リ ス ト 登 録 を「 手 上 げ 」を 行 っ た 住 民 に 限 っ た 場 合 、

情 報 把 握 が で き な い こ と か ら 、 緊 急 時 の 支 援 に 限 界 が あ る こ

と を 十 分 に 説 明 し て 理 解 を 求 め て お く こ と に な る 。  

 

3 . 5  避 難 情 報 の 参 照 に 関 す る 検 討  

本 節 で は 安 否 確 認 作 業 で 取 得 し た 、 住 民 ご と の 安 否 情 報 を

ど の よ う に 行 政 や 住 民 が 参 照 ・ 利 用 す る か 検 討 す る 。  

阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 や 東 日 本 大 震 災 で も 見 ら れ た よ う に 、 災

害 時 に 自 分 の 家 に お ら ず 、 職 場 や 別 の 地 域 に 滞 在 し て い る 可

能 性 が あ る 。 特 に 、 東 日 本 大 震 災 で は 発 生 が 昼 過 ぎ と い う こ

と で 、 そ の 問 題 が 顕 著 で あ っ た 。 そ の た め 、 安 否 情 報 が 共 有
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さ れ な い た め 、 被 災 者 は 複 数 の 避 難 所 を 渡 り 歩 き 家 族 の 安 否

確 認 を 行 わ な け れ ば な ら な か っ た 。  

そ こ で 、 収 集 し た 避 難 （ 安 否 ） 情 報 の 取 り 扱 い に つ い て 、

利 用 方 法 や 課 題 に つ い て 先 行 の 研 究 や 防 災 訓 練 の 実 施 結 果 か

ら ま と め る 。 さ ら に 、 災 害 発 生 時 に コ ミ ュ ニ テ ィ 内 に 住 民 が

居 な い 可 能 性 も 考 慮 し 、 行 政 と の 連 携 に つ い て も 述 べ る 。  

 

3 . 5 . 1 避 難 情 報 の 利 用 に 関 す る 現 状 の 課 題  

 2.1 で 述 べ た 通 り 、東 日 本 大 震 災 で は 非 常 に 活 発 に 安 否 確

認 が 行 わ れ た 。し か し 、そ の ほ と ん ど は 被 災 地 外 で 行 わ れ た

も の で 、個 人 単 位 の 安 否 確 認 が 主 で あ っ た 。さ ら に 、被 災 地

内 で は 避 難 所 毎 で 張 り 出 さ れ た 紙 に よ る 避 難 者 の 一 覧 に よ

り 安 否 確 認 が 行 わ れ た 。  

 

写 真 3-1  避 難 所 に 張 り 出 さ れ た 避 難 情 報 の 一 例  

 

ま た 、 事 前 の 準 備 不 足 や 、 安 否 情 報 の 統 一 化 が 図 ら れ て い

な い 事 か ら 、 避 難 所 間 の 情 報 の 共 有 が 十 分 で は な か っ た 。 そ
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の た め 、 点 在 す る 避 難 所 に 何 度 も 家 族 の 安 否 確 認 に 向 か う 住

民 が 多 か っ た 。 こ れ ら 避 難 所 で の 安 否 情 報 は 数 日 た っ て か ら

電 子 化 さ れ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 安 否 確 認 に 利 用 さ れ た 。 し

か し 、 こ れ ら の 情 報 が 人 命 救 助 や 他 の 災 害 活 動 に 利 用 さ れ な

か っ た た め 有 効 活 用 さ れ た と は 言 い 難 い 。 さ ら に 、 被 災 地 内

で は 通 信 環 境 の 課 題 か ら 十 分 な 利 用 は で き な か っ た 。 こ れ は

新 潟 ・ 中 越 沖 地 震 で も 同 様 に 示 さ れ て い る 。  

こ の よ う に 規 模 の 大 き な 災 害 に 伴 う 安 否 確 認 で は 、 被 災 地

内 と 被 災 地 外 の 避 難 情 報 に レ ベ ル の 差 が 発 生 す る 。 さ ら に 、

こ れ ら の 情 報 が 迅 速 か つ 正 確 に 有 効 活 用 で き な か っ た 。 さ ら

に 、 地 域 共 同 体 の 側 面 か ら 見 る と 、 該 当 す る 地 域 が 被 災 地 と

な っ た 場 合 、 居 住 地 の 内 外 で 家 族 や 地 域 の 安 否 確 認 が 難 し い

こ と が 課 題 と な る 。 さ ら に 、 住 民 を 主 体 と し た 情 報 の 管 理 、

災 害 に よ る 住 民 情 報 紛 失 の 防 止 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 間 で の 住 民 情

報 の 共 有 化 が 挙 げ ら れ る 。  

そ こ で 、「 居 住 地 内 外 の 安 否 確 認 」と「 災 害 に よ る 住 民 情 報

紛 失 の 防 止 」、「 コ ミ ュ ニ テ ィ 間 の 住 民 情 報 の 共 有 化 対 策 」 に

つ い て 着 目 し 、 有 効 利 用 方 法 を 提 案 す る 。  

居 住 地 内 外 の 安 否 確 認 は 、 先 に 述 べ た 通 り 、 被 災 時 に 居 住

地 内 か 居 住 地 外 の ど ち ら に い る か に よ っ て 、 安 否 情 報 の 取 得

に 差 が 生 じ る こ と で あ る 。 家 族 が ど こ に い た と し て も 正 確 か

つ 迅 速 に 安 否 確 認 を 行 え る よ う に す る 必 要 が あ る 。  

災 害 に よ る 住 民 情 報 紛 失 の 防 止 に つ い て は 、 東 日 本 大 震 災

で 改 め て 示 さ れ た 課 題 だ が 、 津 波 や 地 震 に よ り 情 報 を 紛 失 す

る 可 能 性 が あ り そ の 場 合 の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 が 重 要 と な る 。
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東 日 本 大 震 災 で は 津 波 に よ り デ ー タ が 紛 失 し 、 さ ら に 、 バ ッ

ク ア ッ プ デ ー タ も な く な っ た た め 、 数 週 間 か け て 国 か ら 鮮 度

の 低 い 住 民 デ ー タ を 受 け 取 り 、 安 否 確 認 が 行 わ れ た 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ 間 の 住 民 情 報 の 共 有 化 に 関 す る 課 題 と は 、 発

災 時 に 他 地 区 に 居 た た め 、 整 備 し た 住 民 情 報 を 利 用 で き な い

と い う 不 利 益 を 被 る 可 能 性 を さ す 。 ま た 、 両 方 が 情 報 を 整 備

し て い る に も か か わ ら ず 、 別 々 の フ ォ ー マ ッ ト や 情 報 項 目 を

利 用 し て い る た め 、 情 報 処 理 に 時 間 が か か り 非 効 率 な 結 果 に

な る 可 能 性 が あ る 。  

 次 に こ れ ら の 課 題 に つ い て 有 効 な 提 案 を 行 う 。  

 

3 . 5 . 2 避 難 情 報 の 有 効 利 用 と 提 案  

 本 研 究 で は 安 否 情 報 を 人 命 救 助 と 家 族 間 の 安 否 確 認 に 役 立

て る 。 先 に 述 べ た 課 題 を 解 決 で き た 場 合 、 安 否 確 認 は 住 民 に

安 全 と 安 心 を 提 供 し 、 よ り 有 益 な 活 動 と な る 。 そ こ で 、 3 つ

の 課 題 に つ い て 、 次 の よ う な 提 案 を 行 う 。  

 

( 1 ) 居 住 地 内 外 の 安 否 確 認  

 こ れ は 、 災 害 時 に 住 民 が ど こ に い る か わ か ら な い が 、 ど こ

に い た と し て も 確 実 に 家 族 の 安 否 が 確 認 で き る 必 要 が あ る と

の 課 題 で あ る 。そ こ で 、図 3 - 5 の よ う な 管 理 体 制 を 提 案 す る 。

被 災 地 で 収 集 さ れ た 情 報 は い っ た ん 行 政 機 関 に 集 め ら れ 、 マ

ー ジ さ れ る 。 さ ら に そ の 情 報 を 安 全 な 場 所 に あ る 情 報 セ ン タ

ー の よ う な 場 所 で 管 理 す る 。 こ れ ら の 情 報 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク

の 利 用 が 可 能 で あ れ ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 、 環 境 が 無 い 場 合
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は 、 メ デ ィ ア 媒 体 で 各 地 区 の 避 難 所 に 送 ら れ る 。 一 方 、 被 災

地 外 に 居 た 住 民 は 携 帯 電 話 か ら イ ン タ ー ネ ッ ト を 用 い て 安 否

確 認 を 行 う 。こ の 情 報 は 先 ほ ど の 情 報 セ ン タ ー に 蓄 積 さ れ る 。 

 こ れ ら の 情 報 を 全 て ま と め る こ と で 、 被 災 地 で は ネ ッ ト ワ

ー ク 環 境 の 有 無 に か か わ ら ず 安 否 確 認 を 行 う こ と が で き 、 さ

ら に 被 災 地 外 に い た 人 も 被 災 地 に 居 る 家 族 の 安 否 確 認 が 可 能

と な る 。  

被災地での安否確認 被災地外での安否確認

避難所，自治会

自治体

近隣自治体

安安情報センター（仮称）

自治会A

避難所A

自治会B

指さし確認
住所/家屋指定

避難所B
通信が使えない

場合は搬送

地図上の表示

安否・被害状況の登録

上位機関への情報提供

自治会からの
情報収集・登録

被災状況分析

※今後の機能として，
家族の最新情報のメール自動配信

http://・・・ 携帯電話から
インターネットに接続

個人特定後に
安否・場所の登録

家族全員の
情報の受信

職場です
無事です

？
？

世帯の特定

通信事情が良い場合

通信事情が悪い場合：
近隣自治体経由で搬送

問い合わせと回答

携帯でＱＲコードを読む

 

図 3-5 地 域 住 民 の 安 否 確 認 方 法  

 

( 2 ) 災 害 に よ る 住 民 情 報 紛 失 の 防 止  

こ れ は デ ー タ を 単 独 で 持 つ 場 合 、 情 報 が 無 く な っ て し ま う

恐 れ が あ る こ と を 示 す 課 題 で あ る 。 こ の 課 題 に つ い て は 、 以

前 か ら 検 討 が な さ れ て い る 。 そ の 多 く は 、 近 隣 の 市 町 で デ ー
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タ を 相 互 に 持 ち 合 う 方 法 で あ っ た 。 し か し 、 東 日 本 大 震 災 で

は そ の 両 方 が 被 災 し 、 情 報 が 利 用 で き な く な っ た と の 事 例 も

報 告 さ れ て い る 。  

東 日 本 大 震 災 後 に は ク ラ ウ ド 技 術 の 利 用 な ど 様 々 な 提 案 が

な さ れ て い る 。 本 研 究 で は 遠 方 地 域 と 協 力 し 、 情 報 を 相 互 保

持 す る こ と で 災 害 時 の 情 報 喪 失 に 備 え る こ と を 提 案 す る 。 ク

ラ ウ ド 技 術 の 採 用 と 異 な り 、 両 方 が 同 じ 方 法 で 情 報 を 相 互 に

保 持 管 理 す る こ と の メ リ ッ ト と し て 、 災 害 時 に 片 方 が 被 害 を

受 け 、 人 的 リ ソ ー ス 不 足 に よ る 安 否 確 認 作 業 な ど 復 旧 作 業 が

遅 れ て い る 場 合 、 同 じ シ ス テ ム や 情 報 を 扱 っ て い る も う 一 方

が サ ポ ー ト に 入 り や す く な る だ ろ う 。 そ の よ う な 利 点 も あ る

こ と か ら 、 こ の 方 法 を 提 案 す る 。  

情報センター
（Webサーバ）

バックアップ
情報センター

地域間
二重化サーバ

バックアップ
情報センター

地域間
二重化サーバ

 

図 3-6 住 民 情 報 の 相 互 保 持  
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( 3 ) コ ミ ュ ニ テ ィ 間 の 住 民 情 報 の 共 有 化 対 策  

 先 に 述 べ た 通 り 、 災 害 時 に 自 分 が 所 属 す る コ ミ ュ ニ テ ィ の

避 難 所 に 移 動 （ 滞 在 す る ） こ と が で き ず 近 隣 の 地 区 の 避 難 所

に 移 動 ・ 滞 在 す る 場 合 が あ る 。 そ の 際 の 安 否 確 認 処 理 や 避 難

所 生 活 を 考 え 、 必 要 な 住 民 情 報 を コ ミ ュ ニ テ ィ 間 で 情 報 を 共

有 す る こ と が 望 ま し い 。  

 こ の 住 民 情 報 は 行 政 が 中 心 と な っ て 統 一 す る こ と を 提 案 す

る 。 な ぜ な ら 、 統 一 す る こ と で 、 災 害 時 の 情 報 処 理 が ど の 地

区 か ら も 同 じ 形 式 で 提 出 さ れ る か ら で あ る 。 さ ら に 、 普 段 か

ら 各 地 区 で 情 報 収 集 ・ 管 理 す る こ と が で き れ ば 、 住 民 情 報 の

鮮 度 向 上 に も つ な げ ら れ る 。  

 共 有 が 可 能 な 規 模 に つ い て は 、 都 市 部 や 中 山 間 地 で は 人 口

や 面 積 の 関 係 か ら 一 概 に は 言 え な い 。 た だ し 、 中 山 間 地 で あ

れ ば 、 住 民 の 相 当 数 を 占 め る 高 齢 者 の 移 動 を 考 慮 す る と 、 近

隣 の ２ ～ ３ 地 区 程 度 で 共 有 で き る と よ い だ ろ う 。  

 

A地区 B地区

 

図 3 -7 コ ミ ュ ニ テ ィ 間 の 住 民 情 報 の 共 有  
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3 . 6  ま と め  

 本 章 で は 、 地 域 管 理 シ ス テ ム を 実 現 す る た め に 、 情 報 シ ス

テ ム の 側 面 か ら ク リ ア す べ き 課 題 を「 定 着 化 」「 安 否 確 認 の 方

法 」「 避 難 情 報 」の 3 つ に 分 け た 。そ し て 、課 題 を 分 析 し 、内

容 を 整 理 の 上 、 方 策 を 検 討 し た 。  

ま ず 、 こ う し た シ ス テ ム の 地 域 共 同 体 に お け る 「 定 着 化 」

が 課 題 と し て あ げ ら れ る 。 導 入 時 に し か 使 わ れ ず 情 報 の 更 新

も な さ れ な い な ら ば 意 味 を 持 た な い か ら で あ る 。 さ ら に 、 シ

ス テ ム が 特 殊 す ぎ て 利 用 で き る 機 会 が 少 な い た め に 利 活 用 で

き な い こ と も あ げ ら れ る 。 そ こ で 、 地 域 に 導 入 す る 際 に 住 民

に 対 し て 注 意 す べ き 点 を「 コ ス ト 」「 理 解 度 」「 嗜 好 」「 条 件 下

で の 稼 働 」「 利 用 条 件 」「 関 与 の 深 さ 」 の 6 つ に 分 け て そ の 問

題 点 と 解 決 案 を そ れ ぞ れ 示 し た 。  

第 二 に は 、「 安 否 確 認 の 方 法 」を 地 域 住 民 の 手 で 被 災 時 に 実

行 可 能 な よ う に 組 み 立 て な け れ ば な ら な い 。 そ こ で 、 人 命 救

助 に 役 立 つ 安 否 確 認 を 行 う 場 合 の 前 提 条 件 、 さ ら に 、 そ の 条

件 を 満 た す た め に 必 要 な 情 報 と 必 要 な 作 業 に つ い て 検 討 し

た 。 こ の 中 で 、 住 民 が 避 難 所 で 情 報 シ ス テ ム を 用 い て 安 否 確

認 を 行 う こ と を 前 提 と し た 。 そ し て 、 安 否 情 報 を 元 に 住 民 が

救 命 活 動 を 行 う こ と を 想 定 し 、 家 屋 が 地 図 上 に 表 示 さ れ る こ

と と 、 世 帯 の 居 住 者 数 を 知 る こ と 、 救 助 対 象 者 の 位 置 を 示 す

位 置 情 報 が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。  

ま た 、 こ の 住 民 の 安 否 情 報 に つ い て 、 提 供 方 法 を 考 慮 す る

必 要 が あ り 、 I C カ ー ド や 紙 の 書 類 な ど 既 に 利 用 さ れ て い る

が 、 コ ス ト や 情 報 処 理 の 量 の 問 題 な ど ど の 方 法 も 一 長 一 短 で
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あ っ た 。本 研 究 で は 情 報 の 提 供 方 法 と し て 、 QR コ ー ド を 利 用

す る 方 法 を 提 案 し た 。 さ ら に 、 災 害 時 の 安 否 確 認 作 業 の 手 間

を 減 ら す た め に 、 事 前 に 住 民 の リ ス ト を 作 成 す る 提 案 も 行 っ

た 。  

先 の 安 否 確 認 作 業 で 得 ら れ た 「 避 難 情 報 」 に つ い て 、 被 災

地 内 で の 情 報 共 有 や 、 地 域 外 へ の 情 報 提 供 な ど が 過 去 の 災 害

で は 不 十 分 だ っ た 。  

こ の 課 題 に つ い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 情 報 共 有 や

災 害 時 の 情 報 紛 失 の 回 避 を 提 案 し た 。 さ ら に 、 住 民 の 情 報 を

共 通 の 方 法 で 管 理 す る こ と で 地 域 間 の 安 否 情 報 を 共 有 す る 方

法 を 提 案 し た 。 こ の よ う に 課 題 を 解 決 す る こ と で 、 シ ス テ ム

を 利 用 す る 意 義 が 住 民 に 伝 わ り 、地 域 へ の 定 着 も 進 む だ ろ う 。 

 な お 、 以 上 の 提 案 手 法 に つ い て は 、 次 章 で 説 明 を 行 う 三 重

県 大 紀 町 野 原 区 に お け る 研 究 活 動 に お い て 実 証 を 行 っ て い

る 。  
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4. 地 域 管 理 シ ス テ ム 実 現 の た め の 情 報 シ ス テ ム の 導

入 と 定 着 化 に 関 す る 検 討  

 

4 . 1  概 説  

地 域 共 同 体 に 対 し て 情 報 シ ス テ ム を 導 入 ・ 定 着 化 す る 際 に

は 、 そ の ま ま 受 け 入 れ 利 活 用 さ れ る こ と は あ ま り な く 、 何 か

し ら の 問 題 が 発 生 す る 。 一 般 的 な 情 報 シ ス テ ム で よ く み ら れ

る 問 題 は 、 シ ス テ ム 導 入 後 に 様 々 な 理 由 に よ り 継 続 的 に 利 用

さ れ な い と い う 問 題 で あ る 。 こ の 問 題 は 継 続 的 な 利 用 （ 定 着

化 ） を 見 越 し て 研 究 さ れ た も の が ほ と ん ど な か っ た た め で あ

る 。  

本 章 で は 導 入 か ら 定 着 化 を 見 越 し た 視 点 か ら 課 題 を 抽 出

し 、 そ の 解 決 法 を 提 案 す る と と も に 、 実 際 の 地 域 で の 実 証 を

通 し て 評 価 を 行 う 。  

具 体 的 に は 、 情 報 シ ス テ ム 導 入 に つ い て 、 3 章 で 述 べ た 6

つ の 課 題 に つ い て 、実 際 に 行 い 成 果 を 上 げ た 改 善 方 法 を 示 す 。

さ ら に 、 検 証 対 象 で あ る 大 紀 町 野 原 区 の 活 動 事 例 を も と に 情

報 シ ス テ ム 実 装 の 流 れ と 地 域 活 動 と の 繋 が り に つ い て 述 べ

る 。  

 

4 . 2  実 証 対 象 地 区 (大 紀 町 野 原 区 )の 地 勢 と 研 究 活 動 の 概 要  

本 研 究 で は 三 重 県 大 紀 町 野 原 区 で 実 証 活 動 を 行 っ て き た 。

研 究 を 開 始 す る に あ た り 、 こ の 地 区 に お い て は 住 民 の 防 災 意

識 の 高 さ と 地 域 住 民 の 繋 が り が 密 で あ り 、地 域 の リ ー ダ ー（ 区

長 な ど ） の 協 力 を 得 る こ と が で き れ ば 、 活 動 は 浸 透 ・ 定 着 化
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す る と 考 え た 。 そ こ で 、 野 原 区 が 最 初 の シ ス テ ム 導 入 に 適 し

て い る と 考 え 対 象 地 と し て 選 定 し た 。 こ こ で は 、 野 原 区 の 概

要 に つ い て 述 べ る 。  

 

( 1 ) 地 勢 お よ び 対 象 地 と し て の 選 定 理 由  

三 重 県 大 紀 町 は 町 村 合 併 に よ り 2 33.54 ㎢ と な り 、そ の 面 積

の 9 1%を 山 地 で 占 め て い る (図 4 - 1)。  

 

図 4-1 三 重 県 大 紀 町 の 位 置 （ 星 印 の 辺 り が 野 原 区 ）  

 

人 口 は 2 010 年 の 国 勢 調 査 に よ る と 9849 人 で 、 前 回 (200 5

年 )調 査 か ら の 増 減 率 は - 8.7%と な っ て い る 。  

 こ れ は 県 内 で 2 番 目 に 高 い 人 口 減 少 率 で あ る 。 高 齢 化 率 は
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35％ を 越 え て い る 高 齢 地 域 で あ り 、 小 さ な 集 落 が 点 在 し 、 過

疎 化 ・ 少 子 化 が 顕 著 で 財 政 力 も 県 下 で 最 小 で あ る な ど 、 労 働

や 生 活 等 の 経 済 基 盤 の 薄 い 地 域 で あ る 。  

 同 町 は 東 南 海 地 震 に よ る 津 波 の 被 害 に よ り 、 甚 大 な 被 害 を

受 け た こ と か ら 、 住 民 の 災 害 へ の 意 識 は 、 比 較 的 高 い と 考 え

る 。 た だ し 、 そ の 意 識 に も 温 度 差 が あ り 、 東 南 海 地 震 に よ る

津 波 に よ り 甚 大 な 被 害 を 受 け た 経 験 の あ る 海 岸 部 で は 意 識 が

高 い が 、 野 原 区 の 位 置 す る 山 間 部 の 方 は 錦 地 区 と 比 べ る と あ

ま り 高 い と は 言 え な い 。  

対 象 で あ る 野 原 区 は 大 紀 町 の 内 陸 部 の 東 端 に 位 置 し て お

り 、 面 積 17.42 ㎢ で あ る (図 4-2 参 照 )。  

北緯：34.40

東経：136.50

 

図 4 -2  野 原 区 の 地 形  

 

海 か ら 遠 い た め 、 津 波 被 害 を 考 慮 す る 必 要 は な い 。 ま た 、

野 原 区 は 過 去 に 直 接 的 に 大 き な 災 害 に 巻 き 込 ま れ た 記 録 は な
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い [1]。し か し 、周 囲 を 山 に 囲 ま れ 、地 区 内 の 南 北 も 山 で 分 断

さ れ て い る 地 区 の た め 、 土 砂 災 害 に よ り 孤 立 す る 恐 れ が あ る

(図 4-3)。2010 年 8 月 時 点 で の 人 口 は 588 人 、高 齢 化 率 は 37. 2%

で あ る 。 同 地 区 は 山 間 部 と し て は 防 災 意 識 が 高 く 、 筆 者 ら の

取 り 組 み 以 前 か ら 、 組 単 位 の 名 簿 の 作 成 や 災 害 時 の 役 割 分 担

が 行 わ れ て い た 。  

 

図 4-3 野 原 区 の 土 砂 災 害 危 険 区 域  

 

上 述 し た よ う に 、 災 害 時 に 周 囲 か ら 孤 立 し た 場 合 、 正 確 か

つ 迅 速 な 安 否 確 認 が で き れ ば 、 人 命 救 助 や 行 政 へ の 正 確 な 報

告 が 可 能 と な り 、 最 終 的 に 地 域 住 民 の 利 益 に つ な が る 。  

ま た 、大 紀 町 全 体 の 人 口 減 少 か ら 鑑 み て 、町 内 に 孤 立 集 落 が

発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 既 に 全 国 に 孤 立 集 落 に な る 恐 れ が あ
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る 集 落 が 点 在 し て お り 、 災 害 時 に は 自 主 的 な 活 動 が 必 要 で あ

る 。 人 口 減 少 ・ 高 齢 化 が 進 む 野 原 区 に お い て 提 案 し て い る シ

ス テ ム の 運 用 が う ま く で き る よ う で あ れ ば 、 今 後 の 高 齢 化 や

過 疎 化 の 直 面 に 際 し 、 全 国 各 地 の 同 様 の 地 域 で 活 用 さ れ る 可

能 性 を 示 す こ と が で き る と 考 え た 。  

ま た 、 大 紀 町 は 町 村 合 併 に よ り 役 場 が カ バ ー す る 必 要 の あ

る エ リ ア が 大 き く な っ た こ と も あ り 、 救 援 が 遅 れ る 、 ま た は

不 充 分 な 可 能 性 が あ る (図 4 -4)。 そ こ で 、 自 ら の 情 報 を 正 確

か つ 迅 速 に 収 集 で き れ ば 、 人 命 救 助 の み な ら ず 、 上 位 機 関 で

あ る 町 役 場 へ の サ ポ ー ト に も つ な が る と の 考 え も あ っ た 。  

 

図 4-4 大 紀 町 の 公 的 機 関 の 位 置  
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( 2 ) 地 域 の 防 災 活 動  

 大 紀 町 で は 毎 年 12 月 7 日 に 一 斉 に 防 災 訓 練 が 行 わ れ て い

る 。 こ れ は 194 4 年 12 月 7 日 に 発 生 し た 東 南 海 地 震 に よ る 津

波 に よ り 同 町 の 錦 地 区 が 甚 大 な 被 害 を 受 け た た め で あ る 。  

防 災 訓 練 で は 防 災 無 線 に よ る 訓 練 開 始 の 連 絡 と サ イ レ ン が

鳴 っ た 後 、 住 民 は 避 難 所 と な る 集 会 所 な ど に 避 難 し 、 そ こ で

安 否 確 認 を 行 う 。 そ の 後 、 自 治 会 役 員 が 、 記 名 さ れ た 紙 か ら

人 数 を カ ウ ン ト し 、 行 政 担 当 者 に 報 告 し て い る 。 担 当 部 署 は

そ の 地 区 毎 の 人 数 を 首 長 に 報 告 し て い る 。  

こ の よ う に 従 来 は 、 紙 に 名 前 を 記 入 し た り 、 事 前 に 印 刷 し

た 世 帯 主 の リ ス ト に チ ェ ッ ク し 、 集 ま っ た 人 を そ の ま ま 数 え

る 方 法 で は 、 住 民 の 性 別 や 住 所 な ど の 正 確 な 状 況 の 把 握 が 難

し く 、 数 え 間 違 い の 可 能 性 も 高 い 。 地 区 内 の 確 認 ・ 対 応 だ け

で あ れ ば 大 き な 問 題 に な る 可 能 性 は 低 い が 、 行 政 に 救 助 の 依

頼 を 出 す 際 に は 十 分 な 情 報 を 準 備 し て い る と は 言 え な い 状 態

で あ っ た 。  

 

( 3 ) 地 域 で の 平 常 時 の 活 動 と 課 題  

野 原 区 で は 地 域 活 性 化 に 繋 が る 様 々 な 活 動 を 実 施 し て い

る 。そ れ ら の 活 動 の 一 つ と し て 、20 09 年 7 月 に は 廃 校 と な っ

た 小 学 校 を 利 用 し 、「 野 原 工 房 げ ん き 村（ 以 下 、げ ん き 村 と 記

載 ）」を 設 立 し 、地 産 地 消 の 活 動 を 実 施 し て い る 。げ ん き 村 に

は 、 地 元 住 民 の ほ か 、 他 の 区 や 町 外 の 人 も 多 く 来 場 し て い る

（ 写 真 4-1 参 照 ）。げ ん き 村 で は た だ し 活 動 開 始 当 初 か ら 、参

加 者 数 の 状 況 を 正 確 に 把 握 で き て い な か っ た 。 こ れ は 営 業 時
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間 内 に 参 加 者 が 自 由 に 出 入 り す る た め 、 確 認 が 難 し か っ た こ

と が 原 因 で あ る 。  

こ の 状 況 は 災 害 時 に お け る 避 難 所 で の 活 動 と 非 常 に 類 似 し

て い る こ と か ら 、 安 否 確 認 と 同 じ 仕 組 み を 利 用 し 、 げ ん き 村

の 入 場 確 認 を 行 う こ と と し た 。 な お 、 入 場 確 認 を 行 う 情 報 シ

ス テ ム の 導 入 の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。  

 

写 真 4-1 野 原 工 房 げ ん き 村 の 様 子  

 

( 4 ) 研 究 活 動 概 要  

筆 者 ら は 2008 年 か ら 同 地 区 と 協 力 し 、地 域 に 根 ざ し た 防 災

活 動 支 援 を 行 っ て き た 。  

防 災 訓 練 に 関 し て は 、20 08 年 以 降 筆 者 ら と 自 治 会 役 員 に て

内 容 と 方 法 の 再 編 が 進 め ら れ て き た 。 特 に 、 訓 練 開 始 直 後 に

行 わ れ る 住 民 の 安 否 確 認 と 行 政 へ の 人 数 報 告 は 正 確 か つ 迅 速

に 行 わ れ 評 価 さ れ て い る 。  
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さ ら に 、 平 常 時 の 活 動 に も 同 様 の 仕 組 み が 利 用 さ れ 、 平 常

時 か ら の 慣 れ を 生 み 出 す こ と に も 成 功 し て い る 。 そ の 結 果 、

住 民 が 主 体 と な り 、 防 災 訓 練 で は 継 続 的 に 地 域 管 理 シ ス テ ム

を 用 い た 安 否 確 認 が 行 わ れ て い る 。  

カードを使った安否確認

理解できた
49%

全く理解で
きなかった

7%

よく理解で
きた
14%

あまり理解
できなかっ

た
30%

カードやPCを使った安否確認

簡単そう
だった

3%

難しい
29%

その他
3%

助けがあ
れば出来

そう
32%

慣れれば
出来そう

33%

防災のための情報収集 野原地区での防災訓練（安否確認） 野原地区での平常時の利活用

 

図 4-5 大 紀 町 野 原 区 で の 活 動 概 要  

 

4 . 3  情 報 シ ス テ ム の 実 装 ・ 定 着 化 に 関 す る 考 察 と 実 証  

防 災 に 用 い る 情 報 シ ス テ ム が 利 用 さ れ に く い 理 由 と し て 、

利 用 方 法 が 難 し い こ と と 普 段 は シ ス テ ム を 使 わ な い こ と が 指

摘 さ れ て い る [2]。ま た 、解 決 の た め の「 方 針 」は 示 さ れ る こ

と は 多 い が 、 具 体 的 な 解 決 方 法 と 導 入 事 例 が 示 さ れ て い る も

の は あ ま り な い 。  

そ こ で 、本 研 究 で は 安 否 確 認 を 定 着 さ せ る た め に 、「 定 期 的

な 作 業 の 継 続 」、「 安 否 確 認 シ ス テ ム の 簡 略 化 」 と 「 地 区 内 の

行 事 へ の 安 否 確 認 シ ス テ ム の 利 用 」 が 有 効 で あ る と 考 え 、 同

地 区 に お い て 実 証 活 動 を 行 っ て き た 。  
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野 原 区 は 高 齢 化 が 進 ん で い る 地 区 で あ る 。 一 般 に 、 高 齢 者

や 女 性 は コ ン ピ ュ ー タ な ど 情 報 機 器 の 操 作 を 苦 手 と す る と い

わ れ る 。 し か し 、 本 地 区 で は シ ス テ ム 導 入 後 に 継 続 的 な 活 動

の 場 を 持 た せ た こ と で 、シ ス テ ム の 定 着 化 を 行 う こ と が で き 、

自 治 会 役 員 な ど 普 段 か ら 利 用 機 会 を 持 つ 人 以 外 も 、 平 常 時 の

シ ス テ ム 利 用 や 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 が 可 能 と な っ た 。  

 

4 . 3 . 1 実 装 方 法 の 提 示 と 定 着 化 の 流 れ   

 実 装 方 法 と し て 、先 の 3 章 で 述 べ た 6 つ の 課 題 と 解 決 方 法

を 野 原 で の 実 例 に 沿 っ て 示 す と 次 の 表 4 -1 の よ う に な る 。  

 

表 4-1 実 装 時 の 課 題 と 野 原 で の 実 証  

 
内容 原因 解決方法 野原での対処

コスト
予算の関係で継続的な利用や
他地域への展開ができない

最新の機器やシステムの導入
地域の規模に合った
システムの構築

自治会が所有するパソコンの利用
QRコードを利用した安価なカードの作成

理解度
住民がシステムの理解ができず
活用できない

不充分な説明と対応
マニュアルの整備や
こまめな支援・指導

自治会役員の登録作業からの参加
聞取り結果を踏まえたマニュアル作成

嗜好
利用者がやりたいことが
提供されたシステムではできない

提供側と利用側のギャップ
提供者と利用者の
相互理解

作業内容理解のための丁寧な説明
住民の意見を取り入れたツールの作成

条件下での
稼働

災害時など不測の事態に
システムを利用できる人がいない

システムの利用者の限定
多くの住民が
利用できるような環境整備

作業の簡便化と自治会役員の教育
さらに、自治会役員による住民の教育

利用条件
汎用的なシステムにもかかわらず
利用方法が限られてしまう

複雑なシステム、説明不足 利用方法の提案と指導
作業が簡単なツールの作成
（確認ツール、QRカード作成）

関与の深さ
住民のシステム利用への
興味・継続性が失われる

システム導入時に担う作業の量
システム導入時から
参加協力を促す

自治会役員や住民を巻き込んだ作業の実施
（情報収集や確認作業など）  

 

① 「 コ ス ト 」  

高 価 な 仕 組 み を 提 供 す る だ け で は 、 住 民 は 利 用 を た め ら

い 、さ ら に 他 地 区 の 住 民 が 自 主 的 に 導 入 す る こ と が 難 し く 普

及 の 障 害 と な る 。 そ こ で 、 野 原 区 で は 、 QR カ ー ド の 採 用 、

地 域 の コ ン ピ ュ ー タ の 再 利 用 を 行 っ た 。ま ず 、情 報 の 提 供 方

法 と し て 、紙 や 口 頭 で は 不 十 分 で あ り 処 理 が 難 し い こ と を 導

入 前 の 訓 練 で 確 認 し た 。た だ し 、高 価 で 複 雑 な 仕 組 み を 住 民

だ け 管 理 す る こ と は 難 し い 。 Q R コ ー ド で あ れ ば 、 作 成 も 容
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易 く 読 取 装 置 も 比 較 的 安 価 な た め こ れ を 利 用 し た 。  

 

② 「 理 解 度 」  

情 報 処 理 が 複 雑 で あ っ た り 、説 明 に 時 間 を か け ず 住 民 に 作

業 を 任 せ な い 場 合 、住 民 が 作 業 方 法 を 理 解 し な い ま ま シ ス テ

ム 導 入 が 進 ん で し ま い 、提 供 者 が い な く な っ た 後 、利 用 方 法

が わ か ら ず 、そ の ま ま 利 用 さ れ な く な く 可 能 性 が あ る 。そ こ

で 、 野 原 で は ま ず 自 治 会 の 役 員 に 操 作 方 法 の 説 明 を 行 っ た 。

さ ら に 、他 の 住 民 も 同 じ 作 業 を 行 う こ と が で き る よ う 、つ ま

づ き が 多 か っ た 部 分 を 中 心 に マ ニ ュ ア ル 整 備 を 行 っ た 。  

 

③ 「 嗜 好 」  

シ ス テ ム 提 供 側 が 考 え た 作 業 内 容 に 基 づ く シ ス テ ム と 、実

際 に 地 域 の 住 民 が 求 め る 内 容 が 異 な る 場 合 、最 初 は 住 民 も 惰

性 で 継 続 し て 作 業 を 行 う が 、そ れ 以 上 の 発 展 は 望 め ず 、や が

て 、利 用 さ れ な く な っ て し ま う 。そ こ で 、野 原 で は 、地 域 管

理 シ ス テ ム の 作 業 内 容 を 分 割 し 、利 用 者 で あ る 一 般 住 民 が 苦

痛 と な ら な い 作 業 量 を 考 慮 し た 簡 易 ツ ー ル を 開 発 し た 。  
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図 4-6  安 否 確 認 ツ ー ル  

 

④ 「 条 件 下 で の 稼 働 」  

こ れ は 災 害 時 な ど 人 手 不 足 の 際 に 、多 く の 人 が シ ス テ ム を

問 題 な く 利 用 可 能 と す る こ と を 指 す 。災 害 時 に 主 と な る 自 治

会 役 員 や 自 主 防 災 組 織 の リ ー ダ ー が い る と は 限 ら ず 、居 た と

し て も 安 否 確 認 作 業 の み に 注 力 で き る と は 限 ら な い 。そ の た

め に 住 民 に も 利 用 で き る よ う な 工 夫 が 必 要 で あ る 。 そ こ で 、

野 原 で は 防 災 訓 練 で の 継 続 的 な 安 否 確 認 を 行 い 、さ ら に 平 常

時 の 活 動 に お け る 出 席 者 の 確 認 方 法 を 災 害 時 と 同 一 に し 、平

常 時 に も 住 民 が シ ス テ ム に 慣 れ る こ と が で き る よ う に 工 夫

し た 。  
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図 4-7 げ ん き 村 出 席 登 録 ツ ー ル  

 

⑤ 「 利 用 条 件 」  

こ の 課 題 は シ ス テ ム の 操 作 が 複 雑 な た め 利 用 者 の 対 象 を

狭 め て し ま い 、定 着 化 を 阻 害 し て し ま う こ と で あ る 。そ こ で 、

野 原 で は 利 用 者 か ら の 安 否 確 認 を 普 段 か ら 行 う た め に は 簡

単 な チ ェ ッ ク だ け 行 う こ と が で き れ ば よ い と い う 意 見 、さ ら

に は カ ー ド を 忘 れ た 人 も メ ニ ュ ー 上 か ら 確 認 し た い と い う

意 見 を 取 り 入 れ 、図 4 -6、図 4- 7 の よ う な シ ン プ ル な チ ェ ッ

ク シ ス テ ム を 作 成 し 、 Q R コ ー ド に よ る チ ェ ッ ク だ け で な く

住 民 リ ス ト に 基 づ い た メ ニ ュ ー バ ー か ら の 確 認 を 行 う こ と

が で き る よ う に し た 。さ ら に 、地 域 外 の 住 民 の カ ー ド 作 成 が

簡 単 に で き る よ う な ツ ー ル を 作 成 し た 。  
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⑥ 「 関 与 の 深 さ 」  

地 域 に シ ス テ ム を 持 ち 込 む 場 合 、全 て の 作 業 を 提 供 側 が 行

っ て し ま う こ と が あ る 。そ の 場 合 、提 供 さ れ る 側 は 先 に 述 べ

た よ う な 知 識 や 理 解 を 得 る こ と な く 作 業 を 終 え て し ま う 。こ

う な る と 、継 続 し て 利 用 を 続 け る 場 合 の 動 機 が 見 い だ せ な く

な り 、定 着 化 が 難 し く な る 。野 原 区 で は 、シ ス テ ム 導 入 に 際

し て 、収 集 す る 情 報 の 検 討 か ら 住 民 の 代 表 で あ る 自 治 会 役 員

を 巻 き 込 み 住 民 情 報 収 集 や 安 否 確 認 作 業 を 行 っ た 。 さ ら に

は 、 安 否 確 認 作 業 や 防 災 ま ち あ る き な ど 継 続 的 に 参 加 を 促

し 、 地 区 全 体 の 関 与 を 深 く す る こ と を 試 み た 。  

 

図 4- 8 シ ス テ ム 導 入 の 事 前 検 討 と 情 報 収 集  
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4 . 3 . 2 大 紀 町 野 原 区 で の 定 着 化  

大 紀 町 野 原 区 で は 、 先 に 述 べ た 導 入 方 法 を 用 い て 定 着 化 に

繋 げ た 。 本 項 で は 野 原 区 で の 活 動 か ら 実 装 お よ び 定 着 化 の 過

程 を 紹 介 す る 。 な お 、 詳 細 な 活 動 の 経 過 に つ い て は 付 録 と し

て ま と め た 。  

 

( 1 ) 事 前 準 備 か ら 最 初 の 防 災 訓 練 ま で （ 20 08 年 度 ）  

 最 初 に 野 原 区 自 治 会 の 役 員 に 説 明 を 行 い 、 彼 ら が シ ス テ ム

導 入 の 目 的 を 理 解 し 、 納 得 し た 上 で 住 民 の 情 報 を 収 集 ・ 登 録

す る こ と を 確 認 し た う え で 活 動 を 開 始 し た 。 利 用 す る 情 報 シ

ス テ ム は 阪 神 大 震 災 の 際 に 、 神 戸 市 長 田 区 で の 行 政 支 援 の 経

験 を ベ ー ス に 作 成 さ れ た 情 報 シ ス テ ム （ STABLE） を 採 用 し た

（ 図 4-9 参 照 ）。  

入力された情報

名前(一人目)

性別
年齢
名前(二人目)

・・・

 

図 4 -9 シ ス テ ム 画 面  



 

  91 

次 に 、 住 民 情 報 の 作 成 ・ 登 録 作 業 を 以 下 の よ う な 手 順 で 行

っ た 。  

自 治 会 が 作 成 し た 世 帯 主 の リ ス ト と 三 重 県 が 提 供 す る 安 価

な 地 図 を 組 み 合 わ せ て 、 シ ス テ ム に 世 帯 の 位 置 を 登 録 し た 。

さ ら に 、 世 帯 別 の 調 査 を 実 施 し た 。 取 得 す る 住 民 情 報 は 、 防

災 訓 練 と 災 害 時 対 応 を 目 的 と し て 平 常 時 の 住 民 の 情 報 を 管 理

す る こ と を 目 指 し 検 討 し た 結 果 、図 4 -10 に 示 す よ う な イ ン タ

ビ ュ ー を 行 っ て 決 定 す る こ と と し た 。 そ の 内 容 は 世 帯 主 の 名

前 、 と 家 族 個 別 の 名 前 、 性 別 お よ び 年 齢 と 要 介 護 者 の 有 無 と

し た 。  

QR コード：

住宅の座標を記載

世帯主情報 性別 年代

家族氏名
性別、年代

災害時、支援の
必要の有無

自宅位置の確認

 

図 4-10  イ ン タ ビ ュ ー 用 紙  
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イ ン タ ビ ュ ー は 住 民 が 初 め か ら 関 与 す る こ と で 関 心 ・ 理 解

を 深 め る こ と も ね ら い の １ つ と し た こ と も あ り 、 自 治 会 の 役

員 も 学 生 と 共 に 地 区 内 の 全 世 帯 を 直 接 訪 問 し た 。そ の 結 果 、2

日 間 で 約 8 割（ 2 12 世 帯 中 161 世 帯 、647 人 中 5 50 人 ）の 住 民

情 報 を 収 集 登 録 し た 。な お 、 2 12 世 帯 中 44 世 帯 は 長 期 不 在 ・

老 人 ホ ー ム の 住 民 で あ り 、 今 回 の 活 動 で は 登 録 を 除 外 し た 。  

 

写 真 4-2  住 民 情 報 の 調 査 の 様 子  

 

防 災 訓 練 の 安 否 確 認 で は 、 情 報 収 集 に よ り 得 た 世 帯 主 の 情

報 を 主 な 確 認 対 象 と し て 作 成 し た QR コ ー ド を 付 与 し た カ ー

ド を 利 用 し 、図 4 -11 の 様 な 情 報 シ ス テ ム を 用 い て 迅 速 で 実 践

的 な 安 否 確 認 を 行 っ た 。住 民 に は 事 前 に QR コ ー ド を 付 与 し た

カ ー ド と 、 訓 練 で 行 う 安 否 確 認 の 内 容 に つ い て の 説 明 用 紙 を

配 布 し た 。  
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図 4-11 最 初 の 訓 練 で 利 用 し た 安 否 確 認 作 業 の 画 面  

 

地 区 内 の 訓 練 で は 初 め て の 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認

と い う こ と で 学 生 が 安 否 確 認 の 受 付 を 行 っ た 。 約 200 名 の 確

認 作 業 は 4 0 分 程 度 で 終 え る こ と が で き た 。 1 人 あ た り 1 2 秒

前 後 の 登 録 時 間 で あ る 。 避 難 者 の 待 ち 時 間 も 少 な く 、 効 率 よ

く 安 否 確 認 が で き た 。  

 

写 真 4- 3 安 否 確 認 作 業 の 様 子  
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そ の 後 、 安 否 確 認 に つ い て の ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。 調 査

を 行 っ た 世 帯 を 中 心 に 200 世 帯 に 配 布 し 、146 通 を 回 収 し た 。

回 収 率 は 73％ で あ っ た 。有 効 回 答 を も と に 集 計 し た 結 果 は 以

下 の 通 り で あ る 。カ ー ド を 使 っ た 安 否 確 認 の 理 解 度 は 図 4 -12

の 通 り で 、過 半 数 に あ た る 63％（ 62 世 帯 ）の 回 答 者 が「 よ く

理 解 で き た 」「 理 解 で き た 」 と 回 答 し て い る 。  

 

図 4-12  情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認 の 理 解  

 

図 4-13 安 否 確 認 の 操 作 内 容 の 感 想  
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カ ー ド や コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 安 否 確 認 に つ い て は 、 図

4-13 の よ う に 「 難 し そ う 」 は 2 8%に 留 ま り 、 約 7 割 の 回 答 者

が 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認 作 業 に 抵 抗 が な い こ と が わ

か る 。  

以 上 の こ と か ら 、 初 め て の 訓 練 に お い て 、 情 報 シ ス テ ム を

利 用 し た 安 否 確 認 が 住 民 に と っ て 理 解 で き る も の で あ り 、 か

つ 操 作 可 能 で あ る こ と を 確 認 す る こ と が で き た 。  

 

( 2 ) 事 前 準 備 か ら 2 回 目 の 防 災 訓 練 ま で （ 20 09 年 度 ）  

1 年 目 の 活 動 で 、 安 否 確 認 の 意 義 や 情 報 シ ス テ ム を 利 用 す

る こ と の 利 点 や 、 慣 れ や 助 け が あ れ ば 作 業 が で き る と い う 認

識 を 得 る こ と が で き た 。 そ こ で 、 作 業 内 容 を 単 純 化 し 、 慣 れ

や 助 け の 必 要 性 を 下 げ る 改 良 を 行 っ た 。  

 

図 4- 14 簡 便 化 し た 最 新 の 安 否 確 認 の 画 面  
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安 否 確 認 の 内 容 を 、 氏 名 を チ ェ ッ ク し 、 リ ス ト を 作 成 す る

だ け に と ど め 、図 4-14 の よ う に 安 否 確 認 シ ス テ ム の 単 純 化 を

図 っ た 。 な お 、 こ の シ ス テ ム に 蓄 積 さ れ る 安 否 情 報 は 簡 単 な

加 工 を す る こ と で 地 理 情 報 シ ス テ ム で 閲 覧 可 能 な 情 報 と し て

利 用 可 能 で あ る 。  

bw=４２６６AAA

wp=-1772BBB

○○××
○○××
○○△△

→○○□□

出席情報

安否確認情報

文字情報のみ

地理情報
+

座標（文字）情報

bw=４２６６AAA

wp=-1772BBB

○○××
○○××
○○△△

→○○□□

付加情報（安否確認用）

入場確認システム

こちらの安否確認も可能

防災情報システム

 

図 4-15 地 域 管 理 シ ス テ ム 内 の 流 れ  

 

ま た 、 個 別 の 確 認 が ス ム ー ズ に 進 む よ う 、 世 帯 主 単 位 の カ

ー ド か ら 個 人 単 位 の カ ー ド に 変 更 し た 。 こ れ に よ り 、 安 否 確

認 作 業 で の 世 帯 別 の 確 認 を な く し 、 時 間 短 縮 と 単 純 化 を 図 っ

た 。 以 上 の 事 前 準 備 を ふ ま え 、 2 年 目 (2009)に 行 っ た 防 災 訓

練 で は 、 個 人 単 位 の カ ー ド と 新 し い シ ス テ ム で の 安 否 確 認 を

行 っ た 。  
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安否確認QRコード

臼井真人

 

図 4-16 住 民 向 け カ ー ド の 変 更  

 

2 年 目 の 防 災 訓 練 で は 最 初 か ら 自 治 会 役 員 が 安 否 確 認 の 受

付 を ほ と ん ど 行 い 、 学 生 は 作 業 支 援 に ま わ っ た 。  

 

写 真 4-4  防 災 訓 練 で の 安 否 確 認  

 

訓 練 で は 約 90 名 の 確 認 を 2 0 分 程 度 で 終 え る こ と が で き た 。

1 人 あ た り 13 秒 前 後 の 登 録 時 間 で あ る 。作 業 の 主 体 が 学 生 か

ら 自 治 会 に 代 わ っ て も あ ま り 時 間 が 変 わ ら な か っ た こ と か

ら 、 安 否 確 認 作 業 の 改 善 が 確 認 で き た 。 住 民 も 安 否 確 認 の 意
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義 や 仕 組 み を か な り 理 解 し 始 め て お り 、 防 災 訓 練 参 加 時 に は

自 分 の カ ー ド を 保 持 ・ 使 用 し 、 積 極 的 に 情 報 シ ス テ ム に よ る

安 否 確 認 を 行 っ て い た 。  

 

( 3 ) 事 前 準 備 か ら 3 回 目 の 防 災 訓 練 ま で （ 20 10 年 度 ）  

3 年 目 の 初 め に 前 述 の げ ん き 村 を 対 象 に 平 常 時 に も 安 否 確

認 の シ ス テ ム を 利 用 す る 提 案 が あ っ た 。 2 年 目 の 訓 練 を 経 て 、

住 民 の 情 報 や シ ス テ ム の 利 用 方 法 に 理 解 が 深 ま っ て い た と こ

ろ に 、 げ ん き 村 へ の 導 入 提 案 が あ っ た こ と か ら 積 極 的 な 導 入

が 進 め ら れ た 。 具 体 的 に は 、 安 否 確 認 の シ ス テ ム と よ く 似 た

画 面 の シ ス テ ム を 準 備 し (図 4- 17 )、げ ん き 村 の 入 場 確 認 の 利

用 を 開 始 し た 。 現 在 も 同 シ ス テ ム は 利 用 さ れ て い る （ 写 真

4-5）。  

 

図 4 -17 野 原 げ ん き 村 の 入 場 確 認 の 画 面  
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写 真 4- 5 野 原 げ ん き 村 で の シ ス テ ム 利 用 の 様 子  

 

・ げ ん き 村 の 利 用 者 の 調 査 結 果  

げ ん き 村 で の 利 用 者 の 内 訳 や 推 移 に つ い て 開 始 か ら 7 か 月

の 時 点 で 調 査 を 行 っ た 結 果 、 こ の シ ス テ ム を １ 回 で も 利 用 し

た こ と の あ る 住 民 は 全 体 の 約 3 割 で あ っ た 。 さ ら に 、 住 民 の

約 5 %が 、全 28 回 の 約 3 分 の 1 以 上 と な る 10 回 以 上 利 用 し て

お り（ 彼 ら を「 コ ア ユ ー ザ ー 」と 呼 ぶ こ と に す る ）、ほ と ん ど

が げ ん き 村 の 中 心 メ ン バ ー の 60 代 で あ る (図 4 - 1 8 参 照 )。  

 

図 4-18 年 代 別 コ ア ユ ー ザ ー の 人 数  
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 ま た 、 野 原 区 で は 居 住 地 に 応 じ て 8 つ の 小 さ な グ ル ー プ

（ 組 ） に 振 り 分 け ら れ て お り 、 こ の 単 位 で 災 害 時 に 行 動 す る

よ う 準 備 さ れ て い る 。 そ こ で 、 コ ア ユ ー ザ ー と 所 属 す る 組 の

関 係 を 調 べ た 結 果 、 表 4- 2 の よ う に な っ た 。 コ ア ユ ー ザ ー が

各 組 に 少 な く と も 1 名 は 居 住 し て お り 、 バ ラ ン ス が 取 れ て い

る 。  

 

表 4-2 組 別 の コ ア ユ ー ザ ー の 分 布  

 男  女  総 計  

１ 番 組  2 0  2 

２ 番 組  3 1  4 

３ 番 組  1 1  2 

４ 番 組  3 3  6 

５ 番 組  2 1  3 

６ 番 組  1 3  4 

７ 番 組  2 2  4 

８ 番 組  1 0  1 

 

本 活 動 に よ り 、 住 民 の 一 部 （ コ ア ユ ー ザ ー ） が 安 否 確 認 の

情 報 シ ス テ ム の 利 用 に 慣 れ る こ と が で き た 。 ま た 、 そ の 後 の

ユ ー ザ の 推 移 に つ い て 、現 時 点 で は 60 人 程 度 で 伸 び が 鈍 化 し

て い る 。 こ れ は げ ん き 村 の 活 動 状 況 と 直 結 し て お り 、 参 加 者

の 伸 び 悩 み が 課 題 と な っ て い る こ と は 確 認 済 み で あ る 。仮 に 、

げ ん き 村 へ の 地 区 内 の 参 加 者 が 増 え る こ と が あ れ ば 、 再 び ユ

ー ザ が 増 加 す る と 考 え ら れ る 。  
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・ 平 常 時 の 活 動 が 定 着 し た 後 の 訓 練  

げ ん き 村 の 入 場 確 認 の シ ス テ ム の 利 用 を 開 始 し た 結 果 、 安

否 確 認 の 作 業 の 準 備 や 操 作 に 慣 れ た 住 民 が 出 て き た 。そ こ で 、

導 入 後 に 行 わ れ た 防 災 訓 練 で は 筆 者 ら は 一 切 支 援 せ ず 、 住 民

の み で 安 否 確 認 作 業 が 行 わ れ た が 、 大 き な 問 題 も な く ス ム ー

ズ に 安 否 確 認 作 業 が 完 了 し た (写 真 4- 6)。  

 

写 真 4-6 3 年 目 の 防 災 訓 練 の 様 子  

 

こ の 時 、 普 段 か ら げ ん き 村 に 出 席 す る 住 民 は 普 段 通 り の 様

子 で 安 否 確 認 を 行 い 、 戸 惑 う 住 民 に 対 し て は 確 認 作 業 の 支 援

も 行 っ て い た 。 こ の 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 の 結 果 は 、 住 民 が

平 時 か ら シ ス テ ム を 利 用 し て い た こ と で 実 現 し た と 考 え る 。  
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( 4 ) 情 報 更 新 （ 20 1 1 年 度 、  2 012 年 度 ）  

 2011 年 は 東 日 本 大 震 災 が 発 生 し た こ と も あ り 、自 治 会 主 導

の 下 、 情 報 収 集 と メ ン テ ナ ン ス を 行 っ た 。 先 回 の 情 報 内 容 の

確 認 に 加 え 、 要 援 護 者 の 有 無 及 び 、 災 害 時 の 支 援 可 能 な 人 の

登 録 な ど 、よ り 地 域 活 動 に 根 差 し た 情 報 の 収 集 が 行 わ れ た（ 図

4-19 参 照 ）。  

図 4-19  名 簿 メ ン テ ナ ン ス に 用 い た 調 査 用 紙  

 

 ま た 、 情 報 収 集 が 数 年 ぶ り と い う こ と も あ り 、 情 報 回 収 率

が 低 下 す る こ と が 危 惧 さ れ た が 、 拒 否 し た 世 帯 は 2 世 帯 に と

ど ま り 、 前 回 と ほ ぼ 同 数 の 情 報 提 供 を 受 け る こ と が で き た 。

ま た 、野 原 区 の 住 民 向 け の QR カ ー ド に つ い て の ア ン ケ ー ト も

合 わ せ て 行 っ て お り 、 以 下 の よ う な 結 果 と な っ た 。  
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図 4-20 QR カ ー ド の 認 知 と 利 用 状 況 に 関 す る ア ン ケ ー ト  

 

 継 続 的 な 活 動 と 地 域 の 協 力 に よ り 、 9 割 以 上 の 世 帯 で カ ー

ド が 認 知 さ れ て い る 。 さ ら に 、 約 半 分 の 世 帯 で は 継 続 的 に 利

用 が 行 わ れ て お り 、 野 原 区 で の 定 着 化 と し て は 成 果 を 示 す こ

と が で き て い る 。  

 

4 . 3. 3 野 原 区 で の 活 動 の ま と め  

防 災 訓 練 に お け る 安 否 確 認 作 業 の 変 遷 の 結 果 を も と に 、 平

常 時 に お け る 情 報 シ ス テ ム 利 用 の 経 過 と 安 否 確 認 に も た ら し

た 結 果 に 関 す る 考 察 を 述 べ る 。 ま ず 野 原 区 で の 情 報 シ ス テ ム

を 利 用 し た 安 否 確 認 の 内 容 は 表 4 -3 の よ う に 推 移 し た 。  

 

表 4- 3 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 の 作 業 の 推 移

 操作主体 参加者 確認内容
2008年 学生6名 約200 氏名、性別、住所、怪我、家屋状況
2009年 学生・自治会各2名 約90 氏名、性別、住所
2010年 住民・自治会4名 37 氏名、性別、住所
2011年 住民・自治会4名 68 氏名、性別、住所
2012年 住民・自治会3名 38 氏名、性別、住所、怪我  
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1 年 目 は 、 野 原 区 の 自 治 会 役 員 の 理 解 と 支 援 に よ り 、 地 区

の 住 民 リ ス ト の 作 成 と 安 否 確 認 の 訓 練 が で き 、 住 民 の 理 解 と

関 心 を 得 た 。  

2 年 目 は 、 操 作 を 単 純 化 す る こ と で 、 作 業 の 難 易 度 の 敷 居

を 下 げ 、 自 治 会 役 員 中 心 の 作 業 に 移 行 し た 。 安 否 確 認 方 法 や

作 業 者 の 変 更 に 対 し て 問 題 は な か っ た 。  

3 年 目 の 安 否 確 認 で は 、 平 常 時 に 利 用 で き る シ ス テ ム 環 境

を げ ん き 村 の 活 動 に 導 入 し た 。 こ れ に よ り 安 否 確 認 が 普 段 の

作 業 と な り 、 住 民 の シ ス テ ム 理 解 の 困 難 さ に 関 わ る 敷 居 を さ

ら に 下 げ た 結 果 、 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 住 民 同 士 の 安 否 確 認

作 業 を 行 う こ と が で き た 。  

4 年 目 以 降 の 活 動 に つ い て は 、 げ ん き 村 で の 継 続 的 な 利 用

に よ っ て 、 地 域 住 民 に よ る 安 否 確 認 は 問 題 な く 執 り 行 わ れ て

い る 。  

 以 上 の よ う に 、 野 原 区 で は 定 着 化 に 関 わ る 取 り 組 み を 順 次

行 っ た こ と に よ り 、 地 域 住 民 へ の 理 解 と 定 着 と い う 成 果 を 得

た と 考 え る 。 他 の 地 区 に つ い て も こ れ ら の 対 応 が 可 能 で あ れ

ば 、 同 様 の 成 果 を 得 ら れ る と 考 え る 。  

 

4 . 4 地 域 管 理 シ ス テ ム 導 入 ・ 運 用 の 現 状 と 見 通 し  

本 節 で は 、 地 域 管 理 シ ス テ ム の 導 入 ・ 運 用 の 現 状 と 見 通 し

に つ い て 述 べ る 。 さ ら に 大 き な 枠 組 み で の 発 展 、 特 に 他 地 域

へ の 導 入 や シ ス テ ム 概 念 の 発 展 や 拡 張 に つ い て は 5 章 5 節 で

述 べ る 。  

野 原 区 で は 地 域 管 理 シ ス テ ム は 定 着 化 し 、 住 民 主 体 で シ ス
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テ ム の 運 用 が 継 続 的 に 行 わ れ て い る 。 住 民 情 報 の 更 新 も 自 治

会 主 導 で 行 わ れ て お り 、 情 報 更 新 の た め の 調 査 に つ い て 住 民

か ら の 情 報 提 供 量 は 減 少 し て い な い こ と や ア ン ケ ー ト 結 果 に

よ る 活 動 の 認 識 調 査 か ら も 住 民 か ら 十 分 な 理 解 と 評 価 を 得 て

い る と い う こ と が で き る 。  

ま た 、 げ ん き 村 で も 出 席 確 認 の シ ス テ ム は 継 続 し て 利 用 し

て お り 、 さ ら に 外 部 か ら の 来 客 の 登 録 も 順 調 に 増 加 し て お り

げ ん き 村 の 運 営 者 か ら 良 い 評 価 を 得 て い る 。  

 

4 . 4. 1 他 地 域 で の 現 状  

本 研 究 と 関 連 す る 活 動 が 横 浜 市 青 葉 区 と 北 海 道 紋 別 郡 遠 軽

町 の 2 か 所 で 行 わ れ て い る 。 青 葉 区 と 野 原 区 で は 都 市 部 と 山

間 部 と い っ た 相 違 か ら 住 民 の 意 識 や 環 境 に 異 な る 点 が あ る

が 、 共 に 地 域 住 民 が 主 体 と な っ て 情 報 シ ス テ ム の 活 用 に 努 め

て い る 。 ま た 、 遠 軽 町 は 野 原 と 同 様 で 地 方 で は あ る が 、 行 政

と 住 民 が 協 力 し て 活 用 を 進 め て い る 。  

本 項 で は こ れ ら 2 か 所 の 活 動 に つ い て 紹 介 す る 。  

 

( 1 ) 遠 軽 町 の 事 例  

・ 遠 軽 町 東 町 自 治 会 で の 活 動  

 遠 軽 町 東 町 自 治 会 で は 、 地 域 住 民 情 報 を 独 自 に 管 理 し 、 集

会 や イ ベ ン ト の 連 絡 な ど に 活 用 し て い る 。 そ の 際 、 情 報 管 理

に 世 帯 名 と 家 屋 の 相 対 位 置 を 表 現 し た 概 略 図 を 利 用 し て い

る 。 地 域 の 詳 細 地 図 （ 地 形 図 ） と は 異 な る 概 略 図 を 利 用 し 、

そ の 上 で 自 治 体 と 情 報 連 携 を し て い る 点 に 特 徴 が あ る 。  
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2008 年 度 の 防 災 訓 練 で は 、野 原 区 と 同 様 に 、東 町 自 治 会 住

民 の QR カ ー ド を 作 成 ・ 配 布 し 、 S TABLE カ ー ド (QR カ ー ド )を

利 用 し た 安 否 確 認 を 実 施 し た 。 １ 回 目 の 2009 年 度 の 訓 練 で

は 、 安 否 確 認 （ 避 難 受 付 ） 時 に 、 シ ス テ ム 開 発 者 が 近 く で フ

ォ ロ ー す る 必 要 が あ り 住 民 の 停 留 が 見 ら れ た 。 し か し 、 2 回

目 の 2010 年 度 の 訓 練 で は 、地 域 住 民 だ け で 受 付 が 行 え る よ う

に な っ た 。 2 年 目 で 、 参 加 者 は 、 安 否 確 認 の 手 順 に 慣 れ て お

り 、 ま た 地 域 で 馴 染 み の あ る 地 図 が 使 え た た め 、 効 率 的 な 操

作 が で き た 。 ま た 、 入 力 デ ー タ は 長 距 離 無 線 LA N を 介 し て 役

場 に 送 ら れ 、 他 地 域 か ら の デ ー タ と 合 わ せ 自 動 集 計 さ れ た 。  

QR コ ー ド を 付 与 し た カ ー ド （ 同 地 区 で は STAB LE カ ー ド と

呼 称 ） を 使 っ て 、 被 災 地 外 に い る 家 族 と の 情 報 交 換 も で き る

こ と を 体 験 し た こ と に な る 。そ の 後 、 S TABLE カ ー ド を 全 員 に

配 布 し た 。  

 

・ 北 海 道 紋 別 郡 遠 軽 町 西 学 田 町 自 治 会 で の 活 動  

同 地 区 で は 山 か ら の 出 水 で 避 難 路 を ふ さ が れ た 経 験 を 持 っ

て い る 。 防 災 活 動 と し て は 独 居 老 人 家 庭 な ど の 要 支 援 者 の 分

布 や 数 も 避 難 に お い て は 重 要 で あ る が 、 実 際 の 災 害 時 に は 状

況 は 異 な る 。 こ れ ら の 経 験 や 考 え 方 か ら 、 自 治 会 の 高 齢 化 や

昼 間 人 口 な ど も 考 慮 し た 防 災 対 策 と そ の 状 況 を 考 慮 し た 実 践

的 な 防 災 訓 練 を 2 010 年 度 に 実 施 し た 。  
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写 真 4 -7 班 毎 の 避 難 報 告  

 

訓 練 で は 報 告 も 安 否 確 認 も 効 率 的 に 行 な わ れ 、 結 果 は 無 線

LAN を 通 し て 役 場 に 送 ら れ 、役 場 で は 各 所 の 安 否 テ ー タ が 自 動

集 計 さ れ 、 状 況 は 地 図 上 に 表 示 さ れ た 。  

 

写 真 4-8  STABLE カ ー ド の 利 用 説 明  
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( 2 ) 横 浜 市 青 葉 区 の 事 例  

 横 浜 市 青 葉 区 桂 小 学 校 区 で は 、 2007 年 度 の 防 災 訓 練 か ら 、

情 報 シ ス テ ム の 機 能 を 用 い て 、 安 否 確 認 を 行 う 防 災 訓 練 を 実

施 し て き た 。 こ の 校 区 に は 、約 8 00 世 帯（ 20 07 年 11 月 現 在 ）

の 住 民 が 生 活 し て お り 、 200 9 年 11 月 時 点 で 54 0 世 帯 の 方 か

ら 住 所 ・ 氏 名 等 の 情 報 提 供 を 受 け 、 安 否 確 認 機 能 を 用 い た 登

録 が な さ れ て い る 。こ の 登 録 情 報 を も と に 、 QR カ ー ド を 作 成

・ 発 行 し 、 訓 練 で の 安 否 確 認 を 実 施 し て き た 。 こ の 地 域 は 、

住 民 が 集 い 語 ら う 神 社 、 仏 閣 の よ う な ラ ン ド マ ー ク 的 場 所 が

存 在 し な い こ と か ら 、 住 民 が 共 同 で 何 か を 運 営 す る 機 会 が 極

端 に 少 な い 。  

 個 人 単 位 で の 避 難 受 付 を 行 っ た 2007 年 度 に 、住 民 の 停 留 が

見 ら れ た こ と か ら 、 2008 年 度 は 、家 族 単 位 で の 避 難 受 付 を 取

り 入 れ る こ と で 、 停 留 状 態 の 改 善 が 見 ら れ た 。 複 数 台 の コ ン

ピ ュ ー タ で 安 否 確 認 を 実 施 し 、 結 果 を 1 台 の コ ン ピ ュ ー タ に

統 合 し て 、 全 体 状 況 を 把 握 し た こ と も 、 停 留 の 解 消 に 繋 が っ

た と 考 え ら れ る 。  

 2009 年 度 は 、地 域 の 意 向 で 、救 援 救 助 対 象 世 帯 を 迅 速 に 特

定 す る こ と を 目 的 と し た 安 否 確 認 を 実 施 し た 。 具 体 的 に は 、

安 否 情 報 記 入 用 紙 （ 助 け 合 い シ ー ト ） と 記 入 用 紙 投 入 箱 （ 救

助 要 ／ 不 要 の 2 つ ） を 準 備 し 、 用 紙 記 入 と 箱 へ の 投 入 を 避 難

者 に 求 め 、こ れ を 安 否 確 認 作 業 と 位 置 付 け た 。 1 0 人 分 の 時 間

を 計 測 し た と こ ろ 、用 紙 記 入 時 間 ： 1～ 1.5 分 ／ 人 、情 報 入 力

時 間 ： 約 30 秒 ／ 件 、 で あ っ た 。 同 地 域 で 、 20 07 年 に QR カ ー

ド を 利 用 し た 安 否 確 認 で は 、 約 2 0 秒 ／ 人 で あ っ た 。 さ ら に 、
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201 0 年 度 に は 、 再 度 QR カ ー ド 利 用 方 式 が 導 入 さ れ 、 定 着 化

の 検 討 が 進 ん で い る 。  

 

写 真 4-9 横 浜 市 青 葉 区 桂 小 防 災 拠 点 の 防 災 訓 練 の 様 子  

 

( 3 ) 3 地 区 の 比 較 と 考 察  

遠 軽 で は 行 政 と 住 民 が 協 力 し 、 シ ス テ ム の 拡 張 や 用 途 の 拡

大 が 行 わ れ て お り 、 持 続 的 な 発 展 が 見 ら れ る 。 野 原 と 桂 小 学

校 区 で は 住 民 が 継 続 し て 活 動 を 行 う こ と で 活 動 の 減 少 や 消 滅

は 避 け ら れ て い る こ と か ら 、 継 続 性 と い う 点 に お い て 、 少 な

く と も 3 地 区 と も 運 用 上 の 問 題 は な い と 言 え る 。 こ の 3 地 区

の 状 況 か ら 、 住 民 の 活 動 と 連 動 し た シ ス テ ム の 運 用 が 、 そ の

定 着 化 に 大 き な 役 割 を 果 た し て い る こ と が わ か る 。  

 

4 . 4. 2 今 後 の 見 通 し  

今 後 の 見 通 し に 関 し て は 以 下 の よ う に 考 え て い る 。  

ま ず 、 野 原 区 で は 現 在 、 地 区 内 の 活 動 で の 利 用 に 閉 じ て お
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り 、 住 民 も そ の 規 模 に 満 足 し て い る た め 他 地 区 と の 連 携 や 町

全 体 と い う 動 き を 期 待 す る こ と は 難 し い 。 大 紀 町 全 体 で 利 用

機 会 を 増 や す た め に は 、 野 原 区 の 協 力 を 得 て 、 さ ら に 行 政 に

働 き か け る 努 力 が 必 要 と 考 え る 。 ま た 、 活 動 を け ん 引 し て い

る げ ん き 村 の メ ン バ ー や 自 治 会 の 役 員 が 交 代 し た 際 に 、 こ れ

ら の 活 動 が 縮 小 ま た は 、 停 止 す る 恐 れ も あ る 。 こ の よ う な 状

況 は 海 外 も 同 様 [ 6]で 、国 内 外・業 種 を 問 わ ず 活 動 主 体 が そ の

意 思 を 継 承 す る こ と が 非 常 に 重 要 で あ る 。  

ま た 、 遠 軽 に お い て は 行 政 の 支 援 が あ る こ と か ら 、 住 民 が

そ の こ と に 甘 え ず 、 コ ア と な る メ ン バ ー が 主 体 と な り 、 継 続

的 に 存 在 し な い と 活 動 を 維 持 す る こ と は 難 し い と 思 わ れ る 。

そ の 点 で は 、 こ れ ら の 作 業 が 住 民 に と っ て 、 よ り 日 常 的 の 一

部 に な ら な け れ ば な ら な い 。 こ の こ と は 、 他 の 防 災 活 動 す べ

て に 言 え る こ と で あ る 。  

本 研 究 に お け る 安 否 確 認 の 対 象 は 、 今 ま で は 地 域 住 民 が 主

で あ っ た 。 そ の 後 、 野 原 区 で は げ ん き 村 で の 利 用 に あ た り 、

野 原 区 外 か ら 来 場 者 へ の 対 応 も 進 め て い る 。 こ の 活 動 は 、 新

聞 等 に も 取 り 上 げ ら れ る な ど 、 一 定 の 評 価 を 得 て い る 。 一 連

の 活 動 か ら は 、 初 め て 訪 れ た 人 に 対 し て 、 安 否 確 認 が 可 能 な

仕 組 み を 提 示 で き る 可 能 性 が 示 さ れ て い る 。 今 後 は 、 こ の 手

法 を 発 展 さ せ て 、 よ り 大 き な 観 光 地 で 多 く の 観 光 客 を 対 象 に

対 応 で き る よ う に 研 究 を 進 展 さ せ る 方 向 性 が 考 え ら れ る だ ろ

う 。  
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4 . 5  ま と め  

本 章 で は 導 入 か ら 定 着 化 を 見 越 し た 視 点 か ら 課 題 を 抽 出

し 、 そ の 解 決 法 を 提 案 す る と と も に 、 実 際 の 地 域 で の 実 証 活

動 を 行 っ た 。  

は じ め に 、 3 章 で 提 示 し た 6 つ の 課 題 に つ い て 、 野 原 で の

導 入 に 際 し て 、 行 っ た 手 法 を 述 べ た 。 こ の 中 で 、 住 民 が 取 り

組 み や す い う え に 興 味 を 持 た せ 続 け る こ と と 、 で き る 限 り 費

用 を か け な い こ と が 重 要 で あ る こ と を 述 べ た 。  

続 け て 、 こ れ ら の 提 案 か ら 実 装 と 定 着 ま で の 流 れ を 三 重 県

大 紀 町 野 原 区 で の 実 証 活 動 の 事 例 報 告 か ら ま と め た 。 こ こ で

は 定 着 化 の た め の 工 夫 を 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 の 成 果 か ら そ

の 効 果 の 検 討 を 行 っ た 。 野 原 で は は じ め か ら 、 町 内 会 役 員 を

中 心 に 作 業 に 巻 き 込 む こ と で 、 役 員 は 活 動 目 的 を 早 い う ち か

ら 理 解 す る こ と が で き た 。 そ し て 、 シ ス テ ム の 簡 素 化 や 慣 れ

を 促 す た め の 機 会 を 作 る こ と で 、 他 の 住 民 も 研 究 活 動 の 目 的

や 内 容 を 早 く 理 解 す る こ と が で き た 。 こ れ ら の 活 動 の 結 果 、

野 原 区 で の 防 災 訓 練 の 安 否 確 認 は 最 終 的 に 住 民 の み で 行 う こ

と が 可 能 と な っ た 。 こ の こ と か ら 、 提 案 し た 実 装 ・ 定 着 化 の

方 法 は 効 果 が あ る と 考 え た 。  

ま た 、 同 様 の 活 動 を 行 う 北 海 道 紋 別 郡 遠 軽 町 と 横 浜 市 青 葉

区 桂 小 学 校 区 と い う 2 つ の 異 な る 地 域 の 活 動 成 果 か ら 検 討 を

行 い 、 住 民 の 活 動 と 連 動 し た シ ス テ ム の 運 用 が 定 着 化 に 大 き

な 役 割 を 持 つ こ と を 確 認 し た 。  

最 後 に 、 今 後 の 見 通 し と し て 、 観 光 客 な ど 運 用 地 域 に 訪 問

す る 人 の 対 応 が 重 要 と な る こ と を 述 べ た 。  
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5. 地 域 管 理 シ ス テ ム 実 現 の た め の 情 報 シ ス テ ム の 汎

用 化 に 関 す る 検 討  

 

5 . 1  概 説  

野 原 に お け る 一 連 の 研 究 活 動 か ら 、 情 報 シ ス テ ム は 継 続 的

な 活 動 に 利 用 可 能 な 形 態 と す る こ と で 、 住 民 自 ら の 手 に よ る

活 用 が 進 み 、 定 着 化 が 実 現 す る こ と を 実 証 的 に 示 す こ と が で

き た 。 そ こ で 次 の ス テ ッ プ と し て 、 様 々 な 地 域 住 民 の 助 け 合

い に 役 立 て る た め 、 地 域 管 理 シ ス テ ム の 利 用 地 域 を 増 や す こ

と が 重 要 と な る 。 し か し 、 地 域 に よ っ て 事 情 は 異 な る こ と か

ら 、 ど の 地 域 で も シ ス テ ム を 利 用 で き る よ う に 汎 用 化 が 必 要

で あ る 。  

汎 用 的 な 地 域 管 理 シ ス テ ム を 実 現 す る た め に は 利 用 す る 情

報 の 吟 味 が 重 要 で あ り 、 個 人 情 報 の 取 り 扱 い が そ の 中 心 に な

る と 考 え た 。 そ こ で 、 本 章 で は 他 地 域 へ の 普 及 （ 汎 用 化 ） に

必 要 な 個 人 情 報 の 取 り 扱 い の 対 応 に つ い て 課 題 と 解 決 法 の 提

示 を 行 う 。 地 域 管 理 シ ス テ ム が 普 及 す る た め に 必 要 な 汎 用 化

の 作 業 だ け で な く 、 先 行 す る 防 災 活 動 や 情 報 シ ス テ ム の 運 用

に お い て も 、 個 人 情 報 保 護 の 取 り 扱 い に 関 す る 検 討 は 大 き な

課 題 で あ る 。 現 状 の 個 人 情 報 の 利 用 状 況 の 整 理 と 2 地 区 で 実

施 し た ア ン ケ ー ト 調 査 か ら 、 3 章 で 提 示 し た 安 否 確 認 に 必 要

な 住 民 情 報 が 個 人 情 報 と し て 抵 触 す る か 調 査 結 果 を ま と め 、

さ ら に 汎 用 性 に 際 し て 、 こ れ ら の 情 報 を ど の よ う に 扱 う か 述

べ る 。  
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5 . 2  情 報 シ ス テ ム の 汎 用 化 と 安 否 確 認 の 課 題  

本 研 究 で は 、 災 害 時 に 住 民 の 命 を 救 う た め に 情 報 シ ス テ ム

を 利 用 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 そ し て 提 案 す る 情 報 シ ス

テ ム は 、 住 民 に よ る 安 否 確 認 の 実 施 を 特 長 と し て い る 。 し た

が っ て 、 汎 用 化 に あ た っ て も 住 民 の 安 否 確 認 の 観 点 か ら の 検

証 が 必 要 で あ る 。  

一 般 に 、中 山 間 部 や 農 村 漁 村 な ど 地 方 で は 定 住 期 間 が 長 く 、

住 民 同 士 の 繋 が り が 密 と な っ て い る こ と が 多 い 。 先 の 野 原 で

も 互 い が 周 辺 の 世 帯 の 家 族 構 成 か ら お お よ そ の 年 齢 、 場 合 に

よ っ て は 寝 室 の 場 所 ま で 把 握 し て い る こ と も あ る 。 こ の よ う

な 地 域 で あ れ ば 個 人 情 報 の 提 供 に 対 す る 抵 抗 も あ ま り 高 く な

く 、 安 否 確 認 に 利 用 で き る 情 報 も 集 ま り や す い 。  

し か し 、 住 民 同 士 の 関 係 が 密 で な い 地 域 、 と く に 都 市 部 で

は 隣 の 住 民 に つ い て 何 も 知 ら な い こ と も 多 く 、 情 報 を 提 供 す

る こ と を 敬 遠 す る 傾 向 が あ る 。 こ の 場 合 、 安 否 確 認 が で き る

住 民 の 数 が 減 っ て し ま い 、 住 民 を 救 う た め の 情 報 が 不 充 分 と

な る 。 そ の た め 、 地 域 管 理 シ ス テ ム 導 入 を 行 う に あ た り 、 個

人 情 報 の 扱 い に 注 意 し 、 情 報 の 提 供 を 依 頼 す る こ と が 必 要 と

な る 。 こ の 個 人 情 報 の 問 題 を 解 決 し て 、 情 報 シ ス テ ム に 登 録

す る 住 民 情 報 を 決 め る こ と で 、 シ ス テ ム の 汎 用 化 に 繋 げ る 。  

ま ず 、 先 に 提 案 し た 安 否 確 認 に 必 要 な 情 報 に つ い て 、 既 に

行 政 や 住 民 の 自 主 的 な 活 動 に よ り 収 集 さ れ て い る 可 能 性 の あ

る 情 報 に つ い て 、 転 用 可 能 か 調 査 を 行 い 、 結 果 を ま と め る 。

さ ら に 、 三 重 県 大 紀 町 や 三 重 県 松 阪 市 に お い て 、 提 供 が 可 能

な 住 民 情 報 の 項 目 に 関 す る 意 識 調 査 を 行 っ た 。 そ の 調 査 結 果
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を ま と め た 上 で 、 取 得 ・ 利 用 可 能 な 情 報 に つ い て 検 証 を 行 っ

た 。  

 

5 . 2 . 1 既 存 情 報 の 転 用 の 可 能 性  

地 域 管 理 シ ス テ ム で は 収 集 し た 安 否 情 報 か ら 地 域 住 民 同 士

が 安 否 確 認 を で き る よ う に す る 。 さ ら に 、 そ の 情 報 を も と に

人 命 救 助 な ど の 意 思 決 定 に も 役 立 て る 。 し か し 、 先 ん じ て 実

施 さ れ て い る 一 般 的 な 安 否 確 認 方 法 で は そ の 実 現 が 難 し い 。  

山 田 ら は 個 人 単 位 の 安 否 確 認 情 報 を 集 約 す る こ と で 、 自 治

体 は 災 害 時 要 援 護 者 の 適 切 な 避 難 誘 導 を 速 や か に 完 了 で き る

と 論 じ て い る [1]。し か し 、現 状 で は 個 人 情 報 保 護 の 点 か ら 本

人 の 同 意 を 得 な い 個 人 デ ー タ の 第 三 者 提 供 は 原 則 禁 止 で あ り 、

こ れ ら の 情 報 を 活 用 で き な い 点 が 課 題 で あ る こ と を 指 摘 し て

い る 。  

ま た 、 災 害 に 備 え た 事 前 の 情 報 整 備 に つ い て も 、 登 録 ・ 運

用 に 関 わ る 個 人 情 報 保 護 の 観 点 か ら の 課 題 が 指 摘 さ れ て い る 。

例 え ば 、山 崎 ら [2 ]は 災 害 時 要 援 護 者 の 個 人 情 報 の 取 り 扱 い と

地 域 活 動 の 避 難 支 援 の 実 態・課 題 を 法 政 策 的 に 検 討 し て い る 。

こ の 中 で 、 プ ラ イ バ シ ー の 問 題 と し て 、 一 方 的 に 自 分 の プ ラ

イ バ シ ー が 暴 露 さ れ る こ と と 、 個 人 を 単 な る 管 理 対 象 と し て

み な す こ と に 抵 抗 が あ る と 述 べ て い る 。 こ う し た 懸 念 は 行 政

→ 地 域 と い う ト ッ プ ダ ウ ン 的 な 発 想 に よ る 収 集 ・ 共 有 の 進 め

方 が 原 因 で あ り 、 ボ ト ム ア ッ プ の 問 題 解 決 が 必 要 と 提 案 し て

い る 。 そ し て 、 個 人 情 報 収 集 ・ 共 有 の あ り 方 や プ ラ イ バ シ ー
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順 守 の 確 立 は 地 域 内 の コ ン セ ン サ ス に よ り 確 立 す べ き こ と を

提 示 し て い る 。  

先 に 述 べ た 通 り 、 本 研 究 の 安 否 確 認 及 び 情 報 登 録 の 対 象 は

地 域 住 民 全 て で あ る 。 し か し 、 上 述 の ２ つ の 研 究 を 含 め 、 安

否 確 認 と 個 人 情 報 に 関 す る 先 行 研 究 は 、 そ の ほ と ん ど が 安 否

確 認 の 対 象 を 災 害 時 要 援 護 者 と し て い る 。こ れ は 2004 年 の 新

潟 ・ 福 島 豪 雨 の 際 、 要 援 護 者 へ の 避 難 勧 告 が 遅 れ 、 高 齢 者 が

被 害 の 中 心 と な っ た こ と が 影 響 し て い る 。 し か し 、 牛 山 [3]

は 災 害 時 要 援 護 者 の 対 象 者 と 実 際 の 被 害 者 に 着 目 し 、 20 04 年

か ら 200 6 年 ま で の 豪 雨 災 害 の 整 理 と 200 6 年 10 月 の 豪 雨 災 害

の 被 害 者 の 確 認 を 行 っ た 結 果 、 必 ず し も 被 害 者 の 中 心 が 高 齢

者 や 障 が い 者 と い っ た 災 害 時 要 援 護 者 で は な い こ と を つ き と

め た 。 そ の 上 で 、 住 民 の 安 否 確 認 の ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 や 被

害 状 況 の 情 報 伝 達 の 必 要 性 に つ い て 述 べ て い る 。  

以 上 よ り 次 の よ う に 考 え る こ と が で き る 。 現 在 ま で の 技 術

や 手 法 を 活 用 す る こ と で 、 自 治 体 が 適 切 な 避 難 誘 導 を 速 や か

に 行 う こ と が で き る が 、 個 人 情 報 保 護 の 関 係 か ら そ の 実 現 が

難 し い 。 特 に 、 個 人 情 報 の 収 集 を 行 政 主 導 で 行 う 場 合 、 プ ラ

イ バ シ ー 、 と く に 自 分 た ち が 関 与 し な い 情 報 を 利 用 さ れ る こ

と に 抵 抗 が 大 き い 。 そ こ で 、 地 域 内 で 個 人 情 報 収 集 ・ 共 有 や

プ ラ イ バ シ ー 情 報 の 取 り 扱 い の 方 法 に つ い て の コ ン セ ン サ ス

を 得 て 、 地 域 主 体 の 災 害 対 応 体 制 を 確 立 す べ き で あ る 。 こ の

時 、 災 害 時 要 援 護 者 だ け で な く 地 域 住 民 に つ い て も 安 否 確 認

の 対 象 と し て 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
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こ う し た こ と か ら も 、 災 害 時 の 安 否 確 認 に 備 え た 必 要 最 低

限 の 個 人 情 報 を 携 帯 し 、 地 域 内 の 安 否 確 認 に 利 用 す る こ と を

促 す 本 研 究 の 提 案 は 一 定 の 意 義 を 持 つ と 言 え る 。 地 域 住 民 の

コ ン セ ン サ ス を 得 ら れ る 情 報 の 内 容 を 提 案 す る こ と で 、 安 否

確 認 で 得 た 住 民 情 報 を 地 域 住 民 と 自 治 体 の 避 難 誘 導 作 業 の 支

援 に 繋 げ る こ と が で き る か ら で あ る 。  

 

5 . 2 . 2 個 人 情 報 保 護 の 意 識 に 関 す る 地 域 的 相 違  

 先 に 述 べ た 、 野 原 区 の よ う な 山 間 部 で は 個 人 情 報 保 護 の 意

識 は 低 く 、 都 市 部 で は 高 い と 考 え ら れ て い る 。 つ ま り 、 地 域

管 理 シ ス テ ム を 都 市 部 へ 展 開 す る た め に は 、 利 用 す る 情 報 が

山 間 部 だ け で な く 都 市 部 に お い て も 利 用 可 能 な 事 を 確 認 す る

こ と で 、 汎 用 性 を 持 た せ る こ と に つ な が る 。  

筆 者 ら は 、 横 浜 市 青 葉 区 桂 小 学 校 区 に お い て も 、 野 原 区 と ほ

ぼ 同 様 の 手 法 で 防 災 訓 練 に お け る 安 否 確 認 訓 練 を 実 施 し て き

た 。  

こ れ ら の 訓 練 で は 、事 前 に 自 治 会 を 中 心 に 全 世 帯 を 訪 問 し 、

訓 練 に 用 い る デ ー タ の 作 成 用 に 対 象 世 帯 の 世 帯 主 名 、 住 所 、

世 帯 人 数 と 要 援 護 者 の 有 無 な ど の 記 述 を 求 め た が 、 そ の 回 収

率 は 、 野 原 区 が 約 8 割 [4]、 桂 小 学 校 区 が 約 2 割 （ ※ 200 7 年

度 桂 小 防 災 拠 点 運 営 委 員 会 に よ る 報 告 よ り ） と 大 き く 差 が 開

い た 。 な お 、 桂 小 学 校 区 で は そ の 後 の 継 続 的 な 活 動 に よ り 回

収 率 は 向 上 し て い る 。  

回 収 方 法 や 期 間 に 若 干 の 違 い は あ っ た も の の 、 こ の 結 果 よ

り 、 た と え 防 災 上 の 取 組 み に 用 い る と し て も 、 平 常 時 に お い
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て は 個 人 情 報 の 提 示 に は 消 極 的 で あ り 、 特 に 都 市 部 で あ る 桂

小 学 校 区 で は そ の 傾 向 が 顕 著 で あ る こ と が わ か る 。 一 方 、 農

村 部 の 野 原 区 で は お 互 い に 顔 見 知 り で あ り 、 心 理 的 抵 抗 が 比

較 的 低 い と 見 る こ と が で き る 。  

 

5 . 3  安 否 確 認 に 必 要 な 汎 用 性 の あ る 個 人 情 報 の 抽 出 と 提 案  

 本 研 究 で 必 要 と す る 最 低 限 の 情 報 は 先 に 述 べ た 通 り 、 世 帯

人 数 と 位 置 座 標 で あ る 。 さ ら に 、 災 害 時 の 活 動 を 考 え る と 他

の 情 報 も あ れ ば な お 良 い 。 そ こ で 、 一 般 的 に 個 人 情 報 と し て

扱 わ れ る 項 目 を 抽 出 し 、 野 原 区 で 収 集 し た 情 報 項 目 と 突 き 合

わ せ た と こ ろ 、 そ の ほ と ん ど が 個 人 情 報 に 該 当 し た 。  

 

5 . 3 . 1 安 否 確 認 情 報 の 事 前 整 備 に 関 す る 状 況 調 査  

安 否 確 認 を 含 む 災 害 時 の 活 動 に 備 え 、 事 前 に 情 報 を 収 集 ・

管 理 す る こ と の 重 要 性 は 前 節 で 述 べ た よ う に 既 に 指 摘 さ れ て

き た 。 自 治 体 等 の 手 で こ う し た 情 報 の 収 集 が 事 前 に な さ れ る

の で あ れ ば 、 収 集 結 果 の 提 供 を 受 け て 住 民 情 報 の 整 備 を 図 る

こ と も 検 討 で き よ う 。 さ て 、 現 に 事 前 に 収 集 さ れ て い る 情 報

は 「 台 帳 」 の 形 で 整 備 さ れ て い る は ず で あ る 。 ま た 、 そ の 中

の 情 報 の 項 目 は 収 集 可 能 な 内 容 を 表 し て い る と 考 え ら れ る 。

そ こ で 、 情 報 を 管 理 す る た め の 「 台 帳 」 の 整 備 状 況 、 情 報 項

目 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。  
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( 1 ) 台 帳 整 備 の 状 況  

三 重 県 [5]や 愛 媛 県 [6]の 自 主 防 災 リ ー ダ ー 用 の 資 料 の 中 で

は 、①「 自 主 防 災 組 織 台 帳 」、②「 世 帯 台 帳 」、③「 人 材 台 帳 」、

④ 「 災 害 時 要 援 護 者 台 帳 」 の 4 つ を 整 備 す る 必 要 性 が 述 べ ら

れ て い る 。  

こ の う ち ① ～ ③ が 、 本 研 究 の 想 定 条 件 と 同 様 に 全 世 帯 を 対

象 と し た 台 帳 で あ る 。  

④ の 「 災 害 時 要 援 護 者 台 帳 」 に つ い て は 、 全 て の 住 民 を 対

象 と し て い な い 。 た だ し 、 支 援 す べ き 要 援 護 者 の 居 場 所 を 災

害 前 に 把 握 す る 政 策 が 2004 年 に 国 に よ っ て 打 ち 出 さ れ た こ

と が き っ か け と な り 、 全 国 各 地 で 自 治 体 が 主 導 し 、 整 備 が 進

み つ つ あ る [ 7]。  

 

( 2 ) 台 帳 の 情 報 項 目  

先 に 述 べ た 三 重 県 の 自 主 防 災 リ ー ダ ー 用 の 資 料 に 示 さ れ る

４ つ の 台 帳 、 そ し て 他 の 都 道 府 県 や 市 町 村 で 住 民 に 対 し て 整

備 を 進 め て い る 同 様 の 台 帳 に 登 録 さ れ て い る 情 報 項 目 に つ い

て の 調 査 を 行 っ た と こ ろ 、三 重 県 [5]の 自 主 防 災 組 織 の 世 帯 台

帳 に 記 録 さ れ て い る 情 報 項 目 に つ い て は 以 下 の 通 り で あ り 、

他 の 都 道 府 県 で 整 備 さ れ て い る 台 帳 も ほ ぼ 同 様 の 内 容 で あ っ

た （ 愛 媛 県 [ 6]な ど ）。  

・ 世 帯 主 の 氏 名     ・ 住 所  

・ 住 居 形 態   ・ 連 絡 先 （ 緊 急 の 場 合 も 別 途 記 載 ）  

・ 地 域 の 危 険 性   ・ 世 帯 内 の 氏 名  

・ 性 別   ・ 生 年 月 日   ・ 要 援 護 の 有 無 な ど  
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ま た 、 災 害 時 要 援 護 者 台 帳 に つ い て は 、 援 護 対 象 者 の 詳 細

な 個 人 情 報 が 登 録 さ れ て い る 。例 え ば 、「 三 重 県 自 主 防 災 リ ー

ダ ー ハ ン ド ブ ッ ク 」 で は 以 下 の 通 り と な っ て い る 。  

・ 要 援 護 者 の 氏 名   ・ 住 所   ・ 電 話  

・ 状 態   ・ 介 護 者 の 氏 名 と 連 絡 先  

3 章 の 表 3- 3 で ま と め た 安 否 確 認 な ど に 用 い る 情 報 と 、 こ

の ハ ン ド ブ ッ ク に 掲 載 さ れ て い る 情 報 を 個 人 情 報 の 観 点 か ら

整 理 し 、 一 覧 形 式 に ま と め る と 表 5 -1 の よ う に な る 。  

 

表 5-1 安 否 確 認 と 個 人 情 報  

手法 推奨方式
推奨＋リスト方式

（野原区）
世帯台帳 要援護者台帳

目的
人命救助
安否確認

人命救助
安否確認

人命救助 安否確認

対象 世帯住民 世帯住民 世帯住民 災害弱者

内容
災害時・平常時の

連続的な利用
管理者・登録者が利用

災害時の安否確認
平常時の行事参加管理
管理者・登録者が利用

避難所の安否確認に利用
管理者が利用

連絡網として活用
管理者が利用

情報 （ア）住所 × ○ ◎ ◎
（イ）位置座標 ◎ ◎ △（地図利用の場合） △（地図利用の場合）
（ウ）氏名 × ◎ ◎ ◎
（エ）病歴、身体の障害など × ○ △ ◎
（オ）常用薬 × ○ △ ○
（カ）家族構成（世帯内の登録番号） ◎ ◎ ○ ○
（キ）介護者の有無 × ○ △ △
（ク）電話番号 × ○ ◎ ◎
（ケ）家屋内の居室の場所 × △ × △
（コ）メールアドレス × × △ ○
（サ）生年月日・年齢 × ○ ◎ ◎
（シ）住居形態
（家屋種別、家屋構造、築年数など）

× △ ○ △

必須情報：◎、　利用している情報：○、　一部で利用：△、　利用していない:×  

こ の よ う に 、 行 政 が 整 備 す る 台 帳 で は 、 地 図 上 の 位 置 （ 座

標 ）を 除 き 、 3 章 で 必 要 と 考 え た 情 報 項 目 が 網 羅 さ れ て い る 。 

 

5 . 3 . 2 個 人 情 報 と み な さ れ る 安 否 確 認 の 関 連 情 報  

各 都 道 府 県 に お い て 、 個 人 情 報 利 用 ・ 保 護 に 関 す る 規 則 が

定 め ら れ て い る 。 そ の 中 で 個 人 情 報 と み な さ れ る 項 目 に つ い

て 大 き な 差 異 は な い 。  
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例 え ば 、三 重 県 で は 通 常 個 人 を 識 別 す る 際 に 用 い ら れ る「 氏

名 、 住 所 、 生 年 月 日 な ど 」 が 基 本 的 な 個 人 情 報 項 目 と な る 。

そ の 他 に 、 思 想 、 信 条 、 信 仰 、 身 分 、 地 位 、 職 歴 、 資 格 、 学

歴 、 所 属 、 団 体 、 家 族 状 況 、 収 入 、 財 産 状 況 、 心 身 の 状 況 、

健 康 状 態 、 病 歴 等 、 そ の 他 個 人 の 属 性 を 示 す す べ て の 情 報 が

当 た る と 記 さ れ て い る [ 8]。  

ま た 、 提 案 し て い る 方 式 の 特 徴 と し て 情 報 項 目 に 含 め て い

る「 地 図 上 の 位 置（ 座 標 ）」に 関 連 し て 、地 理 空 間 情 報 活 用 推

進 会 議 が 作 成 し た ガ イ ド ラ イ ン [ 9]で は 、 個 人 情 報 に つ い て 、

「 地 番 や 住 居 番 号 等 の 特 定 の 土 地 や 建 物 の 所 在 を 示 す 地 理 空

間 情 報 で あ っ て 、 特 定 の 個 人 と の 結 び つ き や そ の 居 住 等 の 事

実 と 関 連 付 け ら れ た も の は 、 基 本 的 に 個 人 情 報 と し て 取 り 扱

う 必 要 が あ る 」 と 示 さ れ て い る 。  

提 案 方 式 に お け る 位 置 情 報 は 、 敷 地 内 の 任 意 の 場 所 に お か

れ た 代 表 点 座 標 で あ り 、「 人 が そ の 場 所 に 存 在 す る 」こ と だ け

を 示 し 、 他 の 情 報 と 関 連 付 け な け れ ば 、 個 人 情 報 と み な さ れ

な い 可 能 性 も あ る 。 た だ し 実 際 的 に は 、 他 の 情 報 と 関 連 付 け

ざ る を 得 な い 。  

こ れ ら か ら 、 提 案 方 式 の 情 報 項 目 を 、 個 人 情 報 と み な さ ず

利 用 す る こ と は で き な い と 言 え る 。  

 

5 . 4  ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る 結 果 と 考 察  

先 の 調 査 か ら ほ ぼ 全 て の 住 民 情 報 は 個 人 情 報 と し て 扱 わ れ

る 可 能 性 が 高 い こ と を 確 認 し た 。 た だ し 、 個 人 情 報 の 取 り 扱

い に つ い て は 住 民 の 許 可 を 得 た 場 合 は 利 用 可 能 で あ る 。 そ こ
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で 大 紀 町 と 松 阪 市 で ア ン ケ ー ト を 行 い 、 提 供 可 能 な 情 報 を 調

査 し た 。 ア ン ケ ー ト の 結 果 、 ほ と ん ど の 項 目 で 個 人 情 報 の 提

供 を 期 待 で き る こ と が 分 か っ た 。 こ の 結 果 か ら 、 本 研 究 で 提

案 す る 情 報 項 目 は 十 分 に 取 得 で き る 可 能 性 が あ り 、 地 域 管 理

シ ス テ ム が 他 地 域 で も 運 用 で き る こ と が 確 認 で き た 。  

 先 の 情 報 転 用 に 関 す る 考 察 で 述 べ た よ う に 、 行 政 機 関 か ら

住 民 主 体 の 安 否 確 認 の た め の 情 報 提 供 を 受 け る こ と が で き る

可 能 性 は 現 時 点 で は 低 い 。 も っ と も 、 東 日 本 大 震 災 で は 、 積

極 的 な 情 報 提 供 が 行 政 か ら も 行 わ れ た が 、 い か な る 時 で も 行

政 機 関 が 同 様 に 対 応 で き る 保 証 は な く 、 ま た 、 被 災 後 の 提 供

で は 、本 研 究 で 目 指 す 迅 速 な 人 命 救 助 へ 活 用 が 期 待 で き な い 。 

し た が っ て 、本 研 究 で 提 案 し て き た 、住 民 主 体 で 事 前 に「 住

民 リ ス ト 」 を 作 成 し て お く 方 式 の 有 効 性 は 高 く 、 さ ら に 野 原

区 の よ う に 、 平 常 時 か ら の イ ベ ン ト へ の 利 用 を 促 す 等 、 情 報

の 活 用 に 慣 れ る た め の 仕 組 み づ く り を 行 う こ と は 、 防 災 上 意

義 深 い 取 組 み で あ る と 考 え る 。  

こ の 住 民 リ ス ト 作 成 に 必 要 な 情 報 収 集 方 法 に つ い て 、3.5. 4

に お い て 4 つ の 方 法 に 分 類 し た 。  

 

① 不 特 定 に 広 報 を 行 い 、 申 請 し た 人 の 情 報 を 集 め て 登 録 す る

「 手 あ げ 方 式 」  

② 全 員 の 情 報 を 強 制 的 に 登 録 す る 「 関 係 機 関 共 有 方 式 」  

③ 該 当 者 全 て に 確 認 を 行 い 、同 意 を 得 た 人 の 情 報 を 集 め る「 同

意 方 式 」  

④ 情 報 を 自 分 で 準 備 し 、 持 つ こ と を 推 奨 す る 「 推 奨 方 式 」  
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個 人 情 報 の 観 点 か ら は 、住 民 の「 同 意 方 式 」「 推 奨 方 式 」に

よ る 情 報 収 集 が 現 状 で は 有 効 な 手 段 で あ る と 言 え る 。 過 去 に

行 わ れ た 世 論 調 査 で は 、 防 災 ・ 防 犯 の た め に は 個 人 情 報 を 共

有 ・ 活 用 す る こ と に 肯 定 的 な 回 答 が 多 い と の 結 果 を 得 て い る

[10 ]も の の 、 平 常 時 か ら の 、 災 害 時 の 利 用 に 備 え た 情 報 の 登

録 ・ 管 理 に つ い て は 、 行 政 と 同 様 、 住 民 も 消 極 的 で あ る 可 能

性 も 否 定 で き な い 。  

す な わ ち 、 本 研 究 で 提 案 し た 方 式 （ ① と ③ を 併 用 し 、 住 民

リ ス ト を 作 成 ） が 定 着 す る か 否 か は 、 住 民 意 識 の あ り よ う が

大 き く 影 響 す る わ け で あ る 。 そ こ で 、 災 害 対 応 へ の 個 人 情 報

の 利 用 に 関 す る 住 民 意 識 調 査 を 行 っ た 。  

 

5 . 4 . 1 平 常 時 の 個 人 情 報 の 扱 い に 関 す る 住 民 ア ン ケ ー ト  

2012 年 1 月 に 、「 災 害 対 応 の た め に ど の 情 報 を 普 段 か ら 提

供 す る こ と が 可 能 か 」 を 設 問 と し た 、 住 民 ア ン ケ ー ト 調 査 を

三 重 県 大 紀 町 と 三 重 県 松 阪 市 の そ れ ぞ れ 一 地 区 を 対 象 に 実 施

し た 。  

 

対 象 と し た 情 報 項 目 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

・ 住 所              ・ 居 住 地 の 地 図 上 の 位 置 座 標  

・ 氏 名              ・ 病 歴 、 身 体 の 障 が い な ど  

・ 常 用 薬           ・ 家 族 構 成   ・ 介 護 者 の 有 無  

・ 電 話 番 号         ・ 家 屋 内 の 居 室 の 場 所  

・ メ ー ル ア ド レ ス   ・ 生 年 月 日 、 年 齢  

・ 住 居 形 態 （ 家 屋 種 別 、 家 屋 構 造 、 築 年 数 ）  
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な お 、 情 報 を 集 約 す る 主 体 に つ い て は 、 自 主 防 災 組 織 や 自

治 会 で あ る 旨 を 口 頭 で 伝 え て い る 。  

本 調 査 で は 同 一 県 で の 都 市 部 と 農 村 部 の 両 方 を 比 較 す る こ

と が 、 様 々 な 地 域 へ 展 開 す る 際 の 検 討 材 料 と し て 有 効 と 考 え

た 。 さ ら に 、 両 市 町 は 隣 接 し て お り 、 今 後 の 広 域 連 携 に よ る

支 援 の 可 能 性 も 見 越 し て 、 情 報 の 共 通 化 が 必 要 と 考 え た こ と

も あ り 、 同 じ 三 重 県 か ら 農 村 部 で あ る 大 紀 町 と 、 都 市 部 と い

え る 松 阪 市 の 2 地 域 を 対 象 地 区 と し た 。 サ ン プ ル 数 は 、 大 紀

町 が 1 7、 松 阪 市 が 6 5 で あ る 。 ア ン ケ ー ト 結 果 は 表 5 - 2 の 通

り と な っ た 。  

 

表 5- 2 ア ン ケ ー ト 結 果  

全体 * 大紀町 * 松阪 *

氏名 73.2 メールアドレス 76.5 氏名 73.8

メールアドレス 72 生年月日、年齢 76.5 病歴、身体の障がいなど 72.3
病歴、身体の障がいなど 70.7 氏名 70.6 介護者の有無 72.3
居住地の地図上の位置座標 69.5 居住地の地図上の位置座標 64.7 居住地の地図上の位置座標 70.8
介護者の有無 69.5 病歴、身体の障がいなど 64.7 メールアドレス 70.8
家屋内の居室の場所 65.9 電話番号 64.7 家屋内の居室の場所 67.7
住所 64.6 住所 58.8 住所 66.2
家族構成 62.2 家族構成 58.8 家族構成 63.1
生年月日、年齢 61 介護者の有無 58.8 住居形態 61.5
住居形態 61 家屋内の居室の場所 58.8 生年月日、年齢 56.9
電話番号 57.3 住居形態 58.8 電話番号 55.4
常用薬 43.9 常用薬 52.9 常用薬 41.5

　*：「提供が可能」と答えた人の割合  

 

5 . 4 . 2 ア ン ケ ー ト 結 果 の 考 察  

大 紀 町 に お い て は 、 提 示 し た 情 報 の す べ て に つ い て 、 半 数

以 上 の 回 答 者 が 平 常 時 か ら の 利 用 に 肯 定 的 で あ っ た 。 こ の 結

果 は 、 本 研 究 に お い て 必 須 と な る 位 置 情 報 （ 座 標 ） の 利 用 は

も ち ろ ん の こ と 、 他 の 情 報 に つ い て も 平 常 時 か ら の 収 集 ・ 管

理 を 行 え る 可 能 性 を 示 し て い る 。 調 査 時 に 付 随 し て 行 っ た ヒ



 

  125 

ア リ ン グ で も 、 農 村 部 で は 個 人 情 報 に 関 す る プ ラ イ バ シ ー 意

識 は 小 さ い と い う 話 が 多 く 聞 か れ 、 こ の こ と を 証 明 す る 結 果

と な っ た 。  

次 に 、 松 阪 市 に お い て も 、 常 用 薬 を 除 く 、 ほ ぼ 全 て の 情 報

に つ い て 、 半 数 以 上 の 回 答 者 か ら 提 供 可 能 で あ る と の 回 答 を

得 た 。 常 用 薬 に つ い て 平 常 時 の 情 報 提 供 を 好 ま な い 住 民 が 多

か っ た の が 特 徴 的 で あ る 。  

両 者 を 総 合 す る と 、 氏 名 や メ ー ル ア ド レ ス お よ び 障 が い に

関 す る 情 報 の 利 用 に 肯 定 的 な 意 識 が 表 明 さ れ て い る 。 し た が

っ て 、 住 民 全 て に 関 わ る 情 報 管 理 に つ い て の 住 民 合 意 は 比 較

的 容 易 で あ る と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 介 護 者 の 有 無 や 病 歴 ・

障 が い の 情 報 は セ ン シ テ ィ ブ な も の で あ る こ と も 容 易 に 想 像

で き る た め 、 情 報 の 管 理 主 体 に 関 し て は 、 社 会 福 祉 協 議 会 や

民 生 委 員 と の 連 携 が 有 効 で あ ろ う 。  

ま た 、 本 研 究 の 特 徴 で あ る 、 安 否 確 認 お よ び 平 常 時 の 運 用

へ の 位 置 情 報 の 活 用 に つ い て は 、両 地 区 と も 12 項 目 中 4 番 目

に 肯 定 的 回 答 が 多 く 、 一 方 、 家 族 構 成 の 情 報 に つ い て は 両 地

区 と も 8 番 目 で あ っ た 。 た だ し 、 家 族 構 成 に つ い て は そ の 位

置 （ ＝ 敷 地 内 ） に 何 人 が 居 住 し て い る か 認 識 で き れ ば 、 安 否

確 認 の 目 的 は ほ ぼ 達 成 で き る の で 、 戸 別 に 人 数 を 登 録 す る 方

法 で も 代 用 で き る 。  

こ の 2 地 区 で 調 査 を 実 施 し た の は 、 都 市 部 で は 農 村 部 に 比

べ 、 住 民 の 個 人 情 報 の 扱 い に 対 す る 意 識 が 強 く 、 情 報 登 録 に

際 し て 課 題 と な る と 考 え た か ら で あ っ た が 、 逆 に 、 大 紀 町 の

住 民 よ り 、 松 阪 市 の 住 民 の 方 が 、 こ う し た 情 報 の 提 供 に 肯 定
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的 で あ る と い う 結 果 と な っ た 。 回 答 者 の 年 齢 ・ 性 別 、 防 災 意

識 の 違 い が 表 れ た 可 能 性 が 考 え ら れ る が 、 何 よ り サ ン プ ル 数

を 増 や し 、 回 答 者 属 性 を バ ラ ン ス さ せ る こ と が 今 後 の 課 題 で

あ る 。  

 

5 . 5  現 在 の 展 開 活 動  

筆 者 は 本 研 究 活 動 の 成 果 を 踏 ま え 、 三 重 県 内 で 複 数 の 自 治

体 ・ 自 治 会 な ど に お い て 、 普 及 ・ 支 援 活 動 を 行 っ て き た 。 例

え ば 、 大 紀 町 野 原 区 を は じ め 、 遠 軽 や 横 浜 、 三 重 県 内 の 複 数

の 支 援 活 動 の 成 果 を 受 け 、 松 阪 市 社 会 福 祉 協 議 会 の 依 頼 に よ

る 災 害 時 要 援 護 者 支 援 情 報 把 握 シ ス テ ム の 構 築 な ど が あ る 。  

本 節 で は 現 在 行 っ て い る 研 究 活 動 や 今 後 定 着 化 が 期 待 さ れ

る 活 動 と し て 、 松 阪 市 で の 活 動 に つ い て 紹 介 す る 。  

 

図 5-1 三 重 県 内 で の 研 究 活 動 の 状 況  
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・ 災 害 時 要 援 護 者 情 報 管 理 シ ス テ ム の 構 築 （ 松 阪 市 社 会 福 祉

協 議 会 と の 共 同 研 究 ）  

筆 者 は 松 阪 市 社 会 福 祉 協 議 会 の 依 頼 ・ 支 援 を う け 、 地 域 管

理 シ ス テ ム で 培 っ た 概 念 を 持 っ た シ ス テ ム を 構 築 し た 。 こ の

シ ス テ ム は 地 域 の 自 主 防 災 組 織 が 運 用 を 行 う 目 的 で 作 成 さ れ

た 。  

こ こ で は 、 利 用 者 が 理 解 ・ 利 用 し や す く 、 自 主 防 災 組 織 と

社 会 福 祉 協 議 会 に よ る 普 及 が 容 易 に な る よ う に 、 次 の よ う な

考 え 方 に 従 っ て シ ス テ ム 構 築 を 行 っ た 。  

① 災 害 時 要 援 護 者 支 援 に 必 要 な 情 報 の 選 定  

利 用 者 の 意 見 を 踏 ま え 、 災 害 時 要 援 護 者 の 支 援 を 主 要 な 目 的

と し た 。 し た が っ て 、 野 原 で 管 理 し て い る 住 民 情 報 や 仕 組 み

と 多 少 異 な っ て い る 。  

援護者登録情報
– 基本情報

• 氏名

• 生年月日

• 年齢

• 連絡先

• 区分（独居・高齢者・障がいなど）

– 家族連絡先（2名）
• 氏名

• 関係

• 住所

• 電話番号

– 避難誘導者（2名）
• 名前

• 関係

• 住所

• 電話番号

– 民生委員
• 名前

• 担当地区

• 住所

• 電話番号

– 防災情報
• 避難予定場所（2か所）

• 日常の移動方法（杖・押し車など）

• かかりつけの病院（2か所）
– 名前

– 電話

– 住所

• 利用中の福祉サービス（2か所）
– 名前

– 電話

– 住所

• 常時服用薬

• 日常生活での必需品

 

図 5-2  登 録 情 報  
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② 台 帳 か ら GIS 利 用 へ の 抵 抗 の 少 な い 移 行  

③ 安 価 で 簡 便 な 仕 組 み の 実 現  

 対 象 と な る 地 区 で は 、 既 に 台 帳 で 要 援 護 者 情 報 が 管 理 さ

れ て い た こ と も あ り 、 い き な り 地 理 情 報 シ ス テ ム の 利 用 に

切 り 替 え る 場 合 は 、 抵 抗 が 大 き い と 考 え た 。 そ こ で 、 一 般

的 に 利 用 さ れ て い る エ ク セ ル で 台 帳 管 理 を 行 い 、 台 帳 の 住

民 情 報 を 地 理 情 報 化 し 、並 行 的 に 管 理 す る 方 法 を 提 案 し た 。 

 さ ら に 、 今 後 他 地 区 に 普 及 す る こ と も 想 定 し 、 安 価 か つ

簡 単 に 導 入 で き る よ う に パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ た ソ フ ト を 組 み

合 わ せ た 。  

GISソフト
QuantumGIS

データベース住民カルテ管理
エクセル

避難場所の
位置情報の表示

地図上に要援護者と避難
誘導支援者の居住地情
報の表示

土砂災害情報などの
危険箇所の表示

リストに戻る

【 地区　防災カルテ 】

才

�

名まえ 伊勢花子 関　係 娘

住　所 松阪市○○2-2-2

家
族
等
連
絡
先

名まえ 大河内　太助 関　係 息子

住　所 松阪市○○1-1-1

電　話 0596-22-1234 電話２

電　話 0596-22-9876 電話２

電　話 000-000-0000 携　帯

区　分

独居 1 高齢者世帯 障がい者（身体）

外国人 父子・母子家庭 その他

障がい者（知的） 障がい者（精神） 難病患者

ふりかな おかわち　たろう
性　別 男

名まえ

血液型 O 型

住　所 大河内999 座標 136.47608 34.52503

大河内　太郎

生年月日 1923/5/5 年　齢 満 89

大河内 桂瀬町 作成日： 2012/3/15

作成者： うすい

カルテを印刷 データ修正 新規登録リストに戻る

地区情報
要援護者情報
支援者情報

要援護者情報
家族・支援者情報

障害の区分や
病院の情報など

 

図 5- 3 情 報 シ ス テ ム 構 成  

 

こ れ ら の 概 念 に も と づ い て 、松 阪 の シ ス テ ム は 構 築 さ れ た 。
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さ ら に 、 こ れ ら の 情 報 は 野 原 や 遠 軽 で 利 用 さ れ て い る 地 域 管

理 シ ス テ ム と 連 動 さ せ る こ と も 可 能 と な っ て い る 。  

松 阪 市 社 会 福 祉 協 議 会 は 市 内 の 要 援 護 者 対 策 と し て 地 域 に

お け る 支 え あ い の 構 築 を 目 指 し て い る 。 そ こ で 、 運 用 体 制 に

つ い て 次 の よ う に 考 え た（ 図 5 - 4 参 照 ）。こ の 体 制 で は 、公 的

機 関 （ こ こ で は 社 会 福 祉 協 議 会 ） か ら 住 民 へ 情 報 シ ス テ ム を

提 供 し 、 各 地 区 で 要 援 護 者 の 情 報 を 管 理 す る 。 各 地 区 の 情 報

は 、 災 害 時 の 安 否 情 報 の 確 認 や 呼 び か け 、 防 災 計 画 の 資 料 と

し て 情 報 共 有 を 行 う こ と を め ざ す 。  

・・・・・

社会福祉協議会・自治体

民生委員・児童委員
自主防災組織

それぞれの個人・団体・機関などが相互に連携した、
災害時要援護者への支援を目指す

 

図 5 -4 要 援 護 者 情 報 の 運 用 体 制 の イ メ ー ジ  

 

こ れ ら の 考 え は 、 地 域 管 理 シ ス テ ム を 提 案 し 、 実 証 の た め

の 活 動 を 行 う 中 で 得 た 知 見 に よ り 構 築 さ れ た 成 果 で あ る 。 こ

の よ う に 、本 研 究 が も た ら し た 成 果 は 非 常 に 大 き い と 言 え る 。 
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5 . 6  他 地 域 へ の 展 開 に 関 す る 提 言  

 こ こ ま で に お い て 、 他 地 域 へ の 展 開 の 可 能 性 に つ い て 利 用

す る 情 報 を 中 心 に 検 討 を 行 い 、 提 案 す る シ ス テ ム は 汎 用 性 を

持 た せ る こ と が 可 能 で あ り 、 展 開 は 十 分 可 能 で あ る こ と を 示

し た 。 本 項 で は さ ら に 今 回 の 研 究 活 動 お よ び 先 行 研 究 の 事 例

を ふ ま え て 、 他 地 域 へ の 展 開 に つ い て 、 次 の 3 つ の 具 体 的 な

提 案 を 行 う 。  

 

・ 地 域 活 動 支 援 に 役 立 つ 機 能 を 備 え た シ ス テ ム の パ ッ ケ ー ジ

ン グ  

 先 行 す る 研 究 や 、 本 研 究 で も い え る こ と だ が 、 シ ス テ ム 導

入 お よ び シ ス テ ム 定 着 ま で は ど う し て も 提 供 側 の 支 援 が 必 要

で あ る 。 こ の 時 、 シ ス テ ム に 関 す る 知 識 を 持 つ 人 が 対 応 で き

れ ば よ い が 、全 て の 地 区 に 出 向 い て 対 応 す る に は 限 度 が あ る 。

そ の た め 、 普 及 の 機 会 が あ る に も か か わ ら ず 、 説 明 の 機 会 や

シ ス テ ム 定 着 の 機 会 を 逃 し て し ま う こ と が 多 い 。  

 そ こ で 、 地 域 管 理 シ ス テ ム の 導 入 ま で の パ ッ ケ ー ジ ン グ を

提 案 し た い 。 具 体 的 に は 、 簡 単 に シ ス テ ム の 導 入 （ シ ス テ ム

の イ ン ス ト ー ル な ど ） を 行 う こ と が で き 、 さ ら に 情 報 収 集 に

必 要 な リ ス ト 作 成 の 手 引 き や 住 民 情 報 の 登 録 、 安 否 確 認 作 業

の 方 法 な ど の マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 、 そ れ に 従 う こ と で 、 基 本

的 な 作 業 を 行 う こ と が で き る よ う に す る 。 実 際 に 防 災 科 学 技

術 研 究 所 で は 運 用 方 法 に つ い て 、マ ニ ュ ア ル を 整 備 し て お り 、

利 用 者 の 敷 居 を 下 げ る 活 動 を 行 っ て い る 。  
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・ 地 域 活 動 が 盛 ん な 地 区 へ の 導 入  

 実 際 に シ ス テ ム 導 入 を 図 る に 当 た り 、 ど の よ う な 地 域 に 提

案 す る か 事 前 に 調 査 ・ 検 討 が 必 要 で あ る 。 こ の 時 の 選 定 条 件

と し て 、 野 原 区 の よ う に 、 防 災 活 動 に 限 ら ず 、 地 域 活 動 に 積

極 的 な 地 区 が 良 い と 考 え る 。 先 行 研 究 に よ り 地 域 行 事 と 防 災

活 動 の 積 極 性 に は 関 連 性 が あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る [11]。

さ ら に 、 導 入 に 際 し て 大 人 よ り 子 供 の 参 加 ・ 利 用 の 機 会 に 着

目 す る 。 こ れ は 先 行 す る 研 究 で も 実 践 さ れ 成 果 が 報 告 さ れ て

い る [12]。 地 域 活 動 や 防 災 活 動 は 高 齢 者 が 中 心 で あ る が 、 地

域 に よ っ て は そ の 活 動 に 子 供 会 な ど 子 供 や 親 が 参 加 す る も の

も あ る 。 た と え ば 野 原 区 で は 小 学 生 向 け の 書 道 教 室 な ど が あ

る 。 こ の よ う な 地 域 活 動 に 本 研 究 の よ う な 防 災 活 動 の 一 部 を

組 み 込 む こ と で 、 情 報 登 録 の 推 進 や 災 害 時 の 活 動 補 助 な ど 住

民 が で き る こ と が 増 え る と 期 待 で き る 。  

 

・ 行 政 へ の 積 極 的 な 働 き か け  

 す で に 述 べ た と お り 、 地 域 防 災 活 動 で は 住 民 か ら の ボ ト ム

ア ッ プ が 重 要 で あ る 。 事 前 に リ ス ト 化 さ れ た 住 民 情 報 の 存 在

を 行 政 に 認 識 さ せ 、 収 集 し た 情 報 を 有 効 活 用 で き る よ う 、 行

政 か ら 積 極 的 な 情 報 提 供 、 協 力 を 仰 ぐ こ と も 効 果 が あ る と 考

え ら れ る 。 野 原 区 で は 住 民 の 情 報 を 収 集 し た 際 に は 、 行 政 に

も 同 じ 情 報 を 提 供 す る こ と を 説 明 し て い る 。 行 政 に 住 民 情 報

を 提 供 し て も 十 分 な 保 障 を 得 ら れ る と は 限 ら な い が 、 住 民 に

は 安 心 感 を 与 え る こ と が で き る 。 ま た 、 行 政 に と っ て は 住 民

登 録 を し て い な い 住 人 の 情 報 を 得 る こ と が で き 、 安 否 ・ 被 害
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状 況 の 把 握 に 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ る こ と が 、 協 力 の 動 機 づ け

と な る だ ろ う 。  

 以 上 の 点 を 考 慮 し た 支 援 活 動 を 行 う こ と で 、 迅 速 か つ 比 較

的 容 易 に 地 域 管 理 シ ス テ ム の 普 及 が 実 現 で き る だ ろ う 。  

 

5 . 7  ま と め  

本 章 で は 、 本 研 究 で 提 案 し た 情 報 シ ス テ ム を 用 い た 安 否 確

認 方 式 の さ ら な る 展 開 を 目 指 す に あ た り 、 こ の 方 法 に 適 し た

情 報 収 集 の 賛 同 を 得 や す い 住 民 情 報 の 項 目 に 関 す る 検 討 を 行

っ た 。  

ま ず 、 個 人 情 報 の 定 義 や 個 人 情 報 と さ れ る 情 報 項 目 に つ い

て 調 査 し 、 安 否 確 認 に 必 要 な 情 報 項 目 が 個 人 情 報 と 見 な さ れ

る こ と の 確 認 を 行 っ た 。 ま た 、 住 民 リ ス ト に つ い て は 、 こ れ

と 共 通 の 性 格 を 持 つ も の と し て 、 既 に 地 域 や 行 政 等 で 整 備 し

て い る 台 帳 に 関 す る 調 査 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 必 要 な 情 報 項

目 が 網 羅 さ れ て い る こ と 、 災 害 時 要 援 護 者 支 援 台 帳 が 比 較 的

整 備 が 進 ん で い る こ と 、 し か し な が ら 、 個 人 情 報 保 護 に 配 慮

し て 台 帳 情 報 の 提 供 は 現 状 で は 期 待 で き な い こ と 等 が 明 ら か

に な っ た 。  

本 方 式 で は「 住 民 が 自 分 を 助 け て も ら う た め に 必 要 な 情 報 」

を 得 る た め に 、 住 民 の 個 人 情 報 の 利 用 に 対 す る 意 向 が 重 要 と

な る 。 そ こ で 、 平 常 時 に お け る 個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 住 民

意 向 の 調 査 を 行 い 、 そ の 結 果 を 分 析 し た 。 対 象 と し た 2 地 区

と も 、 各 情 報 項 目 に つ い て 概 ね 4 分 の 3 か ら 半 数 の 住 民 が 提

供 可 能 と 考 え て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 病 歴 や 障 が い に
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関 す る 賛 同 率 が 高 く 、 一 方 、 常 用 薬 に 関 し て は 低 い 等 の 興 味

深 い 結 果 も 出 て い る 。  

な お 、 地 域 管 理 シ ス テ ム の 特 長 で あ る 地 図 情 報 の 活 用 に 関

し て は 、 個 人 情 報 の 扱 い に お い て 敏 感 な 都 市 部 で も 受 け 入 れ

ら れ る 方 式 と す る た め の ブ レ ー ク ス ル ー で あ る と 考 え て き

た 。 個 人 情 報 の 定 義 か ら は 、 実 際 的 に は 個 人 情 報 と 見 な さ れ

る 情 報 と し て 生 成 せ ざ る を 得 な い こ と が 明 ら か に な っ た も の

の 、 一 方 、 住 民 意 向 と し て は 、 2 地 区 合 わ せ て 7 割 近 い 賛 同

が 得 ら れ て い る こ と が 確 認 で き た 。  

と こ ろ で 、防 災 訓 練 に お け る 住 民 の 情 報 の 提 供 に 関 し て は 、

同 意 の 意 向 が 横 浜 市 で 2 割 、 野 原 区 で 8 割 と な り 都 市 部 の 住

民 の 反 応 と し て は 想 定 通 り で あ っ た に も か か わ ら ず 、 上 記 の

ア ン ケ ー ト で は 、 松 阪 市 と 大 紀 町 で 差 が 生 じ な か っ た 。 サ ン

プ ル 数 の 少 な さ と そ れ に 伴 う 回 答 者 属 性 の 違 い も 影 響 し て い

る と 考 え ら れ る が 、 そ も そ も 都 市 部 と い っ て も 、 地 方 都 市 と

首 都 圏 で は 様 相 が 異 な る よ う で あ る 。 安 否 確 認 方 式 の 展 開 を

目 指 す に は 地 域 性 の 考 慮 は 欠 か せ な い こ と か ら 、 こ う し た 住

民 意 向 の 違 い に つ い て は 、 さ ら に 調 査 ・ 分 析 を 進 め る 必 要 が

あ る 。  

以 上 の よ う に 、 本 章 で は 、 安 否 確 認 に 必 要 な 情 報 項 目 に 関

す る 一 定 の 知 見 を 得 る こ と が で き た が 、 こ う し た 情 報 は 、 本

章 で 対 象 と し た 発 災 直 後 の 救 命 活 動 へ の 利 用 の 局 面 を 過 ぎ た

後 も 、 医 療 ・ 福 祉 サ ー ビ ス の 維 持 や 生 活 再 建 の た め に 有 効 に

利 用 し 得 る も の で あ る と 考 え て い る 。 実 際 の 研 究 活 動 は こ う

し た 面 も 考 慮 し つ つ 進 め て い る が 、 様 々 な 側 面 で の 利 用 も 含
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め て 、 地 域 住 民 の 安 全 ・ 安 心 の た め に 必 要 な 情 報 は 何 か 、 さ

ら に 整 理 ・ 検 討 を 進 め て い く こ と が 必 要 で あ り 、 今 後 の 課 題

と し た い 。  

 

参 考 文 献 （ 5 章 ）  

[1] 山 田 肇  編 著 ： み ん な の 命 を 救 う 災 害 と 情 報 ア ク セ シ ビ

リ テ ィ , pp22 8 ,NT T 出 版 , 20 06.  

[2] 山 崎 栄 一 ・ 立 木 茂 雄 ・ 林  春 男 ・ 田 村 圭 子 ・ 原 田 賢 治 ：災

害 時 要 援 護 者 の 避 難 支 援 -個 人 情 報 の よ り 実 践 的 な 収 集 ・

共 有 を 目 指 し て , No . 9 ,地 域 安 全 学 会 論 文 集 , p p. 1 57 -1 6 6, 20

07.  

[3] 牛 山 素 行 ： 2 006 年 10 月 6 日 か ら 9 日 に 北 日 本 で 発 生 し

た 豪 雨 災 害 時 に 見 ら れ た 行 方 不 明 者 覚 知 の 遅 れ , Vol.26  

No.3,pp 279 - 289,自 然 災 害 科 学 , 20 07.  

[ 4 ]  臼 井 真 人 ・ 河 合 香 織 ・ 古 戸  孝 ・ 福 山  薫 ： 小 規 模 集 落 の

安 全 安 心 の た め の 持 続 的 な 情 報 収 集 と GIS の 活 用 に つ い て ,

 地 理 情 報 シ ス テ ム 学 会 講 演 論 文 集 , V o l. 1 8 , p p. 2 5 9 - 2 62 , 20

09.  

[5] 三 重 県 防 災 危 機 管 理 部 ： 三 重 県 自 主 防 災 リ ー ダ ー ハ ン ド

ブ ッ ク , 115p . ,20 11 .  

[6] 愛 媛 県 県 民 環 境 部 防 災 局 危 機 管 理 課 ： 自 主 防 災 組 織 活 動

マ ニ ュ ア ル .  

[7] 災 害 時 要 援 護 者 の 避 難 支 援 対 策 の 調 査 結 果 , 消 防

庁 ,2012 .  

[8 ]  三 重 の 情 報 公 開 , ht tp : // ww w .p re f. m ie .l g. j p /K OU KA I /ko



 

  135 

jin/kai sya k u/ka isyaku2 .htm #2 -1 ,2012 .  

[ 9 ]  地 理 空 間 情 報 活 用 推 進 会 議 ,地 理 空 間 情 報 の 活 用 に お け

る 個 人 情 報 の 取 り 扱 い に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン , h tt p : / /w w w .

cas.go. jp/j p/se isaku/s okui tiri /220901 /hon bun0 1.pdf  

[10 ] 内 閣 府 大 臣 官 房 政 府 広 報 室 、個 人 情 報 保 護 に 関 す る 世 論

調 , ht tp : // ww w8 . ca o. go .j p/ su r ve y/ h1 8/ h1 8 - ho g o/ in de x.h

tml,200 6 .  

[ 1 1 ]  松 本 美 紀 ・ 矢 田 部 龍 一 ： 実 被 災 者 地 域 住 民 に お け る 地

域 防 災 活 動 継 続 意 図 の 規 定 因 ,自 然 災 害 科 学 , V o l .  2 7 - 3 , p p .

 319-33 0 ,20 08.  

[12] 目 黒 公 郎 ・ 村 尾  修 ：都 市 と 防 災 , 327p ,放 送 大 学 教 育 振

興 会 ,20 08 .  



 

  136 

6． 結 論  

 

本 研 究 で は 人 命 救 助 に 役 立 て る た め の ツ ー ル と し て 、 地 域

管 理 シ ス テ ム の 利 用 を 提 案 し て き た 。 本 論 で は シ ス テ ム の 導

入 か ら 活 用 、 さ ら に 普 及 展 開 の 提 案 お よ び 防 災 訓 練 で の 住 民

行 動 の 分 析 を 踏 ま え 、 本 研 究 の ね ら い を み た す こ と を 確 認 し

た 。 大 紀 町 野 原 区 や 北 海 道 遠 軽 町 、 さ ら に 横 浜 市 青 葉 区 で の

活 動 状 況 か ら も 地 域 で の 住 民 活 動 へ の 効 果 が 期 待 さ れ る 。  

今 後 の 展 開 と し て 、 一 つ の 地 域 単 独 で の 運 用 で は な く 、 近

隣 や 広 域 で の 災 害 ・ 住 民 活 動 に 備 え て 情 報 の 連 携 の 展 開 を 期

待 す る 。 他 の 地 域 や 行 政 と の 連 携 を 行 う こ と で 、 導 入 し た 地

域 住 民 の よ り 一 層 の 安 心 ・ 安 全 な 生 活 の 保 障 に 繋 げ た い 。  

 

6 . 1  本 研 究 の 成 果  

本 論 で は 地 域 管 理 シ ス テ ム の 導 入 と 活 用 に 関 す る 研 究 成 果

を ま と め た 。 地 域 住 民 が 安 否 情 報 を 利 用 し 、 正 確 ・ 迅 速 に 救

命 活 動 を 行 う た め の シ ス テ ム の 提 案 を 行 う と と も に 、 シ ス テ

ム の 導 入 お よ び 定 着 化 に 関 し て 、 大 紀 町 野 原 で の 防 災 訓 練 お

よ び 平 常 時 の 運 用 を 継 続 的 に 調 査 す る こ と で 目 的 を 満 た す こ

と が 可 能 で あ る こ と を 確 認 し た 。 こ う し た 成 果 は 、 北 海 道 遠

軽 町 や 横 浜 市 青 葉 区 で の 社 会 実 装 に も 活 か す こ と が で き た 。  

さ ら に 、 他 地 域 へ の 展 開 を 考 慮 し 、 汎 用 化 に 関 す る 検 証 を

行 っ た 。 こ の 中 で は 、 安 否 確 認 活 動 に 利 用 す る 情 報 の 収 集 方

法 及 び 内 容 に 関 す る 本 研 究 で の 提 案 に 問 題 が な い こ と を 確 認

し た 。 さ ら に 、 汎 用 性 の 成 果 と し て 、 松 阪 市 で の 要 援 護 者 情
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報 管 理 シ ス テ ム の 構 築 に つ な が っ た 。  

特 に 本 論 で は 、 地 域 住 民 が 平 常 時 と 災 害 時 の 2 つ の 状 況 で

連 続 的 な 利 用 を 可 能 に す る 地 域 管 理 シ ス テ ム の 提 案 と 定 着 化

の 重 要 性 に つ い て 述 べ た 。 1 995 年 の 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 以 降 、

防 災 情 報 シ ス テ ム と い う 位 置 づ け で 自 治 体 や 地 域 共 同 体 で 同

様 の 多 く の 試 み が な さ れ て き た 。し か し 、 2011 年 の 東 日 本 大

震 災 で も 成 果 を 確 認 で き た も の は 皆 無 と い え る ほ ど で あ り 、

期 待 通 り の 活 用 は さ れ な か っ た 。 こ れ ら に つ い て は 、 適 用 さ

れ た 考 え 方 や 運 用 方 法 に 以 下 の よ う な 課 題 が 指 摘 で き た 。  

初 め に 、 情 報 の 取 り 扱 い の 難 し さ で あ る 。 災 害 時 の 対 応 に

備 え て 普 段 か ら 情 報 管 理 を 行 う こ と で 迅 速 か つ 正 確 な 作 業 を

行 う こ と が で き る だ ろ う 。 し か し 、 平 常 時 の 情 報 の 取 り 扱 い

に つ い て は 、 自 治 体 内 の 防 災 担 当 部 署 と 住 民 情 報 を 管 理 す る

部 署 で す ら 住 民 の 情 報 共 有 が 難 し い 現 状 が あ る 。 地 域 共 同 体

が 主 体 と な る と 、 さ ら に 情 報 の 収 集 は 難 し く な る だ ろ う 。 そ

こ で 、 個 人 情 報 保 護 に 対 応 し つ つ 、 情 報 の 収 集 ・ 管 理 の 問 題

を 解 決 す る 必 要 が あ る 。  

次 に 、 一 般 的 な 防 災 情 報 シ ス テ ム は 利 用 で き る 人 が 限 ら れ

て い る こ と が 多 い 点 で あ る 。 こ れ で は 、 利 用 で き る 者 が い な

い と 何 も 作 業 が で き な い 。 そ こ で 、 単 純 な 作 業 で 誰 で も 操 作

が 可 能 な 状 況 を 作 る 、 ま た は 、 作 業 に 慣 れ て い る 人 を 増 や す

必 要 が あ る 。  

最 後 に 、 防 災 情 報 シ ス テ ム を 利 用 す る 機 会 が な い こ と が あ

げ ら れ る 。 こ れ は 災 害 時 の 作 業 （ 支 援 ） に 特 化 し て い る た め

で 、 上 記 の 課 題 と 重 複 す る が 、 作 業 に 慣 れ て い な い 人 に は 困
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難 を 伴 う 。 そ こ で 、 平 常 時 か ら 何 か の 形 で 利 用 す る 機 会 が 必

要 で あ る 。 こ れ は 東 日 本 大 震 災 の 際 に SNS な ど が 安 否 確 認 に

用 い ら れ た 事 例 が 例 証 と な る 。 さ ら に 、 シ ス テ ム を 継 続 的 に

利 用 で き る 環 境 も 必 要 で あ る 。  

 個 人 情 報 保 護 へ の 対 応 と し て は 、 手 上 げ 方 式 に よ る 利 用

を 許 可 さ れ た 情 報 の 収 集 、 ま た 、 個 人 情 報 と し て 扱 わ れ に く

い 情 報 を 取 得 す る こ と を 提 案 す る 。 住 民 の 安 否 確 認 作 業 に つ

い て は 複 雑 な 作 業 は 避 け 、 で き る 限 り 簡 便 な も の に す る 。 住

民 が 普 段 か ら 情 報 シ ス テ ム を 利 用 可 能 な 環 境 を 作 る 。 こ れ に

よ り 、 地 域 共 同 体 で の 利 活 用 に 繋 が る だ ろ う 。  

こ れ ら の 方 策 や 試 み に つ い て 、 実 際 に 大 紀 町 野 原 で の 防 災

訓 練 お よ び 平 常 時 運 用 に よ り 有 効 性 と 継 続 性 を 実 証 し た 。 さ

ら に 、 遠 軽 町 や 横 浜 市 青 葉 区 で 本 研 究 活 動 と 連 携 し た 社 会 実

装 を 行 っ た 。 本 研 究 の 提 案 シ ス テ ム お よ び 検 討 結 果 は 、 東 日

本 大 震 災 で も 有 効 で あ っ た と 考 え る 。  

本 研 究 で 得 た 成 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

・  先 行 す る 地 域 活 動 や 情 報 シ ス テ ム の 利 用 方 法 か ら 地 域 管

理 シ ス テ ム の あ り 方 を 提 案  

・  情 報 シ ス テ ム の 利 用 に つ い て 、 課 題 と 提 案 を 提 示  

・  高 齢 者 や 情 報 機 器 に 抵 抗 の あ る 人 の 敷 居 を 下 げ る た め 、安

否 確 認 や 出 席 確 認 の 作 業 を 単 純 化  

・  利 用 し や す い 雰 囲 気 を 形 成 す る た め 、イ ラ ス ト 付 き の 個 人

別 の カ ー ド に 改 良  

・  研 究 成 果 を 北 海 道 遠 軽 や 横 浜 市 青 葉 区 と 共 有  

・  松 阪 市 の 災 害 時 要 援 護 者 支 援 情 報 の シ ス テ ム に 本 研 究 の
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成 果 を 応 用 し 構 築  

 

最 後 に 、 本 研 究 活 動 を 通 し て 得 た 知 見 を ま と め る 。  

・  地 域 が 利 用 す る シ ス テ ム を 構 成 す る に あ た り 、情 報 シ ス テ

ム だ け で な く 、地 域 の 状 態 に 目 を 向 け る こ と が 必 要 で あ る  

・  シ ス テ ム を 活 用 す る た め に は 、住 民 が 利 用 す る こ と を 考 慮

し 、 住 民 を 巻 き 込 ん で 活 動 を 行 う こ と が 重 要 で あ る  

・  住 民 の 普 段 の 活 動 に も 役 立 つ 仕 組 み に す る こ と で 住 民 の

慣 れ を 促 す こ と が 重 要 で あ る  

・  人 命 救 助 に 役 立 つ 安 否 確 認 の 項 目 に つ い て は 十 分 に 取 得

可 能 で あ る  

 

6 . 2  今 後 の 課 題  

本 研 究 で は 人 命 救 助 な ど 地 域 住 民 の 活 動 を 支 援 す る た め の

地 域 管 理 シ ス テ ム に つ い て 検 討 を 重 ね 、多 く の 提 案 を 行 っ た 。 

今 後 の 課 題 と し て 、 地 域 管 理 シ ス テ ム を よ り 地 域 に 浸 透 さ

せ て い く 必 要 が あ る 。 序 論 で 述 べ た 通 り 、 本 シ ス テ ム は 地 域

の 活 動 の す べ て に 対 し て 支 援 を 行 い 、 さ ら に 住 民 の 生 活 に 密

着 し て い く こ と を 最 終 目 的 と し て い る 。  

こ う し た 状 況 の 実 現 の た め に は 、 地 域 の 環 境 や 活 動 を 理 解

し 、 住 民 が 好 ん で 利 用 す る よ う な 整 備 を 図 る 必 要 が あ る 。 例

え ば 、 野 原 区 で は げ ん き 村 以 外 に 都 市 部 の 小 学 生 と 行 う お 茶

作 り や 獅 子 舞 の よ う な 伝 統 芸 能 な ど 様 々 な 地 域 活 動 を 行 っ て

い る 。 こ の よ う な 地 域 活 動 に 地 域 管 理 シ ス テ ム が 新 し い 支 援

を 行 う こ と が 、 地 域 活 動 へ の 新 た な 価 値 を 生 み 出 す だ ろ う 。  
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さ ら に シ ス テ ム 運 用 に 慣 れ た 住 民 が 更 な る 提 案 や 改 善 を 行

い 、 自 分 た ち で 進 化 さ せ ら れ る よ う な 方 法 を 示 す こ と も 期 待

す べ き 課 題 で あ る 。  
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付 録 ２ ． 野 原 区 研 究 活 動 ま と め  

 

参 考 記 事 １ ．  読 売 新 聞 （ 2008 年 12 月 8 日 ）  

参 考 記 事 ２ ． 中 日 新 聞 （ 2011 年 8 月 4 日 ）  

参 考 記 事 ３ ． 広 報 た い き （ 2 012 年 1 月 6 日 ）  

参 考 記 事 ４ ． 農 業 経 済 新 聞 （ 201 2 年 3 月 15 日 ）  
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付 録 １ ． 野 原 区 説 明 用 パ ン フ レ ッ ト  

げんき村カードについて
カードについてのご説明
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げんき村カードについて
使い方のご説明
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げんき村カードについて
困ったときは

他にわからない所や疑問・質問がある場合は
野原区の役員さんや三重大のメンバーにご連絡下さい
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ご来場ポイントカード景品一覧
提供：

野原村元気づくり協議会
三重大学大学院生物資源学研究科 福山研究室

気分は三重大生？三重大学グッズ
・ボールペン＋シャーペン
・クリアファイル２枚

のはらげんき村カードでポイントをためましょう
１５ポイントずつたまるごとにお好きなお品を１点進呈します

野原工房げんき村の定番
・しかちゃんコロッケ（１パック）
・お総菜（１パック）
・野原区オリジナルポストカード（１セット）

写真はイメージです

１．カードにはご来場ごとに１ポイント加算されます（ １日１ポイントのみです）。
２．ポイントの加算は、校舎入り口のパソコンをご利用下さい。
３．カードのポイントが１５ポイント貯まりましたら野原工房げんき村の定番商品、

もしくは三重大学グッズから１品進呈します。３０ポイントの場合は２品です。
４．このカードは他の方のカードのポイントを合わせてのご利用はできません。
５．サービスを受けられる方は野原工房レジに提示願います。
６．ポイントの有効期限は今年度は４月３日から１ヵ年です。

但し初年度平成２２年１月２２日から３月２７日分は参考加算といたします。
７．このカードは予告なく変更及び中止する場合があります。ご了承下さい。

※ご利用方法
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付 録 ２ .  野 原 区 研 究 活 動 ま と め  

 

 こ こ で は 4 章 3 節 で 述 べ た 大 紀 町 野 原 区 で 行 わ れ た 研 究 活

動 に つ い て 、 よ り 詳 細 に 活 動 内 容 を ま と め た 。  

 

（ １ ） 事 前 準 備 か ら 最 初 の 防 災 訓 練 ま で （ 2 008 年 度 ）  

 筆 者 は 大 紀 町 支 援 の 下 、 最 初 に 野 原 区 自 治 会 の 役 員 と 相 談

し 、 実 際 の 災 害 時 の 安 否 確 認 に 備 え 、 住 民 の 情 報 を 収 集 ・ 登

録 す る こ と で 合 意 し た 。 そ こ で 、 自 治 会 と 防 災 訓 練 を 行 う に

あ た り 、 安 否 確 認 を 通 し て 災 害 時 に 自 治 会 で 情 報 整 理 や 安 否

確 認 な ど の 救 援 活 動 を 行 う 為 の 準 備 を 行 っ た 。  

ま ず 、 基 礎 と な る 地 理 情 報 作 成 の た め 、 行 政 が 提 供 し て い

る 無 料 の 地 図 デ ー タ に 事 前 に 入 手 し た 世 帯 主 の 個 人 情 報 を 家

の 座 標 と 共 に 入 力 し た 。 こ の 地 区 で 使 用 す る 基 盤 地 図 に つ い

て は G O Mと 呼 ば れ る 三 重 県 が 提 供 す る 無 料 の デ ジ タ ル 地 図 を

採 用 し た 。 こ の 地 図 は 各 市 町 の 行 政 の 業 務 の ベ ー ス マ ッ プ と

し て の 利 用 を 目 的 と し て お り 、 同 じ 地 図 が 使 え る と い う 利 点

が あ る 。  

筆 者 は 図 1の よ う な G O Mの デ ー タ と 住 民 か ら 得 た 個 人 情 報 を

登 録 し 、 野 原 区 の 基 礎 デ ー タ と し た 。 現 在 は 、 安 否 確 認 お よ

び 地 域 の 危 険 箇 所 を 把 握 す る た め に 必 要 な 地 図 情 報 の み 登 録

し 、 使 用 す る デ ー タ を 極 力 減 ら し た 。 し か し 、 住 民 が 提 案 す

る 利 用 の 用 途 が 増 え た 場 合 、 地 図 デ ー タ を 増 や し て い く 予 定

で あ る 。  
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• ＧＯＭとは・・・

三重県オリジナルの地図

野原地区

家屋データHouse picture

GOM データ

世帯情報

消火設備

消火栓の場所、消火栓の写真

河川線、かれ川、湖池、プール、ダム、河川面
擁壁、被覆
標高点、等高線
歩道橋、道路トンネル、道路橋、庭園路
道路中心線、国管理道路、県管理道路、その他道路、車歩道境界
鉄道橋、鉄道トンネル、特殊軌道、普通鉄道
鉄塔、建物
公園、グランド、墓地、畦

家族氏名
年代
性別
要介護者の有無

家屋写真、被害度

 

図 1 野 原 区 で の デ ー タ 構 成  

 

ま た 、 地 域 管 理 シ ス テ ム は 阪 神 大 震 災 の 際 に 、 神 戸 市 長 田

区 で の 瓦 礫 撤 去 の 行 政 支 援 で の 経 験 を ベ ー ス に 作 成 さ れ た 情

報 シ ス テ ム （ S T AB L E） を 採 用 し た （ 図 2参 照 ）。 こ の シ ス テ ム

は 平 常 時 か ら の リ ス ク 対 応 を 考 慮 し た R A R M I Sコ ン セ プ ト を 具

体 化 し た も の で あ る 。 同 コ ン セ プ ト に 基 づ い た シ ス テ ム は 秋

田 県 百 合 本 庄 市 や 北 海 道 遠 軽 町 な ど の 役 所 で 運 用 が 開 始 さ れ

て い る 。 利 用 自 体 は 無 償 で あ る こ と か ら 、 コ ス ト の 面 か ら も

問 題 な く 、 継 続 し て 利 用 し て い る 。  
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入力された情報

名前(一人目)

性別
年齢
名前(二人目)

・・・

 

図 2 シ ス テ ム 画 面  

 

次 に 、 住 民 情 報 の 作 成 ・ 登 録 作 業 に つ い て 述 べ る 。 本 研 究

で 利 用 す る 住 民 情 報 は 安 否 確 認 作 業 に お い て 、 地 図 で 一 覧 で

き る よ う す る た め に 地 理 情 報 と 紐 づ け る 。 そ こ で 、 次 の よ う

な 手 順 で 作 業 を 行 っ た 。  

 

① 地 域 の 世 帯 主 の リ ス ト の 入 手  

初 め て 自 治 会 の 役 員 に 会 っ た 際 、 役 員 は 世 帯 主 の 氏 名 の み

で 住 所 や 年 齢 な ど の 情 報 が 記 載 さ れ て い な い リ ス ト を 我 々 に

提 供 し た 。 ま た 、 こ の リ ス ト は 家 族 の 氏 名 や 他 の 情 報 も 載 っ

て い な か っ た 。  

こ の リ ス ト は 図 3の 通 り 、既 に 世 帯 は い く つ か の グ ル ー プ に
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分 け ら れ て お り 、 世 帯 ご と に ユ ニ ー ク な I Dが 振 ら れ て い た 。

こ こ で は 、 イ ン タ ビ ュ ー の た め に こ の グ ル ー プ と I Dを そ の ま

ま 利 用 し た 。  

番組

番組 + ID, 世帯主名

 

図 3 世 帯 主 の リ ス ト  

 

② 市 販 の 地 図 を 利 用 し た 世 帯 主 の 居 住 地 の 発 見  

リ ス ト 入 手 後 、 個 人 情 報 を デ ー タ ベ ー ス に 家 の 座 標 と 共 に

入 力 す る た め の 準 備 を 行 っ た 。 ま ず 、 座 標 入 力 の た め に 図 4

の よ う な 行 政 の 地 図 （ G OM） と 市 販 の 地 図 を 併 用 し て 使 っ た 。 
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図 4 行 政 の 地 図 （ GOM） (上 )と 市 販 の 地 図 （ 下 ）  

 

上 の 地 図 は 最 初 に 説 明 し た G OMで 、ベ ー ス 地 図 と し て 使 用 し

て い る 。 こ の 地 図 の 使 用 は 営 利 目 的 で な い 限 り 使 用 は 自 由 で

あ る 。 ま た 、 安 否 確 認 に 利 用 す る 家 屋 の 形 が 記 載 さ れ て い る

こ と も 利 用 し た 理 由 で あ る 。  

し か し 、 こ の 地 図 に は 世 帯 主 の 家 を 特 定 す る た め の 情 報 が

記 載 さ れ て い な い 。 そ の た め 、 対 象 地 域 の 地 理 に 不 慣 れ な 場

合 、 家 の 座 標 と 世 帯 主 の マ ッ チ ン グ を 十 分 に 行 う こ と が で き

な い 。  

そ こ で 、 世 帯 主 と 家 形 が か か れ て い る 市 販 の 地 図 を 利 用 し

た （ 図 4の 下 の 地 図 ）。 そ し て 、 世 帯 主 の 名 前 を 市 販 の 地 図 で

見 つ け 、 ベ ー ス の 地 図 上 に 情 報 を 入 力 し て い っ た 。 な お 、 こ

の 作 業 は 1度 も 現 地 に 行 っ た こ と が な い 学 生 が 行 っ て お り 、作
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業 時 間 は 4人 で 2日 程 だ っ た 。 も し 住 民 に こ の 作 業 を 行 っ て い

た だ い た 場 合 は 、 も う 少 し 早 く な っ た と 考 え る 。  

前 述 の 世 帯 主 の 位 置 情 報 入 力 後 に 調 査 用 紙 と Q Rコ ー ド が つ

い た カ ー ド を 作 成 し た 。 こ の Q Rコ ー ド に は 個 人 情 報 保 護 の た

め 、 家 の 座 標 の み が 付 与 さ れ て お り 、 こ の 時 点 で は 安 否 確 認

の た め だ け に 使 用 し た 。  

 

③ デ ー タ マ ッ チ ン グ の 結 果  

先 の 作 業 の 結 果 、 世 帯 主 の 氏 名 と 居 住 地 の 座 標 の マ ッ チ ン

グ 作 業 の 結 果 は 表 1の よ う に な っ た 。  

 

表 1  マ ッ チ ン グ の 結 果  

内容
件数

（全体の割合）
一致 115 (50.4%)
世帯主が見つからない 50 (21.9%)
名字のみ記載（含.名字の間違い） 58 (25.4%)
住所のみ記載(表札の無い家) 5 (2.2%)  

161世 帯 の う ち 50世 帯 （ 約 3割 ） が 不 一 致 で あ っ た 。 不 一 致

の 主 な 理 由 は 次 の ケ ー ス に 分 け る こ と が で き る 。  

 

・ 表 札 が 世 帯 主 の 名 前 と 異 な っ て い た ケ ー ス  

市 販 の 地 図 が 新 し い 世 帯 主 が 古 い 世 帯 主 が 死 ん だ 後 も 表 札

を 代 え て い な い た め 情 報 を 更 新 で き な か っ た 。  

・ 2人 以 上 の 世 帯 主 が 同 じ 家 に 住 ん で い る ケ ー ス  

2つ 以 上 の 世 帯 が 同 じ 土 地 に 住 ん で お り 、そ れ ぞ れ 世 帯 主 と
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し て 登 録 さ れ て い た 。  

・ 世 帯 主 の リ ス ト へ の 登 録 が 未 完 成 の ケ ー ス  

リ ス ト の 更 新 前 に 世 帯 主 が 引 っ 越 し て き た 、 も し く は 世 帯

主 が 亡 く な り リ ス ト に 記 載 さ れ て い な か っ た 。  

・ 地 図 に 載 っ て い る 名 前 が 不 正 確 な ケ ー ス  

世 帯 主 の 名 字 の み 地 図 に 記 載 さ れ て お り 、 正 確 な マ ッ チ ン

グ が で き な か っ た 。  

こ れ ら の 不 正 確 な 情 報 は 自 治 会 の 役 員 の 支 援 に 従 っ て 修 正

を 行 っ た 。 自 治 会 の 役 員 は 地 域 の 住 民 情 報 を ほ ぼ 全 て 把 握 し

て お り 、 今 後 の 管 理 は 住 民 が 自 主 的 に 行 う こ と が 望 ま れ る 。  

 

④ 取 得 す る 住 民 情 報 の 内 容  

 取 得 す る 住 民 情 報 は 防 災 訓 練 と 災 害 の た め 平 常 時 の 住 民 の

情 報 を 管 理 す る た め の 情 報 を 得 る こ と を 目 指 し た 。  

そ こ で 、検 討 し た 結 果 、図 5の よ う に イ ン タ ビ ュ ー の 内 容 は

世 帯 主 の 名 前 、 と 家 族 個 別 の 名 前 、 性 別 お よ び 年 齢 と 同 様 に

要 介 護 者 の 有 無 に な っ た 。  
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QR コード：

住宅の座標を記載

世帯主情報 性別 年代

家族氏名
性別、年代

災害時、支援の
必要の有無

自宅位置の確認

 

図 5 イ ン タ ビ ュ ー 用 紙  

 

そ こ で 、 前 節 で も 述 べ た 、 住 民 が 初 め か ら 関 与 す る こ と で

関 心 ・ 理 解 を 深 め る た め に 、 住 民 が 調 査 を 行 う 形 で 地 区 内 の

全 世 帯 を 直 接 訪 問 し た 。こ の と き 、住 民 と 学 生 が ペ ア を 組 み 、

調 査 を お こ な っ た 。 調 査 で は 、 自 治 会 役 員 が 目 的 を 説 明 し た

後 、 地 区 住 民 の 同 意 を 得 た 上 で 、 個 人 情 報 を 収 集 し た 。 そ の

結 果 、2 日 間 で 約 8 割（ 212 世 帯 中 161 世 帯 、647 人 中 550 人 ）

の 住 民 情 報 を 収 集 登 録 し た 。な お 、 212 世 帯 中 4 4 世 帯 は 長 期

不 在 ・ 老 人 ホ ー ム の 住 民 で あ り 、 今 回 の 活 動 で は 登 録 を 除 外

し た 。  
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写 真 1 住 民 情 報 の 調 査 の 様 子  

 

本 事 例 の よ う に 、 高 齢 者 施 設 を 持 つ 地 区 の 場 合 、 共 助 を 行

う た め に は 普 段 か ら の 交 流 が 必 要 だ が 、実 際 は 難 し い 。ま た 、

こ の よ う な 施 設 は 平 常 時 か ら 1 つ の コ ミ ュ ニ テ ィ と し て 機 能

し て お り 、 居 住 者 が 個 別 に 動 く と は 考 え に く く 、 災 害 時 の 安

否 確 認 は 容 易 で あ る 。 そ こ で 、 施 設 の 職 員 と 地 区 の 自 治 会 お

よ び 仲 介 と し て 行 政 が 協 力 し て 連 携 を 保 ち 災 害 時 に 備 え れ ば

良 い と 考 え る 。  

ま た 、 1 世 帯 の み 登 録 を 拒 否 し た が 、 こ の 世 帯 は 既 に 自 分

で 防 災 に 関 す る 準 備 を 進 め て お り 、 本 活 動 の よ う な 支 援 は 必

要 と し な い と の 意 見 で あ っ た 。 こ の よ う に 情 報 を 得 る こ と が

で き な か っ た 住 民 の 安 否 確 認 は 、 自 治 会 の 自 主 防 災 組 織 の 連

絡 網 か ら 、 別 途 確 認 す る 方 法 を 考 え る 。 な お 、 こ の 世 帯 に つ
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い て は 、 次 の 情 報 更 新 の 際 に は 活 動 に 理 解 を 示 し 、 情 報 提 供

を 行 っ て い る こ と か ら 、 継 続 的 な 活 動 が 重 要 で あ る こ と を 確

認 し た 。  

防 災 訓 練 の 安 否 確 認 で は 、 情 報 収 集 に よ り 得 た 世 帯 主 の 情

報 を 主 な 確 認 対 象 と し て 作 成 し た QR コ ー ド を 付 与 し た カ ー

ド を 利 用 し 、 図 6 の 様 な 情 報 シ ス テ ム を 利 用 し 迅 速 で 実 践 的

な 安 否 確 認 を 行 っ た 。住 民 に は 事 前 に QR コ ー ド を 付 与 し た カ

ー ド と 、 訓 練 で 行 う 安 否 確 認 の 内 容 に つ い て の 説 明 用 紙 を 配

布 し た 。  

 

 

図 6 最 初 の 訓 練 で 利 用 し た 安 否 確 認 の 画 面  

 

地 区 内 の 訓 練 で は 初 め て の 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認

と い う こ と で 学 生 が 安 否 確 認 の 受 付 を 行 っ た 。 受 付 時 の 作 業
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は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

① ま ず 避 難 し て き た 住 民 は 避 難 所 で カ ー ド を 見 せ 、受 付 は QR

コ ー ド を ス キ ャ ン す る 。  

② シ ス テ ム に 避 難 者 の 情 報 （ 座 標 値 の み ） が 入 力 さ れ 、 デ ー

タ ベ ー ス の 内 容 と 照 合 さ れ 、 住 民 の 氏 名 や 住 所 な ど の 情 報

が デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ れ る 。  

③ 受 付 は 口 頭 で 個 人 の 確 認 を 行 い 、あ わ せ て 要 援 護 者 の 有 無 、

傷 病 の 状 態 や 家 屋 被 害 の 状 況 を 聞 き 取 り 、 追 加 情 報 と し て

入 力 す る 。  

 

約 200 名 の 確 認 作 業 は 40 分 程 度 で 終 え る こ と が で き た 。 1

人 あ た り 12 秒 前 後 の 登 録 時 間 で あ る 。避 難 者 の 待 ち 時 間 も 少

な く 、 効 率 よ く 安 否 確 認 が で き た 。  

 

写 真 2 安 否 確 認 作 業 の 様 子  

 

そ の 後 、 安 否 確 認 に つ い て の ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。 調 査

を 行 っ た 世 帯 を 中 心 に 200 世 帯 に 配 布 し 、146 通 を 回 収 し た 。

回 収 率 は 73％ で あ っ た 。有 効 回 答 を も と に 集 計 し た 結 果 は 以

下 の 通 り で あ る 。  
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カ ー ド を 使 っ た 安 否 確 認 の 理 解 度 は 図 7 の 通 り で 、 過 半 数

に あ た る 63％ （ 6 2 世 帯 ） の 回 答 者 が 「 よ く 理 解 で き た 」「 理

解 で き た 」 と 回 答 し て い る 。  

 

 

図 7 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認 の 理 解  

 

図 8 安 否 確 認 の 操 作 内 容 の 感 想  
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カ ー ド や コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 安 否 確 認 に つ い て は 、 図 8

の よ う に 「 難 し そ う 」 は 28%に 留 ま り 、 約 7 割 の 回 答 者 が 情

報 シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認 作 業 に 抵 抗 が な い こ と が わ か

る 。  

以 上 の こ と か ら 、 初 め て の 訓 練 に お い て 、 情 報 シ ス テ ム を

利 用 し た 安 否 確 認 が 住 民 に と っ て 理 解 で き て か つ 操 作 可 能 で

あ ろ う こ と を 確 認 す る こ と が で き た 。  

 

（ ２ ） 事 前 準 備 か ら 最 初 の 防 災 訓 練 ま で （ 2 009 年 度 ）  

1 年 目 の 活 動 で 、 安 否 確 認 の 意 義 や 情 報 シ ス テ ム を 利 用 す

る こ と の 利 点 や 、 慣 れ れ ば 作 業 が 難 し く な い 、 助 け が あ れ ば

作 業 が で き る と い う 認 識 を 得 る こ と が で き た 。 そ こ で 、 こ の

よ う な 認 識 を 持 つ 住 民 と 検 討 を 行 い 、 作 業 内 容 を 単 純 化 す る

こ と で 慣 れ や 助 け の 必 要 性 を 下 げ る 改 良 を 行 っ た 。  

 

図 9 機 能 を 削 除 し た 最 新 の 安 否 確 認 の 画 面  
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具 体 的 に は 、 1 年 目 の 訓 練 終 了 後 の 検 討 で 、 避 難 所 に 来 た

直 後 に 家 屋 被 害 や 傷 病 状 況 を 申 告 す る こ と は 本 活 動 の 目 的 に

照 ら し て 必 要 性 が 低 い と 判 断 し 、 安 否 確 認 の 内 容 を 、 氏 名 の

チ ェ ッ ク だ け に と ど め 、 図 9 の よ う に 安 否 確 認 シ ス テ ム の 単

純 化 を 図 っ た 。  

な お 、 こ の 簡 単 な 安 否 確 認 シ ス テ ム に 蓄 積 さ れ る 住 民 の 安

否 情 報 は リ ス ト 化 さ れ る だ け で な く 、 簡 単 な 加 工 を す る こ と

で 地 理 情 報 シ ス テ ム で 閲 覧 可 能 な 情 報 と し て 利 用 可 能 で あ

る 。  

bw=４２６６AAA

wp=-1772BBB

○○××
○○××
○○△△

→○○□□

出席情報

安否確認情報

文字情報のみ

地理情報
+

座標（文字）情報

bw=４２６６AAA

wp=-1772BBB

○○××
○○××
○○△△

→○○□□

付加情報（安否確認用）

入場確認システム

こちらの安否確認も可能

防災情報システム

 

図 10  地 域 管 理 シ ス テ ム 内 の 情 報 の 流 れ  

 

さ ら に 、 技 術 的 に は 携 帯 電 話 を 利 用 し た 安 否 確 認 も 実 現 し
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て お り 、 地 域 の 管 理 体 制 が 整 え ば 利 用 も 可 能 で あ る 。  

ま た 、 シ ス テ ム の 変 更 に 合 わ せ て 、 個 別 の 確 認 が ス ム ー ズ

に 進 む よ う 、 世 帯 主 単 位 の カ ー ド か ら 個 人 単 位 の カ ー ド に 変

更 し た 。1 年 目 (2 008)の 防 災 訓 練 で は ま ず カ ー ド を 読 み 取 り 、

世 帯 毎 に 一 覧 を 表 示 、 そ の あ と に 個 別 の 安 否 確 認 を 行 っ て い

た 。 こ れ を 個 人 単 位 の カ ー ド を 作 成 し 、 す ぐ に 個 別 の チ ェ ッ

ク が で き る よ う に し た 。 こ れ に よ り 、 安 否 確 認 作 業 に お い て

世 帯 情 報 の 確 認 が な く し 、 時 間 短 縮 と 単 純 化 を 図 っ た 。 2 年

目 ( 2009)に 行 っ た 防 災 訓 練 で は 、 事 前 に 住 民 に は 個 人 ご と に

QR コ ー ド を 付 与 し た カ ー ド を 送 付 し 、新 し い シ ス テ ム で 安 否

確 認 を 行 っ た 。  

安否確認QRコード

臼井真人

 

図 11 住 民 向 け カ ー ド の 変 更  

 

訓 練 で は 最 初 か ら 自 治 会 役 員 が 安 否 確 認 の 受 付 を ほ と ん ど

行 い 、 学 生 は 作 業 支 援 に ま わ っ た 。 ま ず 避 難 し て き た 住 民 は

避 難 所 で カ ー ド を 見 せ る と 、 受 付 は QR コ ー ド を ス キ ャ ン す

る 。 シ ス テ ム に 避 難 者 の 情 報 （ 座 標 値 の み ） が 入 力 さ れ 、 デ

ー タ ベ ー ス の 内 容 と 照 合 し 、 住 民 の 氏 名 が デ ィ ス プ レ イ に 表

示 さ れ る 。 ま た 、 カ ー ド を 忘 れ た 人 は メ ニ ュ ー を 使 っ て 登 録

も で き る 。  

こ の 時 人 数 は 自 動 で カ ウ ン ト さ れ 、 役 場 か ら の 避 難 状 況 報
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告 に 利 用 さ れ た 。 ま た 、 こ の デ ー タ を も と に 、 地 図 上 に 避 難

者 の 分 布 が プ ロ ッ ト さ れ 、 紹 介 さ れ た 。  

2 年 目 の 防 災 訓 練 で は 約 90 名 の 安 否 確 認 作 業 を 約 2 0 分 で

終 え る こ と が で き た 。1 人 あ た り 13 秒 前 後 の 登 録 時 間 で あ る 。

作 業 の 主 体 が 学 生 か ら 自 治 会 に 代 わ っ て も あ ま り 時 間 が 変 わ

ら な か っ た こ と か ら 、 安 否 確 認 作 業 の 改 善 が 証 明 で き た 。 住

民 も 安 否 確 認 の 意 義 や 仕 組 み を か な り 理 解 し 始 め て お り 、 防

災 訓 練 参 加 時 に は 自 分 の カ ー ド を 保 持 ・ 使 用 し 、 積 極 的 に 情

報 シ ス テ ム に よ る 安 否 確 認 を 行 っ て い た 。  

 

写 真 3 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 と ま ち あ る き の 成 果 報 告  

 

（ ３ ） 事 前 準 備 か ら 最 初 の 防 災 訓 練 ま で （ 2 010 年 度 ）  

3 年 目 の 初 め に 前 述 の げ ん き 村 を 対 象 に 平 常 時 に も 安 否 確

認 の シ ス テ ム を 利 用 す る 提 案 が あ っ た 。2 年 目 の 訓 練 を 経 て 、
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住 民 の 情 報 や シ ス テ ム の 利 用 方 法 に 理 解 が 深 ま っ て い た と こ

ろ に 、 げ ん き 村 で の 課 題 と 導 入 提 案 が あ っ た こ と か ら 積 極 的

な 導 入 が 進 め ら れ た 。  

そ こ で 、 安 否 確 認 の シ ス テ ム と よ く 似 た 画 面 の シ ス テ ム を

準 備 し (図 12)、げ ん き 村 の 入 場 確 認 の 利 用 を 開 始 し た 。現 在

も 同 シ ス テ ム は 利 用 さ れ て い る （ 写 真 4）。  

 

図 12 野 原 げ ん き 村 入 場 確 認 の 画 面  

 

 

写 真 4 野 原 げ ん き 村 で の シ ス テ ム 利 用 の 様 子  
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 な お 、 利 用 者 で あ る 住 民 か ら 見 た 場 合 、 カ ー ド を 使 っ た 確

認 作 業 へ の 目 に 見 え る メ リ ッ ト は 少 な い た め 、 ポ イ ン ト 制 に

よ る 貯 め る こ と の 嬉 し さ の 提 供 や 、 ポ イ ン ト に よ る 商 品 配 布

な ど イ ン セ ン テ ィ ブ を 与 え 、 継 続 的 な 利 用 さ れ る よ う 工 夫 を

行 っ た 。  

 げ ん き 村 以 外 の 地 域 活 動 に も 積 極 的 に シ ス テ ム を 持 込 み 、

野 原 区 で 毎 年 5 月 に 開 催 さ れ る 東 作 さ ん と 藤 祭 り と い っ た 地

域 の 祭 り や 小 学 生 の 書 道 教 室 な ど 幅 広 い 年 代 に 親 し ま れ る よ

う に 働 き か け た 。  

 

写 真 5 地 域 活 動 （ 東 作 さ ん と 藤 ま つ り ） で の 紹 介  

 

 

写 真 6 書 道 教 室 で の 出 席 登 録 の 様 子  
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・ げ ん き 村 の 利 用 者 の 調 査 結 果  

こ こ で 、 げ ん き 村 で の 利 用 者 の 内 訳 や 推 移 に つ い て 紹 介 す

る 。 利 用 す る デ ー タ は 開 始 か ら 7 か 月 分 の 登 録 情 報 （ 全 28

回 分 ） で あ る 。  

 ま ず 、 こ の シ ス テ ム を １ 回 で も 利 用 し た こ と の あ る 住 民 は

全 体 の 約 3 割 で あ る 。 そ の う ち 、 住 民 の 約 5%が 、 全 2 8 回 の

約 3 分 の 1 以 上 と な る 10 回 以 上（ 約 2 ヶ 月 分 ）利 用 し て い る 。

彼 ら は 1 年 以 上 経 過 し た 時 点 で も 継 続 し て 利 用 し て い る こ と

が 確 認 さ れ て い る 。そ こ で 、こ の 時 点 で 10 回 以 上 利 用 し て い

る 利 用 者 を コ ア ユ ー ザ ー と 定 義 す る 。 コ ア ユ ー ザ ー に つ い て

は 60 代 が 全 体 の 9 割 以 上 を 占 め る (図 1 3 参 照 )。 こ れ は げ ん

き 村 の 中 心 メ ン バ ー の 年 齢 が 6 0 代 で あ る こ と が 影 響 し て い

る と 考 え ら れ る 。  

 

図 13 年 代 別 コ ア ユ ー ザ ー の 人 数  
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 ま た 、 地 区 内 で は 居 住 地 に 応 じ て 8 つ の 小 さ な グ ル ー プ

（ 組 ） に 振 り 分 け ら れ て お り 、 こ の 単 位 で 災 害 時 に 行 動 す る

よ う 準 備 さ れ て い る 。 そ こ で 、 コ ア ユ ー ザ ー と 所 属 す る 組 の

関 係 を 調 べ た 結 果 、 表 2 の よ う に な っ た 。 コ ア ユ ー ザ ー が 各

組 に 少 な く と も 1 名 は 居 住 し て お り 、バ ラ ン ス が 取 れ て い る 。 

図 13 と 表 1 の 結 果 か ら 、非 常 時 の 安 否 確 認 に お い て 、各 組

に コ ア ユ ー ザ ー が 1 人 以 上 い る こ と か ら 、 彼 ら が そ れ ぞ れ の

組 の 中 心 に な っ て 活 動 す る こ と が 期 待 で き る 。  

 

表 2  組 別 の コ ア ユ ー ザ ー の 分 布  

 男  女  総 計  

１ 番 組  2 0  2 

２ 番 組  3 1  4 

３ 番 組  1 1  2 

４ 番 組  3 3  6 

５ 番 組  2 1  3 

６ 番 組  1 3  4 

７ 番 組  2 2  4 

８ 番 組  1 0  1 

さ て 、 情 報 シ ス テ ム を 利 用 し た 活 動 に お い て は 、 初 め の う

ち は よ く 利 用 さ れ る が 、徐 々 に 利 用 さ れ な く な る こ と が あ る 。

そ こ で 、 出 席 登 録 者 の 推 移 に つ い て 時 系 列 に ま と め た も の が

図 1 4 で あ る 。   
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図 14 開 催 回 ご と の 参 加 者 の 推 移  

 

ど の 開 催 の 回 に お い て も 、常 時 2 0 名 前 後 が 恒 常 的 に 利 用 し

て い る 。 こ の 結 果 か ら 、 住 民 は 飽 き る こ と な く 継 続 的 に 利 用

し て い る こ と が わ か る 。 な お 、 1 6 回 と 21 回 に つ い て は 、 シ

ス テ ム 不 具 合 に よ り 正 確 な 情 報 が 取 れ て い な い 。 な お 、 参 加

者 の う ち コ ア ユ ー ザ ー を 抜 き 出 し た も の が 図 1 5 で あ る 。 23

回 頃 に 一 度 増 加 が 落 ち 着 い た の は 、 シ ス テ ム 導 入 直 後 か ら 利

用 し て い た ユ ー ザ の 大 半 が 10 回 以 上 の 利 用 に 達 し た た め で

あ る 。し か し 、 2 3 回 目 以 降 も 新 し く 利 用 し 始 め た ユ ー ザ が 規

定 回 数 に 達 し 始 め た こ と か ら 数 週 間 の 間 隔 で 少 し ず つ 増 え て

い る 。 つ ま り 、 本 シ ス テ ム を 継 続 し て 利 用 し て い る 人 は 増 え

て い る と 言 え る 。 (図 15 参 照 )  



 

  169 

 

図 15 コ ア ユ ー ザ ー の 総 数 の 推 移  

 

本 活 動 に よ り 、 住 民 の 一 部 （ コ ア ユ ー ザ ー ） が 安 否 確 認 の

情 報 シ ス テ ム の 利 用 に 慣 れ る こ と が で き た 。 ま た 、 そ の 後 の

ユ ー ザ の 推 移 に つ い て 、現 時 点 で は 60 人 程 度 で 伸 び が 鈍 化 し

て い る 。 こ れ は げ ん き 村 の 活 動 状 況 と 直 結 し て お り 、 参 加 者

の 伸 び 悩 み が 課 題 と な っ て い る こ と は 確 認 済 み で あ る 。仮 に 、

げ ん き 村 へ の 地 区 内 の 参 加 者 が 増 え る こ と が あ れ ば 、 再 び ユ

ー ザ が 増 加 す る こ と は 可 能 で あ る 。  

 

・ 平 常 時 の 活 動 が 定 着 し た 後 の 訓 練  

3 年 目 の 初 め か ら 災 害 時 用 の 安 否 確 認 の シ ス テ ム と 同 じ 仕

組 み を 持 っ た げ ん き 村 の 入 場 確 認 の シ ス テ ム の 利 用 を 開 始 し

た 結 果 、 安 否 確 認 の 作 業 の 準 備 や 操 作 に 慣 れ た 住 民 が 出 て き

た 。 そ の 後 の 3 年 目 の 防 災 訓 練 で は 2 年 目 と 同 じ 内 容 で 情 報

シ ス テ ム を 使 っ た 安 否 確 認 を 実 施 し た 。  
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た だ し 、 こ の 訓 練 で は 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 住 民 の 安 否 確

認 作 業 の 慣 れ を 検 証 す る た め 、 筆 者 ら は 一 切 支 援 を 行 わ ず 、

安 否 確 認 作 業 は 住 民 の み で 行 わ れ た 。 こ の 訓 練 で は 大 き な 問

題 も な く ス ム ー ズ に 安 否 確 認 が 行 わ れ て い た (写 真 7)。  

 

写 真 7 3 年 目 の 防 災 訓 練 の 様 子  

 

ま た 、こ の 時 、安 否 確 認 の た め の Q R コ ー ド の 利 用 や 情 報 シ

ス テ ム か ら 名 前 を 探 す 作 業 に 戸 惑 う 住 民 も い た が 、 普 段 か ら

げ ん き 村 に 出 席 す る 住 民 は 普 段 通 り の よ う に 安 否 確 認 を 行 っ

た 。 そ し て 、 戸 惑 う 住 民 に は 、 区 内 の 役 員 だ け で な く 、 げ ん

き 村 に 頻 繁 に 出 席 す る 住 民 が 操 作 の サ ポ ー ト に 入 っ た こ と も

確 認 で き た 。 こ の 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 の 改 善 結 果 は 、 住 民

が 平 時 か ら シ ス テ ム を 利 用 し て い た こ と で 実 現 し た と 考 え

る 。  

ま た 、 げ ん き 村 で の 活 動 が 安 否 確 認 の 改 善 に 繋 が っ て い る

理 由 と し て 、 次 の 2 点 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま ず 、 こ の 活
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動 は 毎 週 開 催 し て お り 、 定 期 的 な 利 用 環 境 に あ る と い う 点 で

あ る 。 こ れ は 毎 週 開 催 さ れ る 行 事 で 同 シ ス テ ム が 利 用 さ れ る

こ と で 、 機 器 の 準 備 や 入 場 登 録 が 既 に 一 連 の 流 れ の 一 部 と し

て 抵 抗 無 く 受 け 入 れ ら れ た 。  

次 に 、 防 災 訓 練 に 参 加 す る 住 民 が 地 域 の 活 動 に も 多 数 参 加

し て い る 点 で あ る 。 防 災 訓 練 に も 参 加 し て い る 住 民 の 多 く が

参 加 し て い る こ と で 、 普 段 の 作 業 と 同 じ 感 覚 で 対 応 で き る こ

と か ら 抵 抗 無 く 受 け 入 れ ら れ て い る 。 最 後 に 、 情 報 シ ス テ ム

用 い た 防 災 訓 練 を 理 解 し 、 さ ら に 協 力 的 で あ っ た 参 加 者 が 多

か っ た 点 で あ る 。  

こ れ は 防 災 活 動 の 流 れ や 意 図 を 十 分 理 解 し た 自 治 会 役 員 が

げ ん き 村 に 積 極 的 に 参 加 し て お り 、 初 期 導 入 時 か ら 住 民 へ の

十 分 な 説 明 や サ ポ ー ト が 行 き 届 い て い た か ら と 考 え ら れ る 。

こ れ ら の 理 由 か ら 、 こ の 活 動 に 頻 繁 に 参 加 し て い る 人 の 相 当

数 が 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 に お い て 、 率 先 し て 作 業 が 行 わ れ

た と 考 え る 。  

こ の よ う に 、 住 民 が シ ス テ ム を 利 用 す る 機 会 を 増 や す こ と

で 、 使 用 に 慣 れ 、 抵 抗 を 減 ら す よ う 改 善 す る こ と が で き る 。  

 

（ ４ ） 情 報 更 新 （ 2011 年 度 、  20 12 年 度 ）  

 2011 年 は 東 日 本 大 震 災 が 発 生 し た こ と も あ り 、住 民 の 防 災

意 識 が 例 年 以 上 に 高 ま り 、 安 否 確 認 の 重 要 性 を 再 認 識 す る こ

と と な っ た 。 一 方 、 住 民 情 報 の 更 新 が 滞 っ て お り 、 情 報 の 陳

腐 化 が 起 き て い た 。 そ こ で 、 住 民 か ら 情 報 の 更 新 と 、 提 供 す

る 情 報 の 追 加 に つ い て 声 が 上 が り 、 自 治 会 が 主 導 と な り 、 情
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報 収 集 と メ ン テ ナ ン ス を 行 っ た 。 先 回 の 情 報 内 容 の 確 認 に 加

え 、要 援 護 者 の 有 無 及 び 、災 害 時 の 支 援 可 能 な 人 の 登 録 な ど 、

よ り 地 域 活 動 に 根 差 し た 情 報 の 収 集 が 行 わ れ た（ 図 16 参 照 ）。 

 

 

図 16  名 簿 メ ン テ ナ ン ス に 用 い た 調 査 用 紙  

 

 ま た 、 情 報 収 集 が 数 年 ぶ り と い う こ と も あ り 、 情 報 回 収 率

が 低 下 す る こ と が 危 惧 さ れ た が 、 拒 否 さ れ た 世 帯 は 2 世 帯 程

度 で あ り 、前 回 と ほ ぼ 同 数 の 情 報 提 供 を 受 け る こ と が で き た 。

ま た 、野 原 区 の 住 民 向 け の QR カ ー ド に つ い て の ア ン ケ ー ト も

合 わ せ て 行 っ て お り 、 以 下 の よ う な 結 果 と な っ た 。  
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図 17 QR カ ー ド の 認 知 と 利 用 状 況 に 関 す る ア ン ケ ー ト  

（ 単 位 は 世 帯 数 ）  

 

 継 続 的 な 活 動 を 続 け 、 3 年 経 過 し て い る が 地 域 の 協 力 も あ

り 、 9 割 以 上 の 世 帯 で カ ー ド の 認 知 が 行 わ れ て い る 。さ ら に 、

約 半 分 の 世 帯 で は 利 用 も 行 わ れ て お り 、 野 原 区 で の 定 着 化 と

し て は 成 果 を 示 す こ と が で き て い る 。  

 

野 原 区 で の 活 動 の ま と め  

防 災 訓 練 （ 安 否 確 認 ） 作 業 の 変 遷 の 結 果 か ら 、 平 常 時 の 情

報 シ ス テ ム 利 用 に よ る 情 報 シ ス テ ム 導 入 後 の 経 過 と 安 否 確 認

に も た ら し た 結 果 と 考 察 を 述 べ る 。  

 

表 3 防 災 訓 練 で の 安 否 確 認 の 作 業 の 推 移  

操作主体 参加者 確認内容
2008年 学生6名 約200 氏名、性別、住所、怪我、家屋状況
2009年 学生・自治会各2名 約90 氏名、性別、住所
2010年 住民・自治会4名 37 氏名、性別、住所
2011年 住民・自治会4名 68 氏名、性別、住所
2012年 住民・自治会3名 38 氏名、性別、住所、怪我  
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ま ず 野 原 区 で の 情 報 シ ス テ ム を 利 用 し た 安 否 確 認 の 内 容 は

表 3 の よ う に 推 移 し た 。 1 年 目 は 、 野 原 区 の 自 治 会 役 員 の 理

解 が あ っ た こ と が 大 き い 。 自 治 会 の 支 援 に よ り 、 住 民 の 理 解

を 得 る こ と が で き 、 ス タ ー ト ア ッ プ と し て 最 高 の 状 態 で あ っ

た 。 こ の 結 果 、 地 区 と し て の 有 益 な リ ス ト の 作 成 、 お よ び 、

実 践 的 な 安 否 確 認 の 訓 練 が で き 、 住 民 の 理 解 も 高 か っ た 。 さ

ら に 、 防 災 訓 練 の 開 催 日 が 日 曜 と い う こ と で 多 く の 住 民 が 参

加 し た 。  

2 年 目 は 、操 作 内 容 の 単 純 化 を 実 践 す る た め 、野 原 区 で の 1

年 目 の 訓 練 の 際 に 行 っ た 安 否 情 報 以 外 に 様 々 な 情 報 を 登 録 す

る 方 法 か ら 、 カ ー ド で チ ェ ッ ク す る だ け に 切 り 替 え た 。 こ れ

に よ り 、 入 手 で き る 情 報 は 減 っ た が 、 作 業 の 難 易 度 の 敷 居 が

下 が り 、 自 治 会 役 員 中 心 の 作 業 に 加 わ る こ と が で き た 。 参 加

者 数 は 訓 練 当 日 が 平 日 で あ っ た た め 、 前 年 に 比 べ て 参 加 者 が

半 減 し て い る が 、 参 加 者 の 9 割 以 上 が 前 年 に 引 き 続 き 参 加 し

て お り 、 安 否 確 認 作 業 自 体 に 戸 惑 い は 少 な く 作 業 は 順 調 に 進

ん だ 。  

3 年 目 の 安 否 確 認 で は 、 平 常 時 に 利 用 で き る シ ス テ ム 環 境

を げ ん き 村 の 活 動 に 導 入 し た 。 こ れ に よ り 作 業 を 行 う 機 会 が

増 え 、 安 否 確 認 が 特 別 な 作 業 か ら 普 段 の 作 業 と な り 、 住 民 の

シ ス テ ム 理 解 の 難 易 度 の 敷 居 を さ ら に 下 げ た と 考 え る 。 そ の

結 果 、 情 報 シ ス テ ム を 使 っ た 住 民 同 士 の 安 否 確 認 作 業 を 行 う

こ と が で き た 。な お 、人 数 は 前 年 に 比 べ て 半 減 し て い る が 、2

年 目 と 同 じ よ う に 平 日 で あ っ た た め 、 参 加 者 が 少 な か っ た 。

加 え て 、 前 年 の 訓 練 は 午 前 中 に 開 始 し 、 昼 前 に は 終 了 し て い



 

  175 

た 。 こ の 年 の 訓 練 は 午 後 か ら 行 わ れ て お り 、 時 間 の 違 い に よ

っ て 参 加 者 が 減 少 し た 可 能 性 が あ る 。  

ま た 、 げ ん き 村 で の 活 動 成 果 か ら 頻 繁 に 行 わ れ る 活 動 に 利

用 さ れ る こ と が 重 要 で 、 開 催 が 月 に 1 回 程 度 の 活 動 で は 定 着

化 は 難 し い と 考 え る 。 他 の 地 区 で も ま ち お こ し の イ ベ ン ト を

実 施 し て い る と こ ろ も 多 い 。 イ ベ ン ト に 同 様 の 仕 組 み を 組 み

込 む こ と で 、 他 地 区 で も 防 災 シ ス テ ム の 定 着 化 が 進 む と 考 え

る 。  

 4 年 目 及 び 5 年 目 の 活 動 に つ い て は 、と も に 平 日 と い う こ

と も あ り 、 他 の 地 域 行 事 と の 兼 ね 合 い に よ り 、 参 加 者 人 数 に

変 動 が あ っ た が 、 地 域 住 民 に よ る 安 否 確 認 は 問 題 な く 執 り 行

わ れ て い る 。  

 以 上 の よ う に 、 野 原 区 で は 定 着 化 に 関 す る 手 法 を 施 し た こ

と に よ り 、 地 域 住 民 へ の 理 解 と 定 着 と い う 成 果 を 得 た と 考 え

る 。 他 の 地 区 に つ い て も こ れ ら の 対 応 が 可 能 で あ れ ば 、 同 様

の 成 果 を 得 ら れ る と 考 え る 。  
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  179 

参 考 記 事 ４ ． 日 本 農 業 新 聞 （ 201 2 年 3 月 15 日 ）  

 

 


